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プロローグ







　人は誰だれでも、後の一生に影えい響きようを与あたえる重大な経験をすることがあるという。

　彼かれ――、ツルギにもそんな経験があったとすれば。

　それは十三歳さいの時に起きた、父親との死別になるだろう。





＊　＊　＊






　詰つめかける群衆の中心で、ツルギは数週間ぶりに父親の姿を見つけた。

　父親は、鎖くさりに繋つながれて刑けい場じように引きずり出される真まっ只ただ中なかだった。

「皇王に死を！」

「『平等』を踏ふみにじる皇族階級を抹まつ殺さつしろ！」

「人は生まれながらに『平等』なんだ！　人の上に立つ王なんかいらないんだ！」

「ミタマシロを滅ほろぼせ！　『平等』な世界を作り出せ！」

　群衆は全員、処しよ刑けいを見物するために集まった人々。

　そしてその中にツルギも紛まぎれ込こんでいた。

　父親の下もとに駆かけ寄よることはできなかった。大声で父の名を呼ぶこともできなかった。

　そんなことをすれば、その瞬しゆん間かん、ツルギもまた捕とらえられ、忌いまわしき皇族の一人として処刑される。

　ツルギの父が、ツルギの存在を隠かくした処置が、すべて無む駄だになってしまう。

　やがてツルギの父は――皇王は、自身の終点である処しよ刑けい台だいへと到とう着ちやくした。

　その隣となりに立つ、処刑執しつ行こう人にんらしき男が勇いさましく言い放つ。

「同志諸君！　革命は成った！」

　群衆たちが狂きよう気きを孕はらんだ歓かん声せいで応こたえる。

「これを見よ！　傲ごう岸がん不ふ遜そんにも皇王を名乗り、我々平等民を見下してきた男が、今や惨みじめに跪ひざまずいている!!」

　処刑執行人は奇き妙みようなことに、その体の右みぎ腕うで、肘ひじから先が剣けんになっていて、つまり体から直接剣が伸のびていた。

　剣の切っ先が、王を指し示す。

「人は生まれながらにして『平等』なのである！　差別などあってはならぬのである！　なのにこの愚おろかな男は、皇王の血筋に生まれたというだけで自分が特別だと勘かん違ちがいし、我々を見下してきた。この傲ごう慢まんに天てん罰ばつを！」

「そうだ！」「殺せ！　その罪深い男を殺せ！」「私たちはアンタの家か畜ちくじゃないわ！」

　群衆たちから罵ば詈り雑ぞう言ごんが沸わき起おこる。

　それらは処刑台にいる一人の男へ向けられていた。

　ミタマシロ皇国、第百二十代目皇王。

　けっして暗君ではなかった。

　隣りん国ごくブルグントとの戦争状態にありながら国内をよく治め、産業を援たすけ、商業を活性化し、民たみを飢うえさせたことなどただの一日もなかった。

　それなのに王はその座から引きずり下ろされ、処刑台という惨めな場所に追いやられている。

　その悲ひ惨さんな末路を、皇王の息子むすこであるツルギは、暴徒たる群衆に紛れて凝ぎよう視ししていた。

　皇族の生き残りは、彼が最後だった。

　兄と呼べる人たちは皆みな死んだ。姉と呼べる人たちも皆死んだ。

　殺されたのだ。

　そして、父と呼べる人も今これから死ぬ。

　ツルギは胸の奥おくで声を上げずに狂くるい叫さけんだ。




　――父上、アナタはこうなることがわかっていたのですか。

　――だから生まれたその時から僕ぼくのことを隠し、一庶しよ民みんとして市し井せいの中で育てさせたのですか。

　――それなのにアナタは人目を忍しのびながら何度も僕の家を訪おとずれ、僕を膝ひざの上に乗せて、色々なことを教えてくれた。

　――王がどういうものであるか。王は何をしなければならないのか。

　――アナタがしてくれた様々なことのおかげで、僕はこうして生き延びている。

　――でも、

　――だからと言って。




　ツルギの悲ひ憤ふんに気づく者などいる筈はずもない。

　処刑執行人は高々と、腕うでと一体化した剣を振ふり上あげた。

「同志諸君！　これは始まりである！」

　おおおおおおおおおおおッッ！　と歓声が沸わき起おこる。

「人を皇族と庶民に分け、少数が多数を支配する愚かな時代の幕が下り、新しい時代が始まるのだ！　すべての人間が分わけ隔へだてなく、差別もされず見下されもしない、『平等』な国家が今生まれる！　――この愚かな男の死をもって！」

　凶きよう剣けんの刃は先さきが、皇王の首筋に狙ねらいを定めた。

　それを遠くから見定めたツルギの中で、何かが千切れたことを彼自身が気づいた。

　もう何もかもどうでもよくなり、これから自分が何をすべきかが即そく座ざに想像の中で描えがき上げられた。

　群衆を掻かき分けて処刑台に駆け上のぼり、あの剣を付けた馬ば鹿か男を殴なぐり飛とばして父王を救出する。

　その後で父を伴ともないオルトドクスなり自由騎き士し領なりに亡命すればいい。国外脱だつ出しゆつするまでが至難の業わざで、傷ついた父を伴って逃にげ切きることはまず不可能だろう。

　それでも何もせずに見ているよりは数百倍マシだった。

　予定図ができた以上、後は実行するだけだった。

　そして父へ向けて一歩踏み出そうとしたその瞬間――。

　父の目が、ツルギに向いた。

　群衆に気づかれぬよう目だけでそっと。ツルギ本人だけがその動きに気づけた。

　ツルギは真正面から、父の瞳ひとみの色を見た。

　澄すんだ明るい瞳。不当な死を目前にした人間の瞳とは思えないほどの清らかさに、ツルギは一いつ瞬しゆん、すべての動きを封ふうじられた。

　その一瞬のうちにすべてが終わった。

　処刑人の剣けん腕わんが振り下ろされ、首を差し出した罪人の頚けい椎ついと頚椎の間を通り過ぎて行った。

　人の頭と体を繋ぐ、幾億もの筋きん繊せん維いや神経や血管を切断しながら。

「あっ――」

　処しよ刑けい場じように来てから初めての声がツルギの口から漏もれた。

　胴どうから離はなれた王の首は処刑台から転げ落ち、その下のぬかるんだ地面へと落ちて行った。

　べちゃり、と泥どろ水みずがはねた。

　血ち塗まみれの剣が、再び高々と掲かかげられた。

「ミタマシロという差別国家の歴史が今終わった！　この日この瞬間よりこの国は、新しい名前で呼ばれる！　世界でもっとも『平等』なる国、エクスマキナ機人連合だッッ!!」

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！！！！！

　天地を揺ゆるがすほどの雄お叫たけびが、幾百の口から一いつ斉せいに放たれた。

　狂きよう衆しゆうたちが処刑台の足元に殺さつ到とうし、泥水に落ちた首を次々に踏みつけにした。

　彼らにとってそれは、『平等』が差別に勝った瞬間だった。

　その光景を、もはやすべきことを失ったツルギは呆ぼう然ぜんと見守るのみだった。

　周囲からはその姿は、新たなる時代の幕開けに喜びすぎて放心してしまった一庶民にしか見えなかっただろう。

　結局のところツルギは、今もって安全だった。

　しかしツルギ当人にとっては、そんなことより最後に直面した父の瞳の方が重要だった。

　父もまた気づいていたのだ、彼の息子が訪れていたことに。何百人という狂った群衆の中にいても、父は息子を見つけ出すことができた。

　言葉はない。ただ視線の交こう錯さくがあっただけだが、ツルギは父の瞳から、たしかなメッセージを受け取った。




　――――後を頼たのむぞ、と。




　ツルギは父から、その死後を託たくされた。

　そしてそれこそがツルギを混乱の窮きゆう地ちに追いやった。

　託されたと言っても、何を託されたのかわからなかったからだ。

　ミタマシロ皇国は事実上、父の死をもって滅めつ亡ぼうを迎むかえた。今ここにある国は、ミタマシロ皇国ではない別の国だ。

　そんな国の上に一人立ち、自分は何を頼まれたというのか。

　ツルギは茫ぼう然ぜん自じ失しつとなるしかなかった。




　――教えてください父上。

　――僕は何故なぜ生き残ったのですか。

　――父も兄も姉もすべて死に絶えた中、僕だけが残って、

　――僕は何をするために生きるのですか。




　人は誰でも、後の一生に影響を与える重大な経験をすることがある。

　十三歳のツルギが得たあまりにも残ざん酷こくな経験は、彼に一生かけても答えの出ない問いを心の中に刻み付けた。







ファイル１　スパイ学校『ラーゲリ』







　三年が経たった。

　結局あれからもツルギは生きていた、かつてミタマシロ皇国と呼ばれた地の上で。

　今日も生きて、――女の尻しりを撫なでていた。

「あぅん……ん……ッ」

　尻を撫でると共に漏れる喘あえぎ声ごえ。

　ツルギが想像した通りの可愛かわいい声だった。

　彼かの女じよとは今日初めてベッドを共にするが、体つきも触しよつ感かんもいい。

　全身で押おさえつけるようにベッドに抱だき伏ふせながら、片手でブラジャーのホックを外す。パンツは丁てい寧ねいに両手で脱ぬがす。脱がせる過程で捻ねじれてしまったら格好悪いから。相手も心得ているのか、こちらの動きに合わせて尻や足を浮うかせてくれるため随ずい分ぶん楽に脱がせられた。

　完全に分ぶん離りさせたパンツを、先に脱がせておいたブラウスの上にポイと放ほうる。

「……やだー、ツルギくん手て馴なれてるー」

　全ぜん裸らにされてしまった若い少女が、クスクス笑いながら言った。

「だから受け入れたんだろう？　不慣れな童どう貞ていをからかいたかったらそういうのを選べばよかったんだし」

「まあね、ツルギくんって見た目通りのスケベくんだったね」

「ご期待に添そえられて恐きよう悦えつ至し極ごく」

　軽口を飛ばし合いながら、衣服に遮さえぎられることのなくなった素す肌はだ同士を淫いん靡びに擦すりあわせる。

　摩ま擦さつ熱ねつで女の匂においが立ち上り、ツルギの鼻び孔こうをくすぐった。

「うむ、よい」

　香かおりを楽しんだら次はいよいよ味を確かめる。

　ツルギは両手を、それなりに量感豊かな乳ち房ぶさに重ね、職人がパン生き地じをこねるようにしっかりと揉もみしだこうとしたところ…………。

　ガズン！　と。

　開け放たれたドアから眩まばゆい光が差し込む。

「ヒツギ＝ツルギ！　いい加減にしろ！」
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　と怒ど鳴なり散ちらしながら部屋に乱入してきたのはルームメイトのナカウ＝ヒデヨミだった。

　小ざっぱりとした真ま面じ目めそうな顔つきに、怒いかりの青筋を幾いく本ほんも浮かべている。

「この部屋はな！　オレと、お前が、共同で使っている相部屋なんだよ！　そんなところに女を連れ込んだらオレはどうしたらいいんだよ!?　どこで勉強したらいいんだ!?　盛さかるにしても時と場所を弁わきまえろ！　イヤ、盛るな！　お前だって女に現うつつを抜ぬかす前にやるべきことがあるだろう!!」

「あーはい、めんごめんごー」

　情事の最中踏ふみ込まれたというのに、ツルギは少しも慌あわてることなくルームメイトをなだめにかかった。

　しかもその間、連れ込んだ女性とヒデヨミの間に立って、女性が服を着る間、他ほかの男に裸はだかを晒さらさぬようみずからを壁かべにするという気の配りよう。

「イヤねぇ、ムードを弁えない男って」

　衣服を整えた女性は、ついさっきまでの淫靡さを少しも残さず爽さわやかに立ち上がる。

「知ってる真面目くん？　もてない男が女にもてない原因はね、恋こい人びとのいる同性に激しく嫉しつ妬とするからなのよ。他人の恋こい路じを邪じや魔まする人は、同じくらい自分の恋路からも遠ざかる。人を呪のろわば穴二つってわけね」

「そんなこと知るか！　オレには色いろ恋こいなんかより優先すべきことがある！」

「痩やせ我が慢まんどうも。……じゃあツルギくん、今日はもう帰るわね。機会があればまた今度」

「送って行こうか？」

「いいわ。アンタはそっちの相方のご機き嫌げん取りをしてあげて」

　と言い残して、女性は部屋から出ていった。

　残された男二人。その内の一方であるナカウは、まだ憤ふん懣まんやるかたないと言った表情で膝を揺する。

「……あの女、たしかフジミネ＝ミコだろ？　今期卒業予定の訓練生でトップ十に入る優等生だっていう」

「へぇ、そんな名前だったんだ」

「おい」

「イヤ、だって、今回は向こうから言い寄ってきたので」

　少しも悪びれずにツルギが言うと、ヒデヨミは苛いら立だたしげに頭をガリガリ掻く。

「まったく犬いぬ猫ねこのように発情しおって。お前たちにはこの組織に選ばれたという自覚はないのか？」

　ツルギは、ルームメイトの不満を横目に眺ながめつつ素す早ばやく服を着終えていた。

「選ばれたからこそ、だろ。この組織は訓練生同士の恋れん愛あいを、むしろ奨しよう励れいしてるからね」

「むっ」

　ヒデヨミから反論が返ってこなかったのは、ツルギの指し摘てきが正解であることの証明でもあった。

　彼らを選び、この場所に置いた組織。

　その名は『必要なる不平等レシヤチーハ』。

　彼らの住む国が立ち上げた、他国への情報工作を目的とした、いわゆる諜ちよう報ほう機関。

　つまりスパイ。

　ツルギやヒデヨミはスパイとなるために国家から選び出されたのだった。

　もっともまだ十代後半の若わか僧ぞうでしかない彼らは、一人前のスパイとはとても言い難がたい。知識も経験も足りない。

　そこでそうしたものを叩たたきこむために設けられたスパイ養成所、通つう称しよう『ラーゲリ』。彼らはそこにいるのだった。

「僕らも将来スパイになることを期待されてるならさ。色事に心得あった方がいいわけじゃん？」

「ぐ……」

「色いろ仕じ掛かけ、ハニートラップなんてスパイの得とく意い技わざの一つなんだから。学生のうちに自主練しとけってことだよ。だから僕はこうして励はげんでいる日夜」

「お前はそれだけにしか励んでいないように見えるがな」

「誰にでも得意不得意はある」

　スパイとなる者が、その養成所で習うこと。

　例えば他国に潜せん入にゆうして怪あやしまれることがないよう速すみやかに溶とけ込む技術。潜入先で必要な情報を引き出すノウハウ。他人の心に入り込んで思うままに操あやつる技わざ。暗号を解読する方法。情報を盗ぬすみ出すための泥どろ棒ぼうの技術。いざという時のための暗殺術。

　ツルギやヒデヨミは、そうしたことを『ラーゲリ』で習っている。

　そして異性を誑たぶらかしていいように利用する方法も、必ひつ須す科か目もくの一つだった。

「だから僕がクラスメイトというべき女性訓練生を手て当あたり次し第だい食い散らかしても問題ないよね。将来スパイになった時、異国のレディたちを食い散らかす練習なんだから」

「問題あるわ！　限度があるわ！」

　真面目なヒデヨミから真面目に抗こう議ぎされた。

　スパイ養成所『ラーゲリ』。その訓練生寮りようの一室で、男二人は刺とげ々とげしい会話を続ける。

「大体お前、本気で将来スパイになろうとか思っているのか？」

「と言いますと？」

「さっきも言ったが、お前の訓練成績は散々だぞ。必須科目の諜報実技を始め、語学、情報分ぶん析せき、格かく闘とう、思想学習。すべてが平均以下だ」

「へー、そうなの？」

「……自分のことだぞ？」

「僕以上に僕のことを知っている。さすがルームメイト」

「茶ちや化かすな。……そんな成績ではとても第一線のスパイとして採用されないぞ。不合格だ。もう少し気合を入れて勉強しないと」

　ヒデヨミは実に真面目らしく、噛かんで含ふくめるようにツルギに対して言い諭さとす。

「いいかツルギ。三年前の革命でミタマシロ皇国が倒たおれ、我らの祖国エクスマキナ機人連合――略して機人連が成立した。今、俺おれたちが住んでいるこの国だ」

「はい」

「それまで皇族という一ひと握にぎりの特権階級が支配していたミタマシロから、階級を廃はい止しし、すべての人間が『平等』に生きられる世の中に変わったのが機人連だ。オレたちは機人連が掲げる『平等』の理想を守らなければならない。機人連の外には、まだまだ王政に囚とらわれた古い国家がたくさんあるからだ。王族などと言う有名無実の悪習で偉えらぶる一部の人間が、それ以外の大多数を支配するのを止めなければいけない。人々を古い考えから解放してやらなくてはならない。そのための尖せん兵ぺいが『必要なる不平等レシヤチーハ』のスパイなんだ」

「はいはーい」

　ツルギは知っている。ヒデヨミがこうして語る平等理想のすべてが『ラーゲリ』で教えられたことだと。

（一種の洗脳だよな……）

　ヒツギ＝ツルギの住む機人連は、かつてミタマシロ皇国と呼ばれていた。

　千三百年もの昔、天から降りた男お神がみが八やツつ頭がしらの竜りゆうを殺して土地を拓ひらいたという建国神話をもつ、世界でもっとも古い国家の一つ。

　東の果ての小さな島国から始まりながらも、長い歴史の中で発展して国土を広げ、最終的には旧大陸の東側半分を支配する超ちよう巨きよ大だい国家にまでなった。

　――が、今はもう存在しない。

　今から三年前に起きた革命戦争によりミタマシロ皇国はあっさりと滅びた。

『人は生まれながらにして「平等」である』という理想を掲げた革命組織が突とつ如じよとして挙兵。同時多発的に起こった反乱に皇国武士団は対処しきれず皇城陥かん落らくまで追い込まれた。

　そうしてミタマシロ皇国を倒し、革命軍が新たに興おこした国がエクスマキナ機人連合、略して機人連。

　それ以来ミタマシロ皇国の国民は、機人連の平等民となった。広大なミタマシロの国土も、そっくりそのまま機人連の領土となった。

　そして旧ミタマシロ皇国を治めてきた皇族は捕えられ、すぐさま処刑されていった。

『平等』を理想に掲げる革命組織にとって、生まれながらに特別ともいえる皇族は許しがたい存在だったから。

　皇王、皇子、皇女。すべてが根絶やしとなり、皇族の血統が断絶することによってミタマシロ皇国も完かん璧ぺきに終しゆう焉えんした。

　……と、世間では思われている。

　しかし真実にはただ一人、ミタマシロはまだ生き延びていた。

　それがヒツギ＝ツルギ。

　ミタマシロ皇国最後の王となった第百二十代皇王、スメラギ＝ジンギの五番目の子供にして、存在を隠された皇子。

　ヒツギ＝ツルギとは『日ひ継つぎの剣つるぎ』。ミタマシロ皇族の長い歴史の中で制定された、隠された王位継けい承しよう者しやに与えられる忌いみ名な。

　生まれたその日から密ひそかに皇城から出され、一市し井せい民みんとして身分を偽いつわって生きていた。だからこそ機人連の皇族抹殺から漏れ、今もこうして生きている。

　何故自分が存在を隠されたのか。それはツルギ自身すら計り知らぬことだが、今日こうして彼だけが生き残った結果を見れば、ただの気まぐれによるものではないということは確かだ。

　三年前のあの日、父王の処刑を見せられたツルギは、自分が生き残った理由を考え続けた。

　生き残って何をすべきかを考え続けた。

　しかし考えながらも、それだけでは生きていくことはできないので、それと同時に働きもした。何しろツルギは、皇族であることを隠す以上は一いつ般ぱん庶しよ民みんとして生きなければならなかったのだから。

　機人連が各都市に設けた社会奉ほう仕し部で、一日十四時間労働を週七日続ける生活を送っていたところ、黒服を着た男から声をかけられる。

『キミには見込みがある。その才能を活いかせる場所に移らないか？』

　その黒服の男こそ、諜報機関『必要なる不平等レシヤチーハ』の人材発はつ掘くつエージェントだった。

　言葉こそ質問口調であったものの、返答する暇ひまも与えず強制的に連れ出し、ツルギのことをスパイ養成所『ラーゲリ』へと放り込む。

『ラーゲリ』の訓練生は、程度の差こそあれ同じような経けい緯いで掻かき集あつめられた若者たちだった。

　すべての人間が『平等』だと言いながら、自分の生きる道を自分で決められない人間がいるとは、どういうことか。

「…………だからオレは機人連の理想に賛同し……。って、オイ、ツルギ？　聞いてるのか!?」

「うんっ？　……ああハイ聞いてる聞いてる。で、何だっけ？」

「聞いてないじゃないか！　……ああもう、つまりだ。オレは田舎いなかの農家の生まれでな。ミタマシロのご時世じゃ農民の子は死ぬまで農民だ。機人連が世の中を変えてくれたからこそ、オレはここで、国を守るなんて大きな仕事に就つくチャンスを貰もらえた」

　ツルギを見み詰つめるヒデヨミの目は真まっ直すぐで、情熱の輝かがやきに満ちていた。

「だからオレは機人連に感謝している。『平等』の理想を全力で信じられる。オレは必ずいい成績を取って『必要なる不平等レシヤチーハ』の正規スパイになって見せる！　そして今度はオレが、『平等』の理想を外の世界に広めるんだ！」

「夢を語る、か」

「そうだ、夢を語れる国になったんだよ、この国は！」

　ヒデヨミの弾はずむ声からは、一新された時代への無む邪じや気きな信しん頼らいが表れていた。

　だが……、とツルギは思う。

　ヒデヨミは正規スパイにはなれないだろう。スパイになるには彼は真面目すぎるのだ。

　スパイとは嘘うそをつくのが仕事であり、裏切るのが仕事。それをこなすには、農民出身というヒデヨミの気質はあまりに純じゆん朴ぼくで、奸かん智ちに乏とぼしかった。真面目すぎるということだ。

　これではいくら成績がよかろうと『必要なる不平等レシヤチーハ』は彼を採用しないだろう。仮にも諜報機関、そこまでバカではないはずである。

　ただ……。

　ツルギは思う、ヒデヨミのそうした生き真ま面じ目めさこそが彼の最大の美徳だろうと。

「ヒデヨミのそういう生真面目なところ、僕は好きだな」

「いきなり何言ってんだ？」

　そこは即座に「男まで口説くどこうとするのか!?」と軽口を返してくれればいいのに、とツルギは落らく胆たんした。

　しかしそういうアドリブの利きかない不器用さこそがヒデヨミのよさではないか。

「まあだからさツルギ、お前も今からでもいいから頑がん張ばれよ。二人で正規スパイになろうぜ」

「無理だよぉ。だってあと一週間で訓練課程が終しゆう了りようだよぉ」

　その後は、各訓練生の成績に応じて与えられる仕事が決まり、任地へと振り分けられるはずだった。

　ツルギの成績では第一線のスパイなどとても適かなわず、そのサポートを行う事務官や庶しよ務む官かんといった職に就くのが精せい々ぜいだろう。

　しかしツルギにとってはその方がいい。彼の血の宿命は、ただでさえ不用意に目立つことが許されない。注目を受けない地味な職しよく柄がらの方が彼にとっては望ましい。

「……そういえばさ」

　ヒデヨミはふと思い出したように言う。

「ツルギは、何処どこのどういう生まれなんだっけ？　オレは何べんも話したけど、お前の身の上話はまだ一回も聞いていない気がする」

「あー」

「機人連になって、まったく違ちがう出身のヤツがごっちゃに集つどうようになったからさ。発表しあうのも楽しいぜ。……でさ、ツルギはどこの、どういう生まれなんだよ？」

　興きよう味み津しん々しん、という具合に尋たずねてくるヒデヨミ。

　純じゆ粋んすいな好こう奇き心しんからだろう。ツルギはしばし、考えるふりをして時間的空白を置いてから……、

「お前と似たようなものだよ」

　表情を変えずに言った。





＊　＊　＊






　それからまた少しの時間が過ぎた。

『ラーゲリ』での訓練課程がすべて終了し、今日は全訓練生の最終成績が発表されることになっていた。

　その結果によって『ラーゲリ』を卒業する訓練生は正式に『必要なる不平等レシヤチーハ』メンバーとなり、第一線のスパイとして活かつ躍やくするか、裏方としてデスクワークに埋うもれるか、はたまた『見込みなし』として路上に叩き出されるかが決まる。

　訓練生たちは、普ふ段だん戦せん闘とう実習を行うための広場に縦横きっちり整列させられていた。その中にツルギやヒデヨミも加わっている。

「ツルギ…………！　どうしようオレ、緊きん張ちようしてきた……！」

「落ち着けどっしりしてろ。お前の成績なら必ずスパイになれるさ」

　実際ヒデヨミの訓練成績はしっかり上位に食い込む。普ふ通つうに考えれば正規スパイ入りは確実だろう。

　居並ぶ訓練生たちと向かい合うように、一段高い台の上で偉ぶった中年男が立っている。

　視線は傲ごう然ぜんと、上から下へ訓練生たちに向けられていた。

「『ラーゲリ』所長のモダサ＝シモゲダサだ」

「ミタマシロ時代、貴族の使用人だったのが主人を後ろから刺さして機人連に売うり渡わたしたっていう輝かしい経歴の持ち主さ。スパイ学校の頭とう目もくには相応ふさわしい裏切り者だ」

　ツルギの口から滑なめらかに紡つむがれるパーソナルデータ。

「その後ろにいるのは……、戦せん闘とう教官のアサルトＳＳだな。用心棒同伴ってところか」

　観察通り、モダサ所長の口くち髭ひげ顔がおの後方、影かげのように寄り添う軍人風の美男子がいた。

　軍服で全身をぴっしりと包つつみ、詰つめ襟えりまで几き帳ちよう面めんに留めている。着衣の乱れなど欠かけ片らもない。

　顔つきも刃は物ものを思わせる鋭するどさで、細ほそ面おもてな上にやや童顔。ともすれば女性と見み紛まがいそうな少年顔だが、一度あの眼光に睨にらまれれば恐きよう怖ふでもって、女性だなどと間ま違ちがうまい。

「アサルト教官。相変わらず怖こわい顔してるなあ。いくら戦闘実習の担当だからって、今日くらいニコニコすればいいのに」
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　ヒデヨミが愚ぐ痴ちっぽいのは、緊張を紛らわすためでもあるようだ。

「前歴は革命軍機き甲こう師団所属。バリバリの職業戦士だよ。愛あい想そよくやれってのは土台無理さ」

　見た目ツルギたちとそう違わない年ねん齢れいだろうに、ツルギたちを教える側に立っているという謎なぞの人物だった。

　などとツルギたちが小声で駄だ弁べっていると、ついに儀ぎ式しきが始まった。

　モダサ所長がゴホンと咳せき払ばらいしてから、眼前にあるマイクを髭ひげ元もとへ引き寄せる。

「訓練生番号一、ジン＝サンドー」

「はい」

　呼ばれて進み出た訓練生は、クマかと見紛う大男だった。ジン＝サンドー。ツルギのもっている情報では旧ミタマシロの武士家系出身。ただし下級一族でミタマシロ時代かなりの不ふ遇ぐうに耐たえてきたはずだ。

　彼もまた時代が変わって得をしたクチか。

「全科目成績優ゆう秀しゆう、特に戦闘実習が素す晴ばらしい。評価Ａを与える」

　モダサ所長から成績証明書を手て渡わたされ、元の位置に戻もどる巨きよ漢かんサンドー。

　以下こういうことが、訓練生全員分繰くり返かえされるようだ。

「くぅッ、評価Ａかよ？　いいなぁ、正規スパイ内定確実だぜ……！」

　隣ではヒデヨミが羨うらやましげな声を上げていた。

「焦あせるなって。お前もきっと評価Ａだから」

　そして、

「訓練生番号一七、フジミネ＝ミコ」

「はい！」

　訓練生への成績証明書受うけ渡わたしはドンドン進んでいる。

　次に呼ばれたのは女性訓練生。やはり十代後半ほどの絵に描かいたような美少女で、モコモコとした短いクセっ毛が子犬を連想させる。そんな人ひと懐なつっこさのある少女だ。

　そしてツルギにとっては見覚えのある少女だった。先日、ベッドでパンツを脱がすところまで行きながら、ヒデヨミの乱入で取とり逃にがした。

　モダサ所長から評価Ａの証書を受け取る。

「あっ、あの子。……ホントに優等生だったのか」

『ラーゲリ』所長にとっては流れ作業でしかないこの儀式。特に感かん慨がいもなく訓練生が入れ代わり立ち代わりしていく。

　それでも訓練生は百人近くいるので結構な作業だ。

「訓練生番号六四、ヒツギ＝ツルギ」

「はーい」

　そしてツルギ当人の番。

「すべてにおいて平均以下だな。評価Ｃ。だが科目以外の実習にはなかなか熱心だと聞いている」

「恐おそれ入いります」

「貴様のようなクズは本来『必要なる不平等レシヤチーハ』には必要ないが、人手不足でもあることだしそれなりの職場を用意してやる。貴様より使える人材が現れるまでは雇やとってやるが、それより後は知らんぞ。野の垂たれ死じにたくなかったら今からでも精せい励れいすることだな」

　こうしてまた一人、また一人と成績証明書が手渡されていき、各訓練生の顔色がくっきりとした明暗に色分けされている。

　さもあろう。証書に刻まれた評価ランクで、彼かれらを待ち受ける未来のランクまでまったく違ったものになるのだ。

　評価Ａを貰った者とそれ以下の者とでは、明日からの扱あつかいは同じ人間と呼べるかも怪あやしいほどの差になる。

　それが、『平等』の国の裏で起こっている出来事だ。

「……ゴホン。これにて訓練生全員に成績証明書の受け渡しが完かん了りようした。諸君らには各自の評価に準じた赴ふ任にん先さきが伝達されるだろう。機人連のため、『平等』のための諸君らの戦いがいよいよ始まるのだ」

　モダサ所長の訓辞が始まり、悲喜こもごもだった訓練生の表情が一様に引ひき締しまる。

　ちなみに隣となりのヒデヨミは無事評価Ａを貰えたようでホクホクしていた。

「諸君らも知っての通り、機人連は『平等』を理想とする国家だ。人は『平等』。差などない。こんな当たり前のことがしかし、世界中で蔑ないがしろにされている。今でもこの機人連の外では王族などと言う、愚おろかな人種が支配する国がある。諸君らの使命は、そういった愚ぐ者しやどもから機人連を守り、そして逆に愚者どもを滅ほろぼすことだ！」

「…………」

　ツルギは何も言わず、何の表情も浮かべない。

「そのために諸君らは特とく殊しゆな訓練を積み、特殊な技能を身に着けた。それは本来『平等』の理想から外れることだ。真に『平等』な社会には、他人を見下す優性者などいてはならない。しかし今は必要なのだ！　邪じや悪あくな国から機人連を守るため、あえて不平等を作り出さなければならない！　……ゆえに我々は戒いましめを込めて自分たちをこう呼んでいる。――『必要なる不平等』と」

　それが機人連諜報機関の名の由来。

「諸君らも『必要なる不平等レシヤチーハ』としての自覚をもって働いてもらいたい。……しかし、今まさに『平等』の戦士として『ラーゲリ』を巣立っていく諸君らに残念な知らせがある」

　瞬しゆん間かん、整列する訓練生全体に不ふ穏おんな空気が広がった。

　それまではただの予定調和でしかなかった所長の訓辞が、俄にわかにキナ臭くさくなる。




「諸君らの中に、裏切り者がいる!!」




　芝しば居いがかった大声だった。

　しかしその宣言は例外なく訓練生たちの度ど肝ぎもを抜いた。

　ツルギすらも。イヤ、ツルギこそ所長の言葉にもっとも心揺らした一人だろう。

（まさか……、僕!?）

　滅ぼされしミタマシロ皇族最後の生き残りであるツルギ。

　それが明るみに出れば、どんな運命が待ち受けているかなど想像するまでもない。

　死だった。

　新しき支配者である機人連にとって、古き権力者など根絶やしにする以外ない。

　実際革命成立時、捕とらえられた皇族は皆みな殺ごろしにされたではないか。

「裏切り者の……、名は……」

　モダサ所長が勿もつ体たいぶるように口調の速度を落とす。

　しかし訓練生の、緊張は否いやが応おうにも上がった。鼓こ膜まくに穴が開くような耳鳴りがし、口内がカラカラに乾かわく。

　そして、裁きの瞬間が訪おとずれた。




「裏切り者の名は、……ナカウ＝ヒデヨミ!!」

「へぅッ!?」




　空気が漏もれ出でたような間ま抜ぬけな悲鳴が、ツルギの隣から上がった。

　ヒデヨミは、先ほど受け取ったばかりの評価Ａの成績書をクシャクシャになるほど握にぎりしめて、呆然と立たち尽つくしていた。

　その表情からは何の心理も読み取れない。

　ヒデヨミ自身、何を思っていいのかまったくわからないのだろう。

　しかし糾きゆう弾だんされた本人の当とう惑わくなど意に介かいさず、モダサ所長は得意満面で話を続ける。

「我らが『必要なる不平等レシヤチーハ』の優秀な内部調査班が突つき止とめたことだ。ナカウ＝ヒデヨミ訓練生は、機人連の内部機密を盗み出す目的で身分を偽り、『ラーゲリ』に潜入した」

「……ちょ、ちょ！　ちょちょちょちょ、ちま、待ってください！　違います！　オレはそんなこと、まったく身に覚えがありま！　ありま！」

　そのうちに、いつの間にか背後から忍しのび寄よっていた『ラーゲリ』の警備兵が両りよう脇わきからヒデヨミを抑おさえる。

　両手を掴つかまれたヒデヨミは、今さらどんなに暴れても脱だつ出しゆつ不可能だった。

「離してくれぇ！　オレは違う！　違うんだぁ!!」

　必死の訴うつたえも虚むなしかった。

　ヒデヨミは罪人然と引き出されていき、衆目に晒される。

「訓練生諸君、今からキミたちに見てもらいたいのは裏切り者の末路だ。機人連を騙だまし、素晴らしき『平等』の理想を踏ふみにじった背徳者がどんな罰ばつを受けるか、その目に焼き付けてほしいのだ！」

　ニヤニヤと笑いながらモダサ所長が合図を送る。それに呼応して広場の隅すみから、何か大きなものが移動してきた。

　それは棺かん桶おけだった。台車に乗せられた棺桶だった。

　桐きりか檜ひのき材ざいと思おぼしき木もつ棺かんで、中身は空。蓋ふたが開いているためツルギにも一目で確かく認にんできた。

　だからこそ、その次に起こるであろう恐ろしい想像が簡単に浮かぶ。

「話を聞いてください所長！　オレは裏切ってなんかいません！　オレは機人連のために、この身を捧ささげ……、わぶッ!?」

　想像通り、拘こう束そくされたヒデヨミは空棺桶の中に放り込まれ、すぐさま蓋を閉められる。錠じようがかけられて、内側から凄すさまじい勢いでドンドンと音がしても、もはや開く気配はない。

　さらに『ラーゲリ』の警備兵たちは閉じられた棺桶の周りに枯かれ木きを積み、その上からガソリンを振ふりかけた。

　これから何が起こるのか、予想できない者など一人もいなかった。

　最後の仕上げとばかりに火のついたマッチが、放ほうり投なげられる。

　たくさんの燃料に囲まれた、ヒデヨミを飲み込む棺桶に向けて。

　ゴッ！　と。

　凄まじい勢いで火の手が上がった。

　ガソリンが撒まかれただけあって火勢は強い。天を焦こがすばかり。先ほどまで内側から棺桶を叩く音がやかましかったが、それも炎ほのおが枯れ木を食くい荒あらす音に塗ぬり潰つぶされる。

「見ろ！　見るんだ諸君！　これが機人連に逆らった者がたどる道だ！　『平等』を否定する者は皆みな、こうして死ぬのだ！　これが『平等』の力だ！　ハハハハハ！」

　モダサ所長は子供のようにはしゃぎながら大火を指さした。

　彼にとってはさしずめ祭りの火だろう。そしてそれ以外のすべての人間は、赤い炎を戦せん慄りつと共に凝ぎよう視しするしかなかった。あの炎の中に人がいると知っている以上、目を背そむけたくても背けられない。

　しかしそれだけだった。その場にいる百人近くの人間は、誰だれ一ひと人りとして指一本動かさない。

　人が一人、焼け死のうとしているのだから、有う無むも言わさず飛び出す者が一人ぐらいはいそうなのに、それすらない。

　炎に閉じ込められた人間が、裏切り者の烙らく印いんを押されているからだ。

　だから助けない。

　裏切り者は死ぬしかない。

　今はまだ、炎が放つ匂においはガソリン臭くささと枯れ木の乾いた匂いだけだ。

　しかし、いくらもしないうちに別の臭においが混じるだろう。人間を焼く堪たまらないほど不快な臭いが。

　彼らは甘あまんじて、それを鼻と口から吸いこまねばならない。裏切り者であるというだけで、人間一人を見殺しにする代だい償しようとして。

　彼らはそれを受け入れなければならない。

　誰だれもがそれを覚かく悟ごした瞬間だった。




　ゴガンッッッ!!




　と、誰の耳にも届くほどのけたたましい打だ撃げき音おんが鳴り、同時に見上げるほど大きかった炎が粉々に四散した。

　天を覆おおい尽つくすほどに広がる無数の木こっ端ぱ。それらはいまだ炎をまとっているため、居並ぶ人々にとっては火の雨が降ふり注ぐようなものだった。

「あつっ！　あつっ！」「きゃあ火が!?」「逃にげろぉーッ！」

　それまで動けなかった人々が、呪じゆ縛ばくから解き放たれたかのように燃え止さしの雨から逃げ惑まどう。

　そればかりではない。砕くだかれた炎の中から大きな塊かたまりが飛び出し、ゴトン、ゴトンと地面を転がる。

　それはあのヒデヨミを閉じ込めた棺桶だった。

　幸いというべきか表面が黒く焼やけ焦こげただけで火はまだ燃え移っていない。

　そしてさらにもう一つ、すべての人々の注目を集めるもう一人の存在。




　左ひだり拳こぶしを前に突き出したヒツギ＝ツルギの存在が、




　そこにいるすべての人々の視線を釘くぎ付づけにした。

「…………」

　ツルギは左拳を開いてプラプラと振る。

　あの拳が大火諸もろ共ともヒデヨミの棺桶を殴なぐり飛とばしたのは想像しやすいが、信じるのは難しかった。

　多くの視線が自分に向かっているのに気付きながら、バツが悪そうにツルギがまずしたことは、

「……おい」

『ラーゲリ』警備兵の一人に話しかけることだった。

　他の大多数と同様に立ち尽くすのみだった警備兵は、唐とう突とつに話しかけられて即そく座ざに反応できない。

「よこせ」

「……へっ？」

「あの棺桶にかかってる錠じよう前まえの鍵かぎだ。お前がもっているんだろ」

　ツルギが理性的な交こう渉しようを諦あきらめるのは早かった。

　一秒も経たたぬ間に電光石火の刻きざみ突づきが警備兵の下した顎あごを吹ふき飛ばし、その意識を闇やみに消し去る。

　崩くずれた体から素早く鍵を抜き取ると、棺桶へ移動。その途と上じようにいた他の警備兵たちも延えん髄ずいを叩かれ、鳩尾みぞおちを貫つらぬかれ、次々地に倒れ伏ふしていく。

「げひッ!?」「ぐるぼッ!?」「ごぼふぁぁッ!?」

　皆みな銃じゆうで武装していたが、引き金に触さわる暇すらなかった。

　それ以外の全員が呆ぼう然ぜんと見守る中、ツルギはカチャカチャと錠前を鳴らし、しかる後に棺桶の蓋を開けた。

　中から出てきたのは、涙なみだと汗あせと鼻水で別人のような顔になったヒデヨミだった。

「ツルギぃ～。オレ、オレぇぇぇええええ…………ッ!!」

「煙けむりとか吸ってないな。棺桶に密閉されたのが却かえってよかったか。立てるか？」

「ダメェ、腰こしが抜ぬけて……！　足に力が……！」

「あぁあぁ小便まで漏もらして。しょうがないなあ……」

　ツルギがお姫ひめ様さま抱だっこでヒデヨミを棺桶から引っ張り出した頃ころ、ようやく観衆の中にもチラホラ衝しよう撃げきによる思考麻ま痺ひから回復し、慌あわてふためきだす者が出てきた。

　特に『ラーゲリ』所長モダサ＝シモゲダサは顔を真っ赤にして、ボディガードの戦闘教官アサルトＳＳを伴ともない駆かけ寄ってくる。

「貴様ァ！　何のつもりだ！　この狼ろう藉ぜきは何の意図あってのことだッ!!」

「茶番に付き合いきれなくなっただけですよ」

　所長相手にもまったく物もの怖おじしないツルギ。

　王者の風格とでもいうべきものに、逆にモダサ所長の方が気け圧おされ二、三歩後ずさる。

「ちゃ、茶番だとぉ～～……!?」

「ヒデヨミが裏切り者だって？　ジョークにしてももう少し捻ひねりが欲ほしいな。生まれ育ちが貧ひん困こんだと発想まで貧困になるっていう生きた見本だアンタは」

　訓練生から所長への遠えん慮りよ会え釈しやくのない罵ば倒とう。

　その余りの痛つう烈れつさに、所長の口髭がピクピクと震ふるえた。怒いかりのためだった。

「僕ぼくは、このナカウ＝ヒデヨミと相部屋です。生活の大半を同じくしている。しかし僕は、コイツが外部と連れん絡らくを取ったり、他ほかの怪しげな行動したりなど見たこともない。その上でヒデヨミがどこか他国のスパイだって言うなら、超ちよう一いち流りゆうのスパイですよ。アンタらごときに尻尾しつぽが掴めるとは思えない」

「なな、何を訓練生風ふ情ぜいがぁ～～～ッッ！」

「別にヒデヨミじゃなくてもよかったんでしょう？　誰でもよかったんだ。アンタの目的は、僕ら訓練生の前で〝裏切り者〟を処しよ刑けいし、機人連に逆らう恐ろしさを心の奥おく底そこに刻み付けようってことだ。ヒデヨミは、そのために選ばれた不運な生いけ贄にえ。違うか？」

　つまり『ラーゲリ』の中にスパイがいるということも、それがヒデヨミであるということも、モダサ所長のでっち上げた作り話でしかないということだった。

「バカな……。そんな。何を根こん拠きよに……!?」

「笑っていたからな」

「へっ!?」

　ツルギの指摘に、モダサ所長は虚きよを突かれて困こん惑わくする。

　たしかに所長は、裏切り者としてヒデヨミを吊つるし上あげてから終始ニタニタいやらしい笑いを浮うかべていた。

「もし本当に裏切り者がいたとしたら、『ラーゲリ』にとってこの上ない不ふ祥しよう事じだ。所長であるアンタの責任問題は避さけられない。本来ならイラつきこそすれ、笑う余よ裕ゆうなんか絶対にない！」

　ツルギの烈れつ火かのごとき眼光が、下げ衆すを焼き苛さいなむ。

「ないはずの余裕がある。それはつまり、この一連の騒そう動どうが茶番であるという何よりの証しよう拠こだ！　違うか!?」

「し、知らん。ワシは知らん……ッ！」

「なら何故なぜそんなに視線が泳いでいる？」

「ひぃッ!?」

「何故顔いっぱいに汗をかいている？」

「ひぃッッ!?」

　ツルギが一歩踏み出せば、その分所長は後退する。

『ラーゲリ』でもっとも強いはずの男が、もっとも弱いはずの少年から圧あつ倒とうされている。

「……何故こんなことをしたのか僕にとってはどうでもいい。しかしな、ここにいるヒデヨミは、『必要なる不平等レシヤチーハ』の正規スパイになるため必死に頑張ってきた。僕のように女に現うつつを抜かさず、オナニーすらせず毎日毎日勉強してやっと評価Ａを取れたんだ」

　それをツルギは、相部屋でずっと見守ってきた。

「そこまでして『必要なる不平等レシヤチーハ』の、延ひいては機人連の役に立とうっていう人間を虫ケラみたいに殺すのは、組織と国家の損害じゃないんですかね？　それを平然と行うアンタこそ、国家への反逆者じゃないですかねえ？　えぇ？」

　ツルギの言には物証がない。

　しかし誰にもそれを気づかせず、訳もわからぬまま納なつ得とくさせる凄すご味みがツルギの声こわ音ねにはあった。

　この場にいる訓練生教官警備兵合わせて百人以上の心しん胆たんがツルギによって支配されているから誰も声を出せない。ゆえに口出しできない。

　そうして追おい詰つめられたモダサ所長は、ついに激発した。

「だだだ！　黙だまれ黙れ黙れぇぇッッ!!　訓練生風情が！　警備兵、何をしているコイツを捕つかまえろ！　イヤ、殺してしまえ！　所長に逆らった罪で銃じゆう殺さつしてしまえぇ!!」

　しかしその声に応こたえる者はいなかった。

　周囲には、既すでにツルギが叩たたき伏ふせた者を除いても二十人以上の警備兵が、銃じゆうを所持した上で健在だったが、ピクリとも動かない。

「どうした!?　何故動かない!?　所長であるワシの命令だぞ！」

「所長、ここは負けを認めるべきでしょう」

　その時、モダサ所長に寄り添そう影がみずからの意思で動いた。

　軍服に身を包んだ、紅顔の美男子。

「戦闘教官、アサルトＳＳ……！」

　スパイ養成所『ラーゲリ』において戦せん闘とう技術の教練を職務とした教官。

「アサルトＳＳ……！　警備兵を止めたのは貴様か!?」

「所長、だから私は申したのです。こんな選定法はスマートではないと」

「うるさい！　『ラーゲリ』所長はワシだ！　平等委員会からの命令はワシのやり方で遂すい行こうする！」

「その結果がこれでしょう」

　戦闘教官アサルトＳＳは、所長を押おしのけるようにしてツルギの前に出る。空気がガラリと変わった。

「私から理由を説明する」

「理由？　何のです？」

　ケンカ腰ごしのツルギなど歯し牙がにもかけぬという風に、麗れい軍人は自分の話を進める。

「今朝方早く、平等委員会から、ある命令が届いた」

　平等委員会。

　それは機人連の行政機関のことを指す。国家運営に直接携たずさわり、法を制定し、運営する。諜ちよう報ほう機関『必要なる不平等レシヤチーハ』もその指揮下にある一組織に過ぎない。

　つまり、機人連の頂点に立つ機関と言ってよかった。

「とても重要な命令だ。機人連の今後を左右するほどに。我々はその命令を遂行するために特別な人材を必要とした。そのために選定が必要だったのだ」

「その選定とやらが、このふざけた処刑ごっこですか？」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、返答の前に躊躇ためらいがあった。

「……そうだ、たとえ目の前で学友を焼き殺されても平静を崩さない。それほどに強固な精神と機人連への忠誠心をもつ人材が必要だった。お前の言う通り、ナカウ＝ヒデヨミが裏切り者である事実はなくただの狂きよう言げんだ。より優すぐれた人材の厳選のために、無む作さく為いに選ばれた犠ぎ牲せいだったのだ」

「貴様…………！」

　ツルギの声に、素人しろうとでもわかるほど濃のう厚こうな殺気が帯びた。

　しかし『ラーゲリ』の中で戦いを指導する教官は、剣けん呑のんさにもまったく物怖じすることはない。

「これから呼ばれた者は前に出ろ。……ジン＝サンドー」

　唐突に、まったく関係ない別の訓練生の名が呼ばれた。

「……ッ!?　は、はい！」

　呼ばれた当人は困惑しながらも答えるしかない。さらに……。

「フジミネ＝ミコ。カスガバル＝ハルナソラ。リー＝フーリー。キノト＝ユウジ。アオイ＝モモ…………」

　アサルトＳＳの口から読み上げられる訓練生の名。

　呼ばれた当人たちは、先ほどの凶きよう事じもあってビクビクしながら返事せざるをえない。

　結局のところアサルトＳＳに呼ばれた訓練生は十余名ほどに上った。

「お前たちは、本件の進行中も表情を変えることもなく、狼狽うろたえもしなかった。それを私の目が観察していた。お前たちには、改めてＡを超こえる評価Ａ＋を与あたえ、平等委員会よりの特別任務に参加することを命じる」

「なるほど。それがこの茶番の目的ですか。じゃあ僕は不合格もいいところですねー？」

　ツルギはわざとおどけて言って見せた。

　学友が焼き殺されるのを見て平静としているのが正解というなら、微び動どうだにしないどころか大立ち回りを演じたツルギは不正解もいいところだろう。

「イヤ、お前も合格だ」

「は？」

　戦闘教官の手には、いつの間にやら一枚の紙し片へんが摘つまみ上げられていた。騒動の最中どこかへ行っていたツルギの成績証明書だった。

「あっ、それ……」

「お前が評価Ｃなど今となっては信じがたいな。見ろ」

　と戦闘教官が指差した地面には、気絶した警備兵が数人。

「お前が叩きのめした警備兵どもは今になっても呻うめき声ごえ一つ上げん。よほど深く気絶しているということだ。私の戦闘実習を熱心に受けていたとしても、ここまでできるようになる人間は稀まれだ」

「うっ」

「所長に対する表情の観察や、精神の揺ゆさぶりも見事なものだった。それらはスパイに必ひつ須すのスキルと言える。ここまでできる人間が何故評価Ｃに止とどまったか？　実力を隠かくしていたな？」

　アサルトＳＳの指し摘てきは正せい鵠こくを射ていた。

　誰にも明かせない真の姿をもつツルギは、それを隠すため不必要に注目が集まることを忌いんでいた。だからこそ日ひ頃ごろ不ふ真ま面じ目めな態度を装よそおい、劣れつ等とう生せいを演じてきた。その苦労は今まさに水すい泡ほうに帰そうとしている。

「イヤほら、機人連は『平等』がモットーですから、皆と足並みをそろえた方がいいかな？　なーんて……」

「ここは『必要なる不平等レシヤチーハ』。『平等』を守るための不平等が許される組織だ。隠された能力が判明した以上、この評価はもはや過去のもの」

　ビリビリ、と破り捨てられる評価Ｃの成績表。

「あぁー……」

「そして隠された実力をさらけ出すきっかけが、友を助けるためというのも気に入った。ヒツギ＝ツルギ。お前の評価をＣからＡ＋＋に上方修正し、平等委員会からの特別任務を遂行するチームの現場指揮官に任命する」

「はぁッ!?」

「アサルトＳＳ！　所長であるワシの許可なく何を勝手に決めておる!?　このバカ訓練生はワシのメンツを……!!」

　色めき立つ周囲に、しかし麗軍人は冷静さを崩さない。

「所長、自分のメンツと平等委員会より与えられた任務、どちらが大事なのですか？」

「ぐむっ……!?」

「想定外の事態に遭そう遇ぐうした時、微動だにせぬ忍にん耐たいよりも、状じよう況きようを打破する行動こそが有用。このヒツギ＝ツルギが見せたものこそそれだ。冷静に分ぶん析せきし、事態の本質を見み抜ぬき、その上で問題を解決するため行動する。任務達成のためにこれ以上必要なものがありますか？」

　教官と所長であれば、立場でいえば当然所長の方が上だろうに、実際にはまったく逆であるかのように見えた。

「とにかくヒツギ＝ツルギ。お前が有能だと発覚した以上、その能力は惜おしみなく機人連のために役立ててもらう。他の者も同様だ」

　ツルギ以外の訓練生たちは、自分たちに言っているのだと気づくのに数秒の時間を要した。

　彼らはもう「どうしていいのかわからない」と立ち尽くすしかなかった。

「ヒツギ＝ツルギ以下、名を呼ばれた訓練生は私についてこい。平等委員会よりの特別任務を説明する」

「あの……、辞退する権利は……？」

　悪あがきと知りつつ尋たずねるものの、アサルトＳＳは返事すらしてくれず歩き去っていった。





＊　＊　＊






　我ながら軽けい率そつだった、とツルギは悔くいる。

　彼自身『目立つ＝死ぬ』の秘密を抱かかえている以上、自分の存在を空気のように薄うすめて過ごすべきだというのに、それを最悪のタイミングで破ってしまったのだ。

　戦闘教官アサルトＳＳの先導で入ったブリーフィングルームでは、周囲からの視線が痛いほどにツルギへ集中していた。

　そこにいる訓練生たちは皆、先ほどの火か刑けい茶番事件で選定された者たち。評価をＡ＋に格上げされたものの、大半が元々評価Ａだった優等生たちである。

　それぐらいの実力がなければ特別任務とやらはこなせないということだろうが、そんな優等生だからこそ、評価ＣからＡ＋＋へ大だい躍やく進しんしたツルギに対して無感情ではいられないのだろう。

「こんにちは、ツルギくん」

　ツルギの隣に、子犬のようなモコモコしたクセっ毛の少女が座すわっていた。

「えーと……」

「何その奥おく歯ばに物が挟はさまったような態度？　もうウチのこと忘れたの？」

「生おっぱいを見たら思い出すかもしれない」

「何だ、やっぱり覚えてるじゃない。そんなセクハラ、それこそ一回抱だいた女にしか言えないもん」

　たしか彼かの女じよの名は、フジミネ＝ミコ。

　返す返す、行こう為いの途と中ちゆうでヒデヨミに邪じや魔まされたことが悔やまれた。

「キミも選ばれてたのか。優秀なんだな」

「アンタほどじゃないわ。ただのチャラ男とばかり思ってた」

「むぐっ」

　早さつ速そく表立ってきた周囲からの認にん識しき変化に、ツルギは息いき詰づまらざるをえない。

「ただのイケメンだったのに地位と実力が追加されるんだもの。女漁あさりがますますイージーになるわね？」

「僕はセックスには快楽だけを求めている。相手にもそうであってほしいと思っている」

「単なる肉体交接がセックスなんだ。リアリストね」

　先ほど特別任務とやらの現場指揮官に抜ばつ擢てきされたばかりのツルギである。

「色いろ仕じ掛かけで取り入ろうとするなよ」と釘くぎを刺さしたつもりだったが、うまく伝わらなかったのだろうか。

「……それよりも、何だろうな特別任務って？」

　仕方がないので話題を変えることにした。

「平等委員会直じき々じきのご下命だものね、大変なことってことだけは確かだと思う」

　そりゃそうだ、とツルギは思う。

　既すでにこの一件で危あやうく焼き殺されかけた人間がいるのだ。これで大した任務でなかったらキレる人間はツルギ以外にも出てくるだろう。

「僕の考えを言っていい？」

「セクハラにならなければ、どうぞ」

　自分はもしかして睾こう丸がんだけで物事を考えている人間だと思われているのか、とツルギはやるせない気もちになった。

「王国同盟が絡からんでると思う」




　王国同盟。




　それは機人連にとっての外国であり、敵国であった。

　機人連がミタマシロ皇国を倒たおして古い王政から解放された（と主張している）のに対し、王国同盟はその古い王政国家が寄り集まった共同体。

　遥はるか昔より連綿と続く、王の血統によって治められる国々。

　地理的に機人連の西にし隣どなりに広がる国家群は、ミタマシロを滅ぼした機人連を恐きよう怖ふしている。自衛のために寄り集まるのは生物の本能的なものだった。

　そうしてできた国家共同体が、王国同盟。

『平等』の理想から、王族という特別な存在を認めない機人連もまた、その隣りん国ごくを非常に敵視していた。

　正常な国交は当然なく、互たがいにいつ戦争を仕し掛かけ合ってもおかしくない状態。

　というか、まだ戦争していないのが不思議なぐらい険悪な二勢力だ。

　平等委員会が慌てふためくほどの何かが起こったとすれば、敵対勢力である王国同盟が何か仕掛けてきたという可能性が一番高い。

「全員注目！」

　そうこうしているうちにこの状況を制せい御ぎよしている唯ゆい一いつの人間、戦せん闘とう教官アサルトＳＳが上座に立った。

「これより特別任務の詳しよう細さいを説明する。最初に言っておくが、当任務への参加について諸君に拒きよ否ひ権けんはない。そしてここで得た情報のすべてを口外禁止とする」

　まずはお決まりの注意事じ項こう。わかりきってはいたが、逃にげ道みちはないという事実にツルギはげんなりする。

「まず最初に、これを視し聴ちようしてもらう」

　と戦闘教官が取り出したのは、一本のビデオテープだった。

「おっ、ＶＨＳとは珍めずらしい」

　あの映像記録媒ばい体たいは、西側で新しく開発されたもののはずだ。

　人類皆『平等』をモットーとする機人連では、他者に従事するサービス業も否定されていて、そのため公共放送における娯ご楽らく番組もほとんどない。

　だからビデオテープもほとんど出回ることがなく、目にする機会も少ないのだった。

　テープがビデオデッキに飲み込まれ、ジー、とテープを手た繰ぐる音が聞こえる。

　すぐさまブリーフィングルーム備え付けの大型テレビに映像が映し出された。

　機人連の外の風景であることが一目でわかった。

　集会と思われる、何千人単位の群衆がどこかの宮きゆう殿でん前に詰めかけていた。

　宮殿。つまり王族あるいは貴族の住居。その宮殿の二階部分にテラスがあり、そこからドレスに身を包つつんだ小こ柄がらな少女が外へ向けて手を振った。瞬間、画面の中の群衆から割れんばかりの拍はく手しゆと歓かん声せいが巻き起こった。

　そこに集つどうすべての人間が、ドレスの少女を祝福しているかのようだった。

「これはつい先日、オルトドクス法王国で行われた新法王の即そく位い式しきの映像だ」

　オルトドクス法王国。

　その国名に、ツルギはもちろん聞き覚えがあった。

　古き王政国家の集合体、王国同盟。その同盟に所属する古い王国の一つ。それどころか同盟の盟主国だったはずだ、オルトドクスは。

「即位式ってことは、代だい替がわりしたんですか？」

「そういうことだ。この映像に出ている十五歳さいの少女こそ新しい王、カサンドラ三十六世。オルトドクス第二六四代法王だそうだ」

　オルトドクスの歴史は、滅びたミタマシロよりなお長い。王国同盟の中でももっとも古く、だからこそ盟主国の座についたのだろう。

　オルトドクスの法王が代わったことは、ツルギにとっても初耳だった。

　機人連では基本的に情報が遮しや断だんされ、特に国外からの情報が入ってくることはまずない。だから王国同盟で起きていることをライブで知っている者など一ひと握にぎりしかいない。

　ツルギたちがこうして、他国で起こったことを数日以内に知ることができるのも、諜報機関『必要なる不平等レシヤチーハ』に所属する特権と言えた。

「しかし……」

　ツルギは改めてテレビに映った新しい法王を眺ながめる。

　総身の各所に幼さの残る、いたいけな少女といった印象。体もまだ成熟しきっておらず、細い体をドレスで無理やり膨ふくらませて威い厳げんを作り出しているかのよう。表情もどこか怯おびえているような翳かげりがある。

　新しく着せられた法王という名のドレスに、まだ慣れきっていないんだろうな。ツルギはブラウン管の中にいる少女の表情をそう読み取った。

「そのドレスを脱ぬがしたらどんなおっぱいが出てくるんだろう？　とか思ってる？」

「僕ってそんなに手て当あたり次し第だいだと思われてるのかな？」

　小声で話しかけてくるミコに、ツルギはまたさらにやるせなくなった。

「ヒツギ＝ツルギ」

　さらに壇だん上じようからアサルトＳＳからの声が飛ぶ。

「お前に聞くが、西の不平等国家群で王族と名乗る者たちの、もっとも許しがたい特とく徴ちようとは何だ？」

「……『神助デヴアイン』のことですか？」

　王族が何百年にも渡わたって国家を統治できたことには理由がいくつかある。その一つにして、もっとも大きな理由が『神助デヴアイン』だった。

「『神助デヴアイン』とは、王族が先天的にもっている特とく殊しゆ能力というべきものです。常人にはない特別な力で、それをもって自然災害を食い止めたり戦争に勝利したからこそ民衆は王族を敬い、支配者として承しよう認にんしている」

「その通りだ。『平等』を理想とする我ら機人連にとっては忌いま々いましいことだがな。『神助デヴアイン』には様々な種類があり、多くの国の王族が、多種多様な『神助デヴアイン』を受うけ継ついでいる。では引き続きヒツギ＝ツルギ。オルトドクス法王家が有する『神助デヴアイン』は、いかなる『神助デヴアイン』だ？」

　何で自分ばっかりに答えさせようとするのか、と基本怠なまけ者ものなツルギはちょっと不満である。

　しかし教官に尋たずねられたら答えないわけにもいかない。

「……『宣せん託たく』の『神助デヴアイン』。一種の予知能力です。国家規模の大きな出来事を起こる前に知ることができる。その能力のおかげで歴代オルトドクス法王は、何度も国家間のバランスを崩してきたとか」

「完かん璧ぺきな回答だ。やはり評価Ｃとは意図的に作り出したニセ情報だったようだな」

　試ためされていたのか、とツルギは内心苦虫を噛かみ潰つぶす。

　だが、これまでの話を踏まえれば今テレビに映っている少女も予知能力者ということになる。

「全員、以上の点を踏まえてより一層映像に注視しろ。何を聞こうと無様に狼狽うろたえたりするなよ」

　何をそこまで恐おそれているというのか。

　そう、まるでアサルトＳＳは見えざる何かに怯おびえているかのようだった。

　テレビの中では熱ねつ狂きようしていたはずの群衆がシンと静まり返っていた。

　これが新法王カサンドラの即位式の映像だと言うなら、その静せい寂じやくは、あの少女の初めての言葉をちゃんと聞くための準備だろう。

『……我わが親愛なるオルトドクス国民の皆さん、そして我が国と価値観を同じくする世界中の方々に、法王として初めてのご挨あい拶さつをいたします。わたくしはカサンドラ。前法王イオカステ十七世退位に伴い、その後を引き継ぎました』

　カサンドラの声はいかにも少女然とした、ヒバリの囀さえずりのように力なく、しかし優やさしい声こわ色いろだった。

　その声で語られる即そく位い演説は、別段奇き抜ばつなところもなく当あたり障さわりのない内容。

　大体この手のスピーチは数万人が耳を傾かたむけ、その全員を怒おこらせないように配はい慮りよしなければいけない。

　そうなると話そのものは刺し激げきのない――、退たい屈くつなものにならざるをえなかった。

　ちなみにだが、彼女の言う『我が国と価値観を同じくする世界中の方々』の中に機人連は含ふくまれていない。刺激と言えば精せい々ぜいその程度のものだ。

「こんな子こ守もり歌うたのどこに、今夜眠ねむれなくなる要素があるっていうんだ？」

　ツルギの揶や揄ゆを肯こう定ていするかのようにブリーフィングルームの其そ処こ彼かし処こからあくびを噛み殺ころす雰ふん囲い気きが伝わってきた。

　テレビの中の少女は、まず引退した前法王の功績を讃たたえ、その後を継いだ自分がいかに未熟な若じやく輩はい者ものであるかを述べて謙けん遜そんして見せてから、それでもなお法王の重責を全力で担になうと明言した。

　実に模も範はん的てきなスピーチで、きっと専門のライターに書かせたものだろう。ただそれだけに退屈で、もうこのままでは本当に寝ねてしまいそうだ、とツルギがなった時、ついにスピーチがライターでは書けない内容に入った。

『…………次にわたくしは、皆さまが不安に思っていることにも言げん及きゆうしなければなりません。その不安は、東にあります』

　西側の国家集合体の盟主が言った。

『エクスマキナ機人連合――、通つう称しよう、機人連と呼ばれる人々の集団は、世界の秩ちつ序じよを乱しています。かつてそこにはミタマシロと呼ばれる国家がありました。わたくしたちとは違ちがう源流をもつ敬愛すべき歴史と伝統をもった国でしたが、ミタマシロ皇国は機人連によって滅ほろぼされました』

「…………」

　とりあえず、あくびの衝しよう動どうは引っ込んだ。

『恐れを抱く方もおりますでしょう。自分の住む国もまた機人連の標的となり、ミタマシロ皇国と同じ悲運に見み舞まわれるのではないかと。しかし、そのようなことは絶対ないと、わたくしは断言いたします。何故なら歴史ある王国の統治者には神より与えられし助け「神助デヴアイン」があるからです。オルトドクス法王の「神助デヴアイン」は「宣託」。未来を知る力。わたくしはオルトドクスの新しい主である証明として、今より最初の「宣託」を行います』

『神助デヴアイン』。先ほど話題に上った、王族だけに宿る力。

　アサルトＳＳの前説明から察するに、核かく心しんはここだろう。




『――――ミタマシロに真の主が戻もどってきます』




　ツルギの全神経が興奮状態になって眠ねむ気けが吹っ飛んだ。

『その方は光ひかり輝かがやく剣けんです。みずからの光をもって、かの地を覆おおう闇やみを払はらい、間ま違ちがいを断たち斬きるでしょう。我々は、その方と同じ旗の下もとで戦うことになります。どれほど激しい戦いになるかまで神は教えてくださいませんが、勝つことだけは確かです。我々は勝者の側にいるのです』

　夢物語のように紡つむがれる『宣託』にテレビの中の聴ちよう衆しゆうはざわめき、そしてテレビの外にいる者たちも同じようにざわめきだした。

　演説はまだまだ続きそうな気配だったが、ピッという電子音と共にカサンドラ法王は硬こう直ちよくした。アサルトＳＳがビデオの停止ボタンを押したのだった。

「以上だ」

　口調は素っ気なく、それだけに訓練生たちの不満を誘さそった。

「ど、どういうことなんですか、これは!?」

「そうです！　もっと説明してください教官！」

　ブリーフィングルームのいずこかから声が上がった。

「これはつい先日、オルトドクス法王国及および王国同盟の加入国全土で放送された映像だ。現地に潜せん入にゆうする『必要なる不平等レシヤチーハ』工作員が録画して平等委員会へと届け、そしてコピーしたものが、ここ『ラーゲリ』へと送られた」

　言いながらアサルトＳＳはビデオデッキにカセットを吐はかせると、さらにカセットから磁気テープを引っ張り出し、ライターで火をつけた。

　あの映像をこれ以上誰だれにも見せないために。

「繰くり返かえし言うがオルトドクス法王には未来予知の能力が備わっている。その的中率は百パーセント。『宣託』が外れたことは過去二千年に及ぶかの国の歴史で一度もないらしい」

　その必ず当たる予言者の口にしたこと。

『ミタマシロに真の主が戻ってくる』。

「……それが何を意味するか、お前たちも想像できているはずだ」

　ブリーフィングルームが、霜しもが降りたような沈ちん黙もくに包まれた。

「カサンドラは、ミタマシロという古い呼び名でこの土地を呼んだ。その主と言えば、導き出される結論はただ一つ……」

　ミタマシロ皇族の生き残り。

　誰もが口にするより前に頭で理解した。

「バカ言うな！　ミタマシロ皇族は革命戦争で皆みな殺ごろしになったんだろう!?」

「皇王はもちろん、皇子も皇女も全員死んだはずだ！」

　訓練生たちの中から無様なまでに狼狽うろたえだす者も出てくる。

　それをなだめすかすかのように、アサルトＳＳの態度は冷厳としていた。

「たしかにそういうことになっている。しかし、的中率百パーセントの予言『神助デヴアイン』がその存在を示し唆さした以上……」

　さすがのアサルトＳＳも、一いつ瞬しゆん言葉が詰まる。

「……いると考えるべきだ。ミタマシロ皇王の血脈を受け継ぐ者が。革命戦争から生き延びた者が」

　しかもカサンドラは、その生き残りと思おぼしき者が『闇を払い、間違いを断つ』とまで言っている。

　立場が変われば見方も変わる。王の血脈を絶対正義とする王国同盟にとって、それを否定する機人連こそ『闇』『間違い』と形容するに相応ふさわしい。

「最初の話に戻ろう。この映像を確かく認にんした平等委員会は、ここ『ラーゲリ』に任務を与えた。その任務遂行のために選定されたのが諸君だ。もはや何を言われるか予想できている者もいると思うが、ここでハッキリ言おう」

　アサルトＳＳは、命令を伝える者の厳おごそかさで言い放った。

　ツルギの目の前で。




「『草くさ刈かり』を行う。機人連領内のどこかに潜ひそむミタマシロ皇族の生き残りを探し出すために」




　ミタマシロ皇族最後の生き残りの前で。







ファイル２　機き甲こう人間『ガルガンチュア』







　ブリーフィングは、その内容すべてを口外禁止とされた上で解散となった。

　訓練生たちは今やすべての訓練課程を修しゆう了りようした『必要なる不平等レシヤチーハ』の新人スパイとなった。特に平等委員会直々に発令された『草刈り』に参加する者たちは上位待たい遇ぐうを受け、任務遂行のために『ラーゲリ』を出所するまでの一夜、完全な自由時間を過ごすことを許されていた。

　そんな中でツルギもまた、卒業訓練生の中で最高評価のＡ＋＋をもつ特権で、普ふ段だんなら一日一分間しか使用を許されないシャワー室を時間無制限で独どく占せんできている。

「…………」

　が、ツルギの心境は少しも晴れやかではなかった。

　ジャアジャアと降ふり注ぐシャワーを頭から被かぶり、体の表面を滑すべって排はい水すい溝こうへと落ちていくお湯を、虚うつろに見下ろしている。

　思い出すのはブリーフィングルームで告げられた一つの言葉。

『草刈り』。

　それは『必要なる不平等レシヤチーハ』エージェントにとって、もっとも不快な汚よごれ仕事を指す隠いん語ごだった。

　機人連領内に潜ひそむ皇族の生き残りを探す。

　人探しなどは本来警察の領分で、そこに『必要なる不平等レシヤチーハ』のような諜報組織が絡からんでくる理由など普ふ通つうない。

　そこへあえて絡むとすれば、それは警察ではできない強ごう引いんで、残ざん忍にんな方法による捜そう査さを行う時だ。

　少しでも疑いのある者がいれば証拠もなしに拘こう束そくし、拷ごう問もんや脅きよう迫はくと言った取り調べで無理やり証言を引き出し、有罪にする。

　それが『必要なる不平等レシヤチーハ』の言うところの『草刈り』。

　そもそも今回の任務が予言などという曖あい昧まいなものを根こん拠きよにする以上、手て掛がかりも何もない捜査は困難を極きわめる。

　そんな状況では少しでも不ふ審しんな行動をとった者を捕とらえて、締しめ上あげるしか方法はない。そんな雑然としたやり方では、検挙される人間は一人では済まず、何百人、何千人にも上るだろう。

　ゆえにこそ、この仕事は『草刈り』と呼ばれる。文字通りの根こそぎだった。

　かつてミタマシロが倒れて機人連が立った直後のこと。その時も『草刈り』が行われ、市し井せいの中に隠れた皇族関係者や軍人役人などが何百人と捕えられ、処しよ刑けいされた。

　その何倍の数にも上る、まったく関係ない一いつ般ぱん庶しよ民みんと諸もろ共ともに。

　そうした惨さん事じが再び起ころうとしている。

　今度は、ここにいるツルギを中心にして。

「………………」

　西側の新法王め、余計なことをしやがりやがって。という愚ぐ痴ちを、ブリーフィング終しゆう了りようから心の中で何回も何回も繰り返し続けていた。

　機人連が立つこの土地は、元々はミタマシロのものだった。

　それを革命で奪うばい取とったのが機人連。

　しかしミタマシロは千三百年この土地の主だった。それに対し機人連はまだ成立からたった三年しか経たっていない。

　どちらにより強固な所有権があるかと言えば断然ミタマシロ。

　機人連はまだまだ、その成り立ちに不安定さを抱かかえているのだ。

　そんな機人連が、みずからの立つ土地の主権を完全なものにするためには、正統な持ち主を消し去るしかない。

　誰からも所有されなくなった土地になって初めて、完全無欠な機人連の国土となる。

　他ほかにも理由はあるが、だからこそ機人連はミタマシロ皇族を一人残らず殺し尽つくさねばならないのだ。

　カサンドラの『宣託』は機人連の首脳部＝平等委員会に大きな衝しよう撃げきを与えた。

　根絶やしにしたと思い込んでいた皇族を今度こそ完全抹まつ殺さつするために、機人連はなりふり構わないだろう。

「……それが、どれだけの犠牲を生むのかわかっているのか……？」

　ツルギは、排水溝の黒い穴をジッと見み詰つめていた。

　ナイーブになるのも当然。無差別殺さつ戮りくと言っていい『草刈り』の実行を命じられたのが他ならぬ彼かれ自身なのだから。

『草刈り』は、任務としては強者を負かすでもなく賢けん者じやを騙だますでもない、ただ弱者をいたぶるだけの仕事。養成所を卒業したてのルーキーに任せるにはもってこいのイージーミッションとでも思われたのだろうか。

「スパイとしての初仕事が国内の粛しゆく清せいかよ……」

　皇族である秘密を抱えてスパイになったツルギが、皇族探しの実行チームに加わる。

　笑い話としか思えないが、だからこそツルギは思おもい悩なやんでいた。

　この大粛清を、未然に防ぐ方法はあるのか。

「………………………………………………ないよなー」

　一つだけ簡単な方法がある。

　ツルギが正体を明かしてしまうことだ。

「僕ぼくが皇族の生き残りです」。そう言えば機人連は喜び勇いさんでツルギを処刑するだろう。

『草刈り』をする必要もなくなる。

　が、いくらなんでも数万人の罪なき民たみのために自分を犠牲にするなどツルギには無理だった。

　死ぬのが普通に嫌いやだからだ。こればかりは他の言い様はない。

　それでも迫せまりくる大粛清を前に何もしなくていいと思えるほど愚ぐ鈍どんにもなれず、悩むのをやめられないツルギ。

　頭の中をサッパリさせようとシャワーを何十分と浴び続けているが、それでも脳内は泥どろ沼ぬまのままだった。

「……怖こわそうな顔」

「ッ！？！？」

　心臓が止まりそうになった。

　自分一人しかいないはずのシャワー室で、自分以外の声が聞こえたのだから、ビックリするのは当たり前。

　背後から巻き付いてくる二本の細ほそ腕うで。背中に押おし付つけられてくる柔やわらかな感かん触しよくで、後ろから抱きついてきたのが若い女性であることがわかった。

「ミコか」

　振ふり向むくと、子犬のようなクセっ毛の少女が、その瑞みず々みずしい胸や尻しりを惜おしげもなく晒さらしてツルギのすぐ傍そばに立っていた。

　シャワーを浴びるのだから全ぜん裸らなのは自然だが、二人以上でシャワーするのはあまり自然ではない。

　ツルギは、静かにミコの細身を抱きしめ返すと、自分の唇くちびるをミコの唇に押し付けた。

　数秒間、右に左に擦こすりあわせた唇を離はなす。

「……今日は気分じゃないんだ。悪いけど、これで満足してくれないか？」

　ミコがシャワー室に忍しのび込んできた理由を、ツルギはそう推察した。

「ガツガツしないのね。さすがプレイボーイ、女なんて食たべ飽あきちゃった？」

「飽きるわけないだろ。でも、せっかくの極ごく上じよう料理は心置きなく楽しめる心境で楽しみたい」

「民を想おもう王様の憂うれいは、女を抱いたぐらいじゃ晴れない？」

「――ッ!?」

　今度こそ本当に、ツルギの心臓が一、二秒ほど止まった。

　熱いシャワーを浴びているのに、全身に寒気が走った。

「慌あわてないで」

　ツルギの体に、細腕がさらにしっかりと巻き付く。二人の距きよ離りがゼロ距離以上に密着した。

「ウチはアンタの味方よ。アンタを助け出すために、こんな強制収容所みたいなところに潜せん入にゆうしたんだから」

「キミは、一体……？」

「機人連に『必要なる不平等レシヤチーハ』があるように、その敵である王国同盟にも、闇やみの中を見通すための諜ちよう報ほう機関がある」

　ミコは、イヤ、ミコと名乗る謎なぞの女は言った。

「『魔女の悪行マレフイキア』。同盟に加入する王政国家が一流エージェントをもち寄って結成した、世界最高のスパイ組織。ウチはそこからやってきた。コードネームは《スキン・ウォーカー》」

「王国同盟のスパイだって言うのかキミは？」

「チクッたりしないでよ。そんなことしたらウチもアンタの正体を叫さけび回っちゃうから」

　ツルギの正体。それを知って秘密にしておく理由など機人連の人間にはない。ならばミコが潜入活動中の他国スパイというのは本当か。

「驚おどろいたな、今日の茶番は、まんざら茶番でもなかったわけか」

「所長の火遊びのヤツ？　アレはたしかにビビったわ。『裏切り者がいる！』って言われた時、顔から汗あせ出さないように必死だったんだから。バカってたまに賢かしこい人が思いも寄らないことするから厄やつ介かいよね」

　と、ミコは人ひと懐なつっこさげな笑えみを浮うかべる。

　話す内容は以前までとまったく違うのに、笑え顔がおの朗ほがらかさは寸分たがわず同じ。それが大いに不気味だった。

「……で、その王国同盟のスパイさんが一体何用でこんな片かた田舎いなかまで？　まあ、ここって一応敵国の奥おく深ふかくだから、そこまで潜入できるってことはかなりの凄すご腕うでなんだろうけど」

「リップサービスどうも。ウチの目的は、もちろんアンタよ。ミタマシロ皇族、最後の生き残り、ヒツギ＝ツルギ陛下」

　やはりそうか、とヒツギは苦々しくなった。
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「今日見た映像と関係ある？」

「そりゃそうよ。カサンドラ猊げい下かはね、昨日今日アンタのことを予知したわけじゃないの。『宣せん託たく』自体はずっと前から出ていて、アンタを機人連から救い出す依い頼らいをウチら『魔女の悪行マレフイキア』に出してた。そして色々と準備を進めてきた」

「へ、へぇー……」

　二人は全裸で抱だき合あったまま、シャワーを出しっ放しで秘密の会話を続けた。

　誰かに盗ぬすみ聞ぎきされただけで即そく、死に繋つながる危険な話。

　だからこそシャワールームという密室でプライバシーを確保した上に、シャワー音というノイズを重ねて盗とう聴ちようを困難にしながら話している。

　万が一誰かに踏ふみ込こまれたとしても『そういうことの最中』と言い訳すれば、醜しゆう聞ぶんにはなるものの一番隠かくしておきたい部分は隠し通とおすこともできる。

　ここまで状況を整えた上で秘密を明かす。たしかにミコは、スパイならではの用心深さをもっていた。

「『魔女の悪行マレフイキア』の全力を挙げて調査したところ、アンタが機人連のスパイ養成所に収容されたところまで突つき止とめた。そこでウチがお迎むかえに上がった」

「よく潜入できたな。ここだって機人連が誇ほこる諜報機関の一部だってのに」

「そうでもないわよ。そりゃ『必要なる不平等レシヤチーハ』本体なら難しかったでしょうけど、所しよ詮せんこっちは訓練所だからね。人材発はつ掘くつエージェントの中にウチらの友だちがいるから、その人を通せば楽に入れたわ」

「そ、そうなの……」

「そしてアンタのことを見つけて、しばらくは観察することにした。アンタが本当にカサンドラ猊下の求める貴公子なのかどうか、見み極きわめるためにね」

「なるほど。で、お眼鏡めがねには適かなった？」

「そこがこの任務で一番難しかったわ。アンタずっと爪つめを隠してるんですもの。たとえ機人連から無事連れ出せたとしても、ちゃんと役立つ人材じゃなかったら骨折り損だし。そういう意味では、アンタの言う今日の茶番はとても参考になったわ。やっと真実が見られた気分」

　モダサ所長が訓練生の忠誠心を計るために、ヒデヨミに濡ぬれ衣ぎぬを着せて火ひ炙あぶりにしようとしたあの一件のことだった。

　ツルギ自身、軽率な行動だったと思っている。

「あの時の僕、カッコよかった？」

「ええ、ディスティニー自由騎き士し領の映画スタジオなら大だい喝かつ采さいのアドリブだったわよ。子供向けだったらなおよし」

　言ってることはわかりにくいが、思い切り皮肉られていることはわかった。

「それにあの事件は、ウチの任務にもいい影えい響きようを与あたえてくれた。アレのおかげでアンタの評価が上がって、『草刈り』に参加する資格を得られたんですもの。おかげで機人連脱だつ出しゆつが容易になったわ」

「キミは、僕をオルトドクスまで連れていきたいんだね？」

「当り前でしょう。知ってる？　今の機人連では、国内を自由に移動できないのよ」

「そりゃ知ってるよ。僕だって一応三年、機人連の平等民やってるんだし」

　機人連では、いわゆる移動、旅行の自由が許されていない。

　その目的は、各都市における労働力の確保と、革命直後の情勢安定のためだった。

　機人連領内に住む人々は、自分の住む区画の外に出たい時、平等委員会配下の平等民管理部に届け出て移動の許可を受けなければならない。

　しかし旅行や転居など、個人的な理由での移動が認められることは絶対なく、「田舎いなかの親が危き篤とくになった」という理由ですら移動は許可されない。

　すべては『平等』な社会を築くための処置だった。

「でも個人的じゃなく、仕事が理由なら移動はＯＫ。特に平等委員会が関係する公共の仕事ならね。例えば、今回の『草刈り』なんかまさにそれ」

「何が言いたいんだ？」

「ミタマシロ皇族を探すため、ウチらは機人連領内を自由に移動できるってわけよ。平等委員会のお墨すみ付つきでね。これって機人連から脱出するには物もの凄すごいアドバンテージじゃない？」

　言いながらミコは、己おのが乳ち房ぶさをツルギに押し付け、素す足あしを絡めてくる。

　ツルギも手もち無ぶ沙さ汰たなので、抱だきつくミコの柔らかいところを揉もんだり抓つまんだりしてみた。

「んっ……。悪戯いたずらしないで、これから言うことをよく聞いて。明朝ウチらは任務遂すい行こうのために『ラーゲリ』を出発するわ。機人連の主要各都市を回って『草刈り』することになるでしょう。……お目当ての花はここなのにね」

「…………」

「『草刈り』参加者は二人一組で活動することになるから、ウチとアンタでペアを組みましょう。そうして列車に乗ってしまえばこっちのもの。任務なんか無視して国外に出てしまえばいいわ。任務付きの『必要なる不平等レシヤチーハ』エージェントを通せんぼできないし、アンタの正体が知られる前なら誰も警けい戒かいしない。王国同盟に入ってしまえば、後は一等コンパートメントで快適にオルトドクスまでお送りするわ。どう？　素す敵てきでしょう？」

　ますます体を絡からみ付けてくるミコに、ツルギは数秒、無言を保った。

　そして……。

「お断りします」

「えッ!?」

　娼しよう婦ふのように艶なまめいていたミコの表情が、一いつ瞬しゆんにして変わった。その時初めて彼かの女じよの地じ金がねが見えたようにツルギには感じた。

「なんで!?　ウチは、アンタをここから救いに来たのよ!?」

「本当にそれだけが理由なのかな？　王国同盟は、機人連のことを蛇だ蝎かつのように嫌きらっている」

　それは血統主義という王国同盟の屋や台たい骨ぼねともいえる思想を、機人連が全否定しているからだった。

　かたや『平等』を叫ぶ機人連も、王国同盟に加入する諸国を時代遅おくれの原始人か何かのように猛もう烈れつ批判している。

　機会があればミタマシロ同様滅ぼしてしまおうと攻せめ込んでくるかもしれないし、そこまで行かなくても機人連の『平等』理想が広がって王国同盟にまで流入すれば反乱の火種にもなりかねない。

　ゆえに王国同盟は、機人連の指導者たちに可か及きゆう的てき速すみやかに死んで欲ほしいと思っているのだ。

「そんな人たちにとって、僕という存在はとても有用な駒こまだ。何せ旧ミタマシロと王国同盟の諸国は、王政を採っているという点でお仲間だし。皇族の生き残りである僕を担かつぎ上げれば、ミタマシロ復興という名目で対機人連の戦争を引き起こすことができる」

『この国はミタマシロ皇族のものだ。その生き残りのために侵しん略りやく者しやから国土を奪うばい返せ』と。

「王国同盟の狙ねらいはまさにそこ。自分たちの嫌いな機人連を滅ぼす戦争がしたいんだ。そのために先制パンチを撃うつ機会を作れるのが、まさに僕という存在。……でもさ、僕的にそうやってあからさまに政治利用されるのって、率そつ直ちよくに言ってゴメンだよね？」

「うぅ……ッ！」

　図星を突かれたのか、ミコは押し黙だまった。

　シャワーの音と、乳や尻を揉む肉感だけが室内に響ひびく。

「で、でもそれはアンタにとってもメリットのある話だわ。ミタマシロ復興戦争が起きて、それに勝てれば、アンタは王様になれるのよ。復活したミタマシロ皇王に。そのために王国同盟からのバックアップまで貰もらえるんだから、政治利用されることぐらい目を瞑つぶってもいいんじゃない？」

「んー、そのことだけどさ」

「はい？」

「残念ながら僕、ミタマシロ復興とか全然興味ないの」

　その言葉に、ミコは信じられぬとばかりに目を剥むいた。

　しかしそれもツルギにとっては関係ない話だ。

「僕は、生まれた時から皇族じゃなく、一市し井せい民みんとして育てられた。だから皇族の使命とか義務とか、ないんだよねそういう心理。僕が何か望むとしたら、まあ、ごく普通に平へい穏おん無ぶ事じな一生を過ごしたいってところかな」

「で、でも、この国の人々は、機人連に蹂じゆう躙りんされているのよ！　その人たちを救いたいと思わないの!?　王として……！」

「その見方は間違いだ」

　ツルギは異様なほどキッパリ断言した。

「機人連が絵に描かいたような侵略者で、人々の意思を蹂躙した、って言うならキミの主張は正しい。でも実際は違う。この国の人々は機人連の『平等』の理想に傾けい倒とうし、ミタマシロの王政を捨てて機人連に統治されることをみずから望んだ。だからこそミタマシロは倒たおれた。民たみの協力なくして革命は成功しない」

「…………ッ!?」

「元ミタマシロの国民が、ミタマシロより機人連を選んだ以上、現政を倒してミタマシロに立ち返ろうとするのは皇族のエゴでしかない。僕は、そんなものに協力できない」

「で、でも……！」

　ミコが何か言い返そうとする最中だった。

　二人がもみくちゃになったシャワー室のドアが、いきなりバタッと開いた。

「「ッッ!?」」

　ビクリと二人の動作がシンクロする。揃そろって走る二つの視線の先には、シャワー室の扉とびらに手をかける体格のよい大男が立っていた。

「む……、すまん」

　ツルギたちと同じ、卒業訓練生のジン＝サンドーだった。下級武家の出身で、スパイに見合わぬ巨きよ体たいの持ち主。

　腰こしにタオルを巻いているだけの素す裸はだかで、それこそシャワーを浴びるだけが目的で来ているのが一目でわかった。

「中から話し声が聞こえてきたので、な。楽しむのもいいが明日からは大事な初任務だ。ほどほどにしておけよ」

　と言いつつ、サンドーはドアをそっと閉じた。

　彼の目に映った、狭せまいシャワー室で抱き合っている全裸の男女。それを見て想像することは一つしかなかろう。

　そういう偽ぎ装そうであったとは言え、何故なぜかミコは顔一面真っ赤になった。

「と、とにかく！　アンタはウチが必ず連れ出すんだからそのつもりでいてよ！　身の回りの整理をしておくのね！」

「あんまり大声で言わない方が……！」

　それまでとは打って変わって、いきなり初う心ぶになったミコは肩かたを怒いからせながらシャワー室から出ていった。

　一人取り残されるツルギ。

「何なんだ一体……？」

　ともかく水面下で様々なことが起こり始めているのはたしかで、真っ先に巻き込まれようとしているのが自分だということを、ツルギは不快ながらも理解するしかなかった。

　ツルギは、機人連から脱出しなければならない。機人連がツルギのことを絶対生かしておけないと決めているのだから。

　そして逃にげる先と言えば王国同盟しかなく、ツルギは死にたくなければ下心丸出しの招待に応じるしかなかった。

「だが……」

　だが今、ツルギが秘ひ密みつ裏りに脱出すれば、機人連はその事実を知らぬまま、いもしない皇族を見つけるまで探し続ける。

　永遠に探し続ける。

　前に言ったような疑いある者を手て当あたり次し第だいに粛清する残忍な方法で。『草刈り』は、機人連の隅すみ々ずみまで覆おおい尽つくすだろう。

　そんな惨さん状じようの中に人々を置いていくことはできない。――そんな青あお臭くさいことを言ったら、生きつ粋すいのスパイであるミコに鼻で笑われるだろうが。

　ともかくも明日以降ツルギが心穏おだやかでいるためには、彼自身の存在を表に出さず、皇族捜そう索さくに伴ともなう『草刈り』を未然に止めるしかなかった。

　そんな方法があるのだろうか。
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「あるわけねーじゃん……」

　結局一晩寝ずに考えても何も思い浮かばないツルギであった。

　彼が直面している問題は、いわゆるＡとＢという両立しがたい二つの要素があって、一方を取ればもう一方を捨てるしかないという例のアレだった。

『草刈り』を止めるためにはツルギみずから犠ぎ牲せいにならなければならず、ツルギが我わが身可愛かわいさに機人連から脱出すれば民たみが虐ぎやく殺さつされる。

　どっちも助かるいい方法はないかと考えあぐねても、都合のいい答えがやすやすと見つかるはずもなく、こうして出発の時間が来てしまったというわけだった。

「任務参加者は車両の前に整列！　最も寄よりの駅まで移送し、そこからは鉄道で各地に散らばってもらう！」

『ラーゲリ』の正面出入り口では、モダサ所長が傲ごう然ぜんと声を張り上げていた。

「いいか貴様ら！　今までの演習と一いつ緒しよだなどと思うなよ！　これは平等委員会より直々に発令された特別任務だ！　貴様らのゴミ命と引ひき換かえにしてでもやり遂とげなければならんのだァ！」

　昨日の火ひ炙あぶり茶番事件で大いに株を落としたモダサ所長は、威い厳げんを取り戻そうと躍やつ起きになっていた。

　正面出入り口にはそれ以外にも『草刈り』に参加するエリート新人を始め、それを警護（あるいは監かん視し）する警備兵や、見送り目的の他訓練生までもが詰つめかけ、ちょっとしたお祭り状態になっている。

　ツルギはそんな賑にぎわいを、輪から離はなれたところで一人冷静に見つめていた。

「ヒツギ＝ツルギ」

　そんな彼を呼び止める、刃は物もののように鋭するどい声。

　戦せん闘とう教官アサルトＳＳだった。

「任地では頼たのむぞ。我ら『ラーゲリ』からの派は遣けんチームではＡ＋＋のお前が最高評価だ。見事に働いて『平等』社会に貢こう献けんしてほしい」

「はぁ……」

　教官からの評価が何故これほどまでに高いのか、ツルギ本人にも意味不明だった。

「……ヒツギ＝ツルギ。今のこの機人連の社会を、お前はどう思う？」

「何ですかいきなり？」

「ミタマシロ皇族が支配していた時代より進歩していると思うか？　お前は思っていないだろう。だからこそ実力を隠していた。だが私は信じたい、機人連が掲かかげた『平等』の理想が、世界をよりよくしてくれると。そして実際にそうしていくのは、理想を胸に秘ひめた人間だ。お前ならそういう人間になれると、私は信じたい」

「…………」

「任務をこなしながら、そのことを考えておいてくれ。縁えんがあればまたどこかで会うだろう」

　そう言ってアサルトＳＳは去り、モダサ所長のお守もりに戻っていった。

　気高い人だとツルギは思った。アサルトＳＳを言い表すならその一言に尽きる。

　機人連を構成する多くが彼のような人間なら、別にこの国はこのままでいいのではないか。無理やりミタマシロに戻す必要はないのではないか。そうツルギは思う。

　物思いにふけりながら佇たたずんでいると、また興味を引く姿を発見した。真ま面じ目め腐くさったルームメイトの顔。

「ヒデヨミ！」

　昨日、焼き殺される寸前だった訓練生、ナカウ＝ヒデヨミの下もとへツルギは駆かけ寄よる。

「聞いたぞ、お前も評価Ａ＋に格上げされたんだってな！」

「あ、ああ……」

　昨日今日と沈しずんでばかりのツルギにとって、そのことだけが心浮かれる話題だった。

　あの火炙り茶番でスケープゴートにされかけたヒデヨミは、その賠ばい償しようという形で評価修正を受けたらしい。

　元々が評価Ａなのだから順当な処置とも言えた。

「おかげで特別任務にも参加できるし、まだしばらく腐くされ縁えんが続きそうだな。……そうだ、任地では僕とペア組まないか？　気心知れてる相手の方が何かと楽だし……」

「イヤ、オレは……」

　ヒデヨミは態度にどこか陰かげりがあり、言葉少なにどこかへ歩き去っていった。

　いつもの彼にしては覇は気きがないが、つい昨日焼き殺されるところだったのを考えれば無理もない。

　ツルギだって浮かれてはいられない。彼はこれからの任務を真ま面じ目めに遂行する気などさらさらなく、むしろ邪じや魔ますることを考えなければならないのだから。

　王国同盟のスパイもまだ諦あきらめていないだろうし。

　つまり前ぜん途とは多難ということだった。

「よし全員準備できたな!?　それでは出発前に『ラーゲリ』所長であるワシから訓辞を行う！」

　任務遂行に出立するエリートたち十数名が横一列に並ぶ。

　その正面にモダサ所長とお目付け役のアサルトＳＳ。さらにそれらを取り囲むように訓練生の見送り組と、『ラーゲリ』の人員すべてが正面出入り口に集結して今までにない人口密度になっていた。

「……えーゴホン。『ラーゲリ』にてもっとも優ゆう秀しゆうな成績を収めた諸君らを、早くも重要な任務に送り込めることを所長として嬉うれしく思う。諸君らはワシの誇ほこりだ！　希望だ！　諸君らが任地で活かつ躍やくすることこそワシにとって何よりの喜びである！」

　その誇り兼けん希望を一人、無む駄だに焼き殺そうとした男が何を言うのか、と誰だれもが思うことだろう。

　とは言ってもツルギたちは今や卒業生。

　余よ程ほどのことがない限りこの養成所に戻もどることはなく、髭ひげの所長ともこれっきりなのだから、最後と思えば下心丸見えの美び辞じ麗れい句くも我が慢まんできないこともない。

　そう思ってツルギが完全聞き流しモード入ろうとした、その時だった。




「…………………………………………ふざけるな」




　列のどこからか、怨えん嗟さの声が響いてきた。

　そこに集つどう誰もが、声にゾクリと怖おぞ気け立だつ。そして注目した。

　声の主は他ならぬ、任務出立のエリート列に並ぶ、ナカウ＝ヒデヨミだった。

「ヒデヨミ？」

　彼とは離れたところに並んでいたツルギは困こん惑わくの声を上げる。それに構わずヒデヨミはさらに激情する。

「オレのことを意味もなく殺そうとしておいて、誇りだと？　希望だと？　ふざけるな、ふざけるなよ、お前！　所長だって何様のつもりだよッッ!?」

　忍にん耐たいの限界がついにきた、とばかりにヒデヨミは髪かみを振ふり乱みだし、鬼おにのような形ぎよう相そうをモダサ所長に向けた。

　紛まぎれもない事実として、彼は昨日、モダサ所長に殺されかけたのだ。金切り声をあげる根拠の方が、黙っている根拠よりある。

「これが『平等』なのかよ!?　偉えらいヤツが下したっ端ぱを殺して何のお咎とがめもないのが『平等』なのかよ!?」

「なっ、何を言うのだ!?　ワシは諸君のためによかれと思って……」

　昨日の反省なのか、モダサ所長は最初こそ声を和やわらげてヒデヨミをなだめようとしたが、もうすべてが昨日のうちに手て遅おくれになっていた。

「うるせえヒゲオヤジ!!　なあ皆みんな、皆もそう思うだろう!?　機人連なんかよりミタマシロだった頃ころの方がよかったろう!?」

「ッッッ!?」

　その一言は、すべての人間にとって想像の外から来た一言だった。

「ビデオを見たヤツは知ってるだろ？　見てないヤツは今聞いてくれよ！　ミタマシロ皇族の生き残りがいるんだッ!!」

「あのバカッ！」

　ツルギは駆け出そうとした。

　ヒデヨミがわめき散らしていることが、ここではどんなに危険なことか知っていたから。

　一刻も早くヒデヨミを止めなければ、昨日助かった命を今日失いかねない。

　飛びかかって取り押さえ、口に拳こぶしを詰め込んででもあの狂きよう騒そうを止めようとしたツルギが逆に、何者かから手を強く握にぎられ止められた。

「ちゃおー」

「お前っ、ミコッ!?」

　潜せん入にゆう中の王国同盟スパイが、今日初めてツルギの前に現れた。

「出てっちゃダメよ。ここは彼の舞ぶ台たいなんだから。ゆっくり観劇しましょ？」

「……これは、お前の仕し業わざか!?」

　直感的にそうだとわかった。

　そうしているうちにも混乱は、一から多へと広がっていく。

「ええい痴しれ馬ば鹿か者ものが！　警備兵！　警備兵何をしておる！　あの反逆者を今度こそ焼き殺せ！」

「やってみろよバカヒゲオヤジ！　だがオレが死んでもなあ、ミタマシロは死なないぜ！　必ず復活してお前ら機人連をギタギタにするんだ!!」

「そうだ、その通りだッ!!」

　別の方向から、別の声が上がった。

『草くさ刈かり』参加組の一人だった。

「ソイツの言っているのは本当だ！　オレたちは昨日ビデオを見せられた。予言の『神助デヴアイン』をもつオルトドクス法王が、ミタマシロ皇族の生存を『宣せん託たく』したんだ！　ミタマシロは生きている！　ミタマシロは復活する!!」

「私はもう嫌よ！　機人連に従うのなんて嫌！　アイツらの『平等』なんて口先だけだもの！　ミタマシロだった頃に戻りたい！」

「くたばれ機人連！　お前らの綺き麗れい事ごとなんてもう信じるか！　皇族が生きているとわかった以上、もうこの国はお前らの好きにさせねえ！」

　まるで熱病が伝でん染せんしていくかのように、ヒデヨミから発した怒いかりと興奮は、周囲の群衆に驚くべき速さで広がっていった。

「これは……ッ!?」

　その渦か中ちゆうにいながら、荒あらぶる感情に圧あつ倒とうされるツルギ。

「凄すごいわよねえ、三年の間に溜ためられてきた怒りと不満。ちょっと刺し激げきしただけでこんなに大だい爆ばく発はつするんだもの」

「やはり扇せん動どうしたのはお前か!?」

　ツルギがミコを睨にらみ付ける。

「アンタが悪いのよ、誰でも正解だってわかる道をグズグズ進もうとしないから、皆に背中を押す手伝いをしてもらったの」

　ミコはプロのスパイ。しかも敵国深くに潜入することができるスペシャリストだ。

　そんな彼女にとって、スパイ工作の一項こう目もくである扇動や人心総そう攬らんなどお手の物だろう。

　昨夜、ツルギと別れた後から『ラーゲリ』内を飛び回り、動どう揺ようした者に当たりをつけて揺ゆさぶった。

　火炙り茶番でスケープゴートにされ、命を失いかけたヒデヨミなど絶好のカモだろう。彼は機人連に純じゆん粋すいな信しん頼らいを寄せていた。その分、裏切られたことへの怒りは巨きよ大だいなはずだ。

「ヒデヨミくん言ってたわよ。こんなに頑がん張ばったのに、って。そして泣いてた。本当にショックだったらしいわね」

「そこに付け込んだのか」

「彼だけじゃないわよ。あと四、五人ほど。それだけ焚たき付ければ後は自然に広がっていくわ、人の心を燃やす火は」

　ミコの言う通りだった。

　今や『ラーゲリ』で巻き起こる混乱は全体的なものになり、暴動と言っていいレベルまで深刻化している。

「警備隊！　警備隊早く鎮ちん圧あつせんかッ！　馬鹿者どもを取とり締しまれ！」

　モダサ所長が金切り声をあげるが、それは混乱を助長することにしか役立たなかった。

　騒さわぎ立たてる者を警備兵が取り押さえようとして、それに抵てい抗こうして暴れ回る。それを鎮圧するためにさらに警備兵が集まり、さらに抵抗して暴徒が増える。

　そうして『ラーゲリ』の正面出入り口は、今や修しゆ羅らの巷ちまたになろうとしていた。

「何故だ……!?　どうしてだ……!?　何でよりにもよってワシが所長を務める『ラーゲリ』で、こんな厄やつ介かい事ごとが……!?」

「アナタが所長を務めていたからだ」

　立ち尽くすモダサ所長に、斬きりつけるような鋭い声が飛ぶ。

「アサルトＳＳ……!?」

「やはりあの情報は不用意に扱あつかうべきではなかった。ミタマシロ皇族生存の情報。それは真しん偽ぎ未み確かく認にんのあやふやな段階でも、機人連を足元から崩くずす危険を秘めていた」

　機人連が治めるこの土地の、真の主はミタマシロ。

　成立してたった三年の機人連と違ちがい、ミタマシロは千三百年にも渡わたってこの地を治め続けてきた。

　しかしその事実がもっとも深く刻みつけられているのは歴史書ではない。人の心だ。

　ミタマシロに生まれたミタマシロ人は皆すべて、自分がミタマシロの国民であるという自覚を無意識のうちに刷すり込こまれて育つ。

　その刷り込みの中には、ミタマシロを治める皇王への敬意、逆らうことへの畏おそれも含ふくまれる。

　そんな民が王を冒おかし、国を倒すには、生まれた時から刷り込まれた敬意を霞かすませる何かが必要であり、三年前の革命では『平等』の響きがもつハイカラさが人々を酔よわせ、王への敬意を忘れさせた。

　しかし千三百年かけて培つちかわれた刷り込みは、そう簡単に消しよう滅めつしきれるものではない。

　一度は人々を酩めい酊ていさせた『平等』の新しん鮮せんさも、たった三年で色いろ褪あせてきた。そうなれば人々は、生まれた時から共にしてきた王への敬意を思い出す。

　そうなれば、滅ほろぼされるのは機人連の番だ。

「だからこそ平等委員会は『ラーゲリ』に任務をもってきた。年若い訓練生ならばミタマシロ国民として生きた時間も短く、王への敬意も少ないと推測したからだ。雑念を交えず皇族を追うことができるだろうと……！」

「そうだ、だから念のためワシは、訓練生の忠誠心を計ろうと、ニセの裏切り者を作って……！」

「それがいけなかったのだッッ!!」

　アサルトＳＳが怒ど号ごうを放つのは、極きわめて珍めずらしいことだったが、『ラーゲリ』の騒そう乱らんの中にたやすく埋まい没ぼつしていった。

「たとえ忠実な犬でも、訳もなく叩たたく主人に懐なついたりはしない！　アナタはいたずらに訓練生たちの反感を買い、その反動でミタマシロへの敬けい慕ぼに火をつけた！　ここで起きていることは、機人連が――平等委員会のお偉い方がもっとも恐おそれていることだ！　それを引き起こしたのはアナタだモダサ所長！　私はあんな愚ぐ行こうには反対した！」

「ででででで、でも、でも！　貴様も最後には賛成したではないか！」

「それはアナタが所長であり、ここにおける最終決定権をもっていたからだ。だからこそ責任は取ってもらう。私と共にな」

　アサルトＳＳは高らかに言い放つ。

「警備兵全員に通達！　これより発はつ砲ぽうを許可する！　訓練生を全員射殺せよ!!」

「何ッ!?」

　その命令に真っ先に反応したのはツルギだった。

　アサルトＳＳはこの騒そう動どうを、もっとも直ちよく截せつな方法で処理しようというのだ。

「アサルトＳＳ！　それはいくらなんでも、平等委員会に何と報告すれば！」

「この混乱が『ラーゲリ』から溢あふれることだけは防がねばならん！　外の平等民はまだ皇族生存の報を知らぬのだ。もし彼かれらの耳に入れば……！」

　それまで暴動鎮圧のために警棒を振ふるっていた警備兵も、指揮官からの命令通り銃じゆうのグリップを握る。

「うひゃあ～、予想通りの大混乱」

　ツルギの隣となりで、ミコだけがこの修しゆ羅ら場ばに似合わぬ暢のん気きな声を上げていた。

「さ、ツルギくん、これでアンタは逃げるしかなくなった。動かずにいたら今度こそ確実に殺されるものね？」

「それが目的ってわけか……？」

「逃げたアンタが本当に安心できる場所は、王国同盟以外にないわ。さ、行きましょう、脱出の手て筈はずは整えてあるから」

　ツルギ一人を連れ出すためにここまでやるとは。ツルギは、本物のスパイがもつ冷れい酷こくさを甘あまく見ていたと、そう認めざるをえなかった。

「ひぃぃぃッ!?」

　悲鳴がツルギの耳に届いた。

　追おい詰つめられたヒデヨミ、他ほか数名の訓練生たちに向けて警備兵たちの銃じゆう口こうが突き付つけられた。

　警備兵が装備している銃は、機人連では標準的な自動小しよう銃じゆうで、人間の体ぐらい内部をグチャグチャにしながら貫かん通つうさせることは容た易やすかった。

「そろそろ佳か境きようになってきたわね。急ぎましょうツルギくん。この混乱なら簡単に逃げられるけど、遅れたらウチらまで標的になってしまうわよ」

「……ッ！」

「あっ!?　ちょっとツルギくん!?」

　ミコの手を振り払はらい、全力疾しつ走そうで駆けるツルギ。

　逃げまどう訓練生の人ひと混ごみを押おし分わけ進む。そして辿たどり着ついたのは、ヒデヨミとそれを狙う銃口との間。

　立ちふさがるように割って入る。

「やめろッ！」

　その声に込められた気き迫はくに、引き金に指を掛かけた者たちは本当に動きを止めた。

　ツルギの後ろでヒデヨミや他の訓練生が、子こ猫ねこたちのように身を寄せ合っている。

「つ、ツルギ……ツルギ……ッ！」

「バカが、後先考えず暴れ回るからだ」

　ヒトのことは言えないけどな、と自省もするツルギだった。

「ヒツギ＝ツルギ、そこをどけ」

　そうこうしているうちに警備兵を掻かき分けてアサルトＳＳまで現れる。

「教官。お願いがあるんですが、さっきの命令取り消してくれませんかね？」

　できるだけ明るい態度で、何でもないことであるかのように提案する。

　しかしアサルトＳＳの固い決意を揺るがすことはできない。

「すまないがそれはできない。皇族生存の情報は、私の想像をはるかに超こえて危険極まりないものだった。訓練を受け思想統制されたはずの『ラーゲリ』訓練生すらこのザマだ」

　アサルトＳＳの視線が周囲を周めぐる。

　銃じゆう声せいはまだ上がっていない。さすがに警備兵たちにも迷いがあるのだろう、いまだ警棒などで対処しているが、最後の手段まで至るのは時間の問題だった。

「この情報が一いつ般ぱんの平等民にまで伝わることは絶対に避さけねばならない。ゆえに暴動鎮圧を兼かねて訓練生を皆みな殺ごろしにし、情報を隠いん蔽ぺいする」

　第一、指揮官であるアサルトＳＳは既すでに覚かく悟ごを固めていた。

「死人に口なしってか。基本だな」

「その罪はすべて私が受け止める。情報を闇やみに沈しずめた後、改めて皇族捜そう索さくを行う。ヒツギ＝ツルギ」

「何です？」

「お前だけは生かそう。この暴動の中でお前だけは冷静さを失わず、物事の本質を見み抜ぬいたように動く。お前はバカなことはしない。ここで殺す必要はないし、殺すには惜おしい才覚だ」

「…………」

「私から『必要なる不平等レシヤチーハ』本部に報告し、改めて組織される皇族捜索チームにお前を組み込む。機人連存続のために、力を貸してくれ」

「いいでしょう、わかりました」

　即そく座ざにツルギは回答した。だが……。

「ただし、ここでの殺さつ戮りくを今すぐやめることが条件です。それを承しよう諾だくしてくれれば僕ぼくは、アナタの言うことを何でも聞きます」

「……どこまでも気高い男だ。惜しい、本当に惜しいな」

　アサルトＳＳが右みぎ腕うでを上げる。

「すまん」

　そして処しよ刑けい刀とうを振り下ろすように、一気に下ろす。それが合図となり警備兵たちが構えていた小銃から砲ほう火かが上がった。




　そしてそれと同時に、もっと大きな別の炎ほのおが上がった。




「何ぃッッ!?」

　炎。

　何かの比ひ喩ゆとか、錯さつ覚かくや幻げん覚かくでもない。正しよう真しん正しよう銘めいの赤くうねる炎。それも大火事と思えるかのように巨大な。

　それは、炎の竜りゆうが地中から舞まい上あがってきたかのようだった。

　大火はうねり、警備兵たちの鼻先を舐なめ、熱気に煽あおられた彼らは体勢を崩して、弾だん丸がんをあらぬ方向へと外してしまう。

「何だッ!?　何だこれはッ!?」

　アサルトＳＳすら、この突とつ如じよ起こった現象に驚おどろきを隠かくしきれなかった。

「この炎……。まさかお前が起こしたというのか、ヒツギ＝ツルギ!?」

　燃え盛さかる業ごう炎えんの中心に、ツルギが立っていた。

　彼が右みぎ腕うでを振れば、炎は右に。左腕を振れば、炎は左に。

　そうして警備兵たちを熱で寄せ付けない。

「こんな炎……、私は知らない。こんな炎を起こして自由に操作する兵器など聞いたことがない。だとすれば、兵器ではなく能力……！」

　チッ、とツルギは小さく舌打ちした。

　打たずにいられなくなり打った一手なので、苛いら立だつのは仕方なかった。

「…………『神助デヴアイン』……なのか……ッ!?」

『神助デヴアイン』。神が王に与あたえた助け。

　王族と呼ばれる者たちが所有する超ちよう常じようの力。オルトドクス法王が有する『宣託』の『神助デヴアイン』同様、他の王族も『神助デヴアイン』を、その血統に保持している。

　そしてそれは、かつてこの地を治めていたミタマシロ皇族も同じだった。

『神助デヴアイン』は王族がもつもの。そしてミタマシロ皇族も紛まごう事なき王族の一系なのだから。

「炎の『神助デヴアイン』……！　ではまさか、お前が!?」

「ひかえ、ひかえ、ひかえおろう。僕をどなたと心得る」

　ツルギは、昔ミタマシロで流行した芝しば居いの決まり文句を、ふざける口調で諳そらんじた。




「――畏おそれ多おおくも先のミタマシロ皇王スメラギ＝ジンギが第五子、〝日ひ継つぎの剣つるぎ〟、ヒツギ＝ツルギなるぞ」




　全員の視線がツルギに集中した。誰も一言も発しなかった。

　目の前の事実をとても信じることができず、しかし『神助デヴアイン』という動かぬ証しよう拠こがあるため信じるより他ない。

　相反する二つの事実に挟はさまれた時、人は皆動くことも喋しやべることもできなくなるらしい。

「……さすがに『ははーっ』とはならんか」
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　全員の驚きよう愕がくとは裏腹に、ツルギは長年温めてきたネタが盛せい大だいにコケたことを嘆なげいていた。

「ツルギ……、お前……。王様？　マジ？」

　背後で子猫のように震ふるえていたヒデヨミも、唐とう突とつに突つきつけられた事実に驚おどろく者の一人だった。

「ヒデヨミ、驚いてる余よ裕ゆうがあったら足あし腰こしに力入れとけ」

「え、あ、あの……！」

「僕の『神助デヴアイン』で周囲を混乱させるから、その隙すきに逃げるんだ。『ラーゲリ』の外は深い森になってる。入り込めれば追っ手を撒まけるはずだ。他の訓練生に声かけて、一いつ緒しよに逃げるのを忘れるなよ……！」

「でもオレ、おぉ……!!」

「いいからとっとと行けぇ!!」

　ツルギは、手の裏に隠しもっていたマッチを箱から一本取り出すと、片手だけで器用に擦する。

　しかし頭とう薬やくから発せられる炎は、常識を遥はるかに超えて激しく、先ほどと同じ炎の竜となってツルギの手から放たれた。

「うわぁッ!?」

　その炎に煽あおられ、警備兵たちは殺さつ戮りくを行うどころではなく、熱と火から自分を守るので精せい一いつ杯ぱいになった。

　炎の眩まばゆさで視界も遮さえぎられる。

「うわああああああッ!!　皆！　逃げろおおおおッッ!!」

　ヒデヨミは素す直なおに指示を聞いて『ラーゲリ』の敷しき地ち外がいへと駆け出して行った。彼の声に反応し、他の訓練生たちもそれに続く。

「戦闘教官！　訓練生が逃げます！　追つい跡せきしなければ……ッ！」

「逃げる者など放っておけ！　わからんのか。私たちは今、すべての元げん凶きようを前にしているのだぞ！」

　さすがにアサルトＳＳは、機人連の人間としてまず何をしなければいけないかを見失いはしなかった。

「先の命令は撤てつ回かいする！　総員、ヒツギ＝ツルギのみを狙ねらえ！　それ以外は捨て置け、何ど処こへ逃げても構わん！」

「おっ、いいね」

　それがツルギにとっても都合がよかった。彼がここで粘ねばり続けるだけ、生き延びられる人間が増える。

「助かりますよ教官。もっと早くその命令を出してくれたら、僕もマジにならないで済んだのに」

「ヒツギ＝ツルギ。まさかお前が……ッ！」

　アサルトＳＳは雑念を払うかのように激しくかぶりを振る。

「お前を拘こう束そくする。抵抗をやめ、大人しく投降しろ」

「嫌いやですね」

　その瞬しゆん間かん、警備隊の緊きん張ちようが格段に跳はね上がった。今にも何かの手て違ちがいで引き金を引きそうな程ほどに。

　今や彼らはツルギを要かなめにして扇おうぎ状じように半包囲。銃じゆう弾だんでハチの巣にするのにもっとも適した陣じん形けいに展開完かん了りようしている。

「教官、アナタが悪いんですよ。僕の条件を飲んでくれれば何でも言うことを聞くと言ったのに、アナタは拒きよ否ひした。だったらもう徹てつ底てい的てきにやり合うしかないでしょ？」

「ッ！　……いいだろう、元々捕ほ縛ばくするのに生死の別は問われていない。平等委員会にはお前の亡なき骸がらを届けることにする!!」

　アサルトＳＳは改めて、銃じゆう殺さつ刑けい執しつ行こう合図の手刀をツルギ目め掛がけて振り下ろす。

　無数の銃声が鳴ると同時に、業ごう火かの雄お叫たけびも轟とどろき渡る。

「不用意に近づくな！　ヤツの炎は有効範はん囲い二十メートル程ほどと見た！　お前たちのもっている小銃の方が射程は長い！　長ちよう距きよ離りからつるべ打ちにして押し込め！」

　警備兵十数人がかりとツルギ一人だけとの戦争が始まる。

　戦争と呼んでいいほど凄せい惨さんな様相。ツルギが放つ炎は既に延えん焼しようし『ラーゲリ』の建物は大炎上を始めていた。

　王族の使う『神助デヴアイン』は多種多様あり、家門血統によってまったく違う。『宣託』の『神助デヴアイン』がオルトドクス固有のものであるならば、ツルギの操あやつる炎はミタマシロ固有の力ということだった。

　ツルギの炎はたしかに人じん智ちを超こえたものであるが、銃弾を防ぐ防ぼう塁るいとしては頼たよりないもの。

　秒速七百メートルで飛んでくる鉛なまり玉だまは炎を容易く掻かい潜くぐり、その向こうにいるツルギを脅おびやかす。

　炎は盾たてにはならずとも目くらましにはなるため、多くはあらぬ方向を飛んで掠かすることすらしなかったが、それでもいつ不運がツルギを貫つらぬくかわからない。

　ツルギは常に体を動かし、相手に狙いを定めさせぬようにしながらマッチを擦って火力を補ほ充じゆうする。

「……たしかに『神助デヴアイン』は強力無比な力だ。世界の王族どもはその力をもって何百年も人々を支配してきた。しかし王族以外の人間とていつまでもそのままではない。研けん鑽さんを重ね、進歩し、王族に迫せまる力を手に入れた。それが科学だ！」

　アサルトＳＳは、手近な部下から小銃をひったくり、みずからも照準を定めて引き金を引く。

　撃うち出された弾丸がツルギの鼻先を掠り、前まえ髪がみを一ひと房ふさ散らした。

「見るがいいミタマシロ皇族！　科学の進歩と工業化が生み出した兵器の威い力りよくを！　この力で我々は、お前の『神助デヴアイン』と正面から戦うことができる！　お前たちは唯ゆい一いつ絶対の座から引きずり下ろされたのだ！　それこそが『平等』なのだ！」

　アサルトＳＳの言う通り、四方八方からの銃じゆう撃げきにツルギは押し込まれつつあった。

　マッチの残り本数も心こころ許もとなく、このままでは形勢不利へ傾かたむきかねない。

　そこへ……。

「技術進歩に勤いそしんでるのはアナタたちだけじゃないわよ？」

　突如として状じよう況きようが一変した。

「ぐわッ!?」「げあゃッ!?」「ひぎぃッ!?」

　警備兵たちが次々と倒たおれ、地に伏ふしていく。一人、また一人と血ち煙けむりを上げながら倒れ、そのたびに銃声が薄うすくなっていく。

　そして、その犠ぎ牲せい者しやの間を踊おどるように飛とび交かう、一人の少女。

「なっ、何事だッ!?」

　そしてその少女は、ツルギのすぐ隣へ舞まい降おりた。

「みっ、ミコ？」

「サイテーねアンタって。簡単だったはずの仕事をここまでメチャクチャにして。アンタが救出対象じゃなかったら絶対助けなかったわ！」

「ミコ。どうしたの、その腕うで？」

　ツルギが驚くのも無理ないほどの変化が、ミコの両りよう腕うでに現れていた。

　細くしなやかだったはずの彼かの女じよの両腕は、今や前ぜん腕わんくまなく覆おおい尽つくすほどの剛ごう毛もうに覆われていて、しかも五指の先から鋭い爪つめが伸のびていた。

　それはまるで、獰どう猛もうな人食いオオカミの前まえ脚あしであるかのよう。

　ナイフのような刃は渡わたりをもった爪は、ねっとりと血に濡ぬれている。

「その肉体変化。……まさか『神助デヴアイン』？」

　ツルギは子供の頃、父親である皇王から聞いた記き憶おくがあった。

　遠い海の果てに、自身に動物霊れいを憑ひよう依いさせることで、雄お々おしい野性の力を自由に操あやつる王族がいたと。

「じゃあキミも……？」

「違う違う。これでも由ゆい緒しよ正しい一いつ般ぱん庶しよ民みんよ。この力は、……さっきそこの教官も言ってたでしょう。技術は日々進歩しているって」

「えっ？」

「王国同盟ではね、『神助デヴアイン』を科学的に再現しようって研究が進められているの。ウチの所属している『魔女の悪行マレフイキア』は諜ちよう報ほう機関であるけれど、そうした研究もメインで引き受けていて、所属エージェントに研究成果をテストさせている。その一人がウチってわけ」

　ミコは、オオカミの腕を猛たけ々だけしくかざす。

「神より与えられし助けを王から掠かすめ取り、己おのが利益へと組み変える。だからウチらの名前は『魔女の悪行マレフイキア』。科学技術の進歩は王国同盟の方が先んじているようね、イケメンの軍人さん？」

「ぐぬぬッ……！」

　科学によって王の力を振るえるようになった庶しよ民みん。

　それは、いまだ血統の権けん威いを重視する王国同盟でこそ絶対あってはならない力だろう。

　だから諜報機関という、裏に隠れて決して表立たない組織に封ふう印いんされている。いかなる勢力にも必ずある闇の部分。

「……フジミネ＝ミコ。お前が王国同盟のスパイだったとは。お前の目的もヒツギ＝ツルギか!?」

「モチのロン、皇族らしくワガママで困っちゃうけど、ここまで来たら、もうゲットしたも同然よね？」

　この間も戦せん闘とうは続行されていた。

　ミコの乱入によって浮うき足あし立だった警備兵の隙すきを、ツルギは見み逃のがさなかった。

　みずから放った炎を囮おとりにして敵との間合いを一気に詰つめ、一人、また一人と速すみやかに当て身を加え、沈ちん黙もくさせていく。

　そもそも彼は、昨日の時点でも『神助デヴアイン』なしで数名の警備兵を軽くあしらった。

　数を増やし、充じゆう分ぶん警けい戒かいしていたとしても、昨日の結果が違うものになるには足りなかったようだ。

　警備兵は、もう残り一人二人にまで数を減らしていた。

「おい」

「ひぃッ!?」

　その残った兵士に、ツルギは語りかける。

「もう勝敗は決まってるから、お前はケガした仲間の手当てをしろ。ミコに斬られたヤツら、けっこう傷が深いぞ」

「はっ、はい、はいぃぃッ!?」

　ツルギが命じると敵でも素す直なおに従う。

「ヒデヨミたちが逃にげ切きるまで踏ふみとどまるつもりだったけど、その前に敵の方が総そう崩くずれになったな」

　ただ一人、ツルギたちと対たい峙じすることをやめないアサルトＳＳは、悔くやしさに美び麗れいな顔をしかめさせた。

「『神助デヴアイン』と正面切って戦うには、まだ進歩が足りなかったみたいですね教官」

「くッ……！」

「色々と過程がおかしくなりましたけど、予定通り僕たちはここから卒業させてもらいます。追ってこないでくださいね。その力もないでしょうけど」

　ツルギとミコによって『ラーゲリ』警備兵は壊かい滅めつ状態。メインターゲットであるツルギを追うこともできないし、有う象ぞう無む象ぞうの訓練生ともなればなおさらだ。

「………………させん」

　ポツリと、アサルトＳＳから漏もれる一言。

　それは、彼がいまだ諦あきらめていないことの表明だった。

「絶対に逃がさん。お前たちは機人連の――『平等』の敵として、必ず私が葬ほうむり去さる！」

「機人連って、どうしてやる気があるだけのバカばっかりなのかしら？」

　ミコが嘲あざけるように言った。

「周りを見てわからないの？　アンタの部下たちは王様の活躍で全ぜん滅めつ。これでまだ何とかできるなんて思ってるなら相当なお花畑脳ミソね。『平等』なんて綺麗事を無む邪じや気きに信じちゃえるから、そんな粗そ末まつな思考回路なのよ」

「よせミコ。不用意に挑ちよう発はつするな」

　ツルギが窘たしなめるが、状況は既に取り返しのつかないところまで来ていた。

　眠ねむれる竜が、その目を開けるところまで。

「……たしかに私には、もう切れる手札がない。部下はことごとく倒れ、小銃一丁ではお前たちの忌いまわしい力には敵かなわない」

　そう言ってアサルトＳＳは手にしていた小銃を投げ捨てる。

「ゆえに私は、禁じられた最後の切り札を使う。絶対に使ってはならない一枚だ。ヒツギ＝ツルギ。ここでお前を取り逃がせば必ずや機人連にとって最悪の災わざわいとなる。その災いの芽を摘つめるなら、私の命などここで投げうっても惜しくはないッッ!!」

「何ッ!?」

　次の瞬間、ツルギの目に信じがたい光景が映った。

　アサルトＳＳの両手両足から、おびただしい量の血が噴ふき出だしたのである。

「ぐううううううッッ!?」

　苦痛にゆがむ美軍人の麗れい容よう。

　それでも異変はやむことなく、アサルトＳＳはさらに大量の血を手足から流し、さらに体から異様な音をたてさせた。

　それはまるで金属がぶつかり合い、擦こすり合あわされてなるような硬かたい音。それがアサルトＳＳの体の中から聞こえてくる。

「これ……、まさか……!?」

　ミコの表情から、ついさっきまでの余裕が消えていた。

　代わりに浮うかんでいるのは逼ひつ迫ぱくした恐きよう怖ふ。

　その間にもアサルトＳＳの体はガシャンガシャンと、人体が起こそうとしても決して起こせない異様な音を上げている。

「ミコさーん。解説。知ってるなら解説お願いします」

「ちょっと！　機人連で生きてきたクセに機き甲こう人間を知らないのッ!?」

「機甲人間？」

「三年前の革命戦争の時、後の機人連がミタマシロ皇国を倒す主戦力になった機械兵士よ。体の中に機械パーツを埋うめ込んで、戦せん闘とう力りよくを何十倍も増強させる。……『神助デヴアイン』をもった皇族ともまともにやり合えるぐらい！」

　苦痛に歪ゆがみながらも、アサルトＳＳの口くちの端はしがニヤリと吊つり上がった。

「……そ、そこの王国同盟スパイ。先ほどお前は言ったな？　『機人連の技術は遅おくれている』『機人連には「神助デヴアイン」に対たい抗こうできる術すべがない』と。ならば見せてやる、我ら機人連が開発した『神助デヴアイン』を超える力を！」

　アサルトＳＳが着る軍服の、袖そでと裾すその部分が荒あら々あらしく破れ去った。

　そしてその下から現れた手足は、人間の手足ではなかった。あえて言い表すならば刃は物ものの手足だった。

　何十もの刃はが重なって、かろうじて手足のシルエットを成している、という様相。

　その刃からは血が滴したたっていた。体の内側に隠していた機械部品が皮ひ膚ふを破って露ろ出しゆつしたことによるアサルトＳＳ自身の出血だった。

「そう、私は機甲人間。すべての人間に『平等』を。その理想実現のために私は人間であることを捨てた。人間としての名前も。――突撃アサルト型機甲人間、搭とう載さい兵装『連刃セリアル・シツクル』。ゆえに私はアサルトＳＳだッ!!」

　吼ほえる刃の機甲人間。

　その刃手から、弾丸のような速さで鋼はがねのワイヤーが射出される。

　ワイヤーは、先せん端たんに錘おもりでもついているのか、それが弾丸のように飛んでワイヤーを牽けん引いんする。

「よけろッ！」

　ツルギは大きく飛びのいてワイヤーを回かい避ひする。ミコもまた同様だった。

　しかしワイヤーは空中でうねりながら軌き道どうを変え、しつこくミコの方へ食い下がる。

「うっざいッ！」

　ムチのようなワイヤーのしなりをさらにかわす。ワイヤーの動きを紙かみ一ひと重えで見切る獣けもののごとき反応速度は、『魔女の悪行マレフイキア』が開発したという人工『神助デヴアイン』の賜たま物ものだったが、それすらアサルトＳＳの術中だった。

「ダメだ！　もっと大きくよけろ！」

　ツルギが敵の思おも惑わくに気づくも遅おそかった。

　恐ろしい速度でワイヤーを駆かけ昇のぼってくる輝かがやきに、ミコは反応することができなかった。

「きゃあッ!?」

　体を斬りつけられ、ミコは大きく吹ふき飛ばされる。

「ワイヤーを伝って、刃が走ってくるだと……!?」

「これが我わが『ガルガンチュア・モジュール』『連刃セリアル・シツクル』。この身に搭載された刃の数、約六百。お前たちを斬り刻むには充じゆう分ぶんな物量だ。それだけの刃がワイヤーに沿って正確に、変へん幻げん自じ在ざいにお前たちの首筋まで到とう達たつする。ギロチンのように」

　アサルトＳＳの手足から、さらに何本ものワイヤーが射出される。それらすべて、斬り裂さく死の通路だった。

　刃はワイヤーをレールのようにして走り、再びワイヤーに沿って戻もどってくる。ワイヤーを利用した軌き道どう制せい御ぎよと飛ひ刃じん回収の一体化。それがアサルトＳＳに搭載された『連刃セリアル・シツクル』の機能だった。

「『平等』に仇あだなす貴様らへの断罪の刃、しかと受けよ！」

「ざっけんじゃないわよ！」

　斬りつけられはしたが軽傷で済んだらしいミコが、襲おそいくるワイヤーの群れに果か敢かんに立ち向かう。

　だが真に恐ろしいのはワイヤーの後、それを伝ってやってくる刃の群れだ。

　無論それを予測しているミコは、人工『神助デヴアイン』によって強化された獣の爪で刃を弾はじこうとするが――――、

　ザンッと。

　逆に鋼の刃によって切断された爪が宙を舞った。

「うそッ!?」

「機甲人間用に特別開発された特とく殊しゆマルテンサイト加工の鋼鉄ブレード。獣の爪ごときに斬り負けるものか。王権のイヌよ、次は全身を斬り刻まれるがいい！」

　ワイヤーに沿って襲いくる無数の刃。それを防ぐ術すべはミコにはなく、細こま切ぎれになる未来しか残されていなかった。

　しかし横からの突とつ進しんに彼女は救われる。ツルギのタックルでミコは右から左へと突き飛ばされ、疾しつ駆くする刃から逃のがれることができた。

「こっの……ッ！」

　ツルギはタックルから体勢を立て直し、手にしていたマッチをまた一本取り出す。擦った頭薬から爆ばく発はつと見み紛まがうほどの業炎が燃え上がり、走るワイヤーめがけてその炎を放つ。

　が――。

「燃えないッ!?」

「ワイヤーもブレードも特殊鋼鉄製。その融ゆう点てんは二千度だ！　お前の炎では焦こげ目めをつけることすらできん！」
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　ワイヤーは炎の波を容易く突き抜ぬけ、その道案内に沿って刃が飛んでくる。

　その刃を危あやういところでかわすも、状況の悪さにツルギは焦あせらずにはいられなかった。

　ミコの爪も、ツルギの炎も効かない。

　つまりは八方塞ふさがりということだった。

「ツルギくん！」

　いつの間にかミコが車に乗り込み、エンジンをかけていた。

　今となってはもはや空くう虚きよな、『草くさ刈かり』参加者を送り出すために『ラーゲリ』が用意したマイクロバスだ。

「乗って！　逃げるわよ！」

　こうなっては否いや応おうもない。一秒も迷わずツルギはバスに向かって駆かけ出す。

「逃がすかッ!!」

　連続刃がツルギの背中に迫る。それを何とかかわしながらツルギはバスへ飛び込む。

「ゴー！　ゴー！　ゴー！」

　タイヤが地面を削けずる甲かん高だかい音。後部に何本かの斬ざん刃じんを受けながらも、バスは何とか発進成功し、正門をぶち破って『ラーゲリ』から脱だつ出しゆつする。

「聞いてないわよ！　機甲人間がまだ生き残っていたなんて！」

　バスの運転席でミコが叫さけぶように愚ぐ痴ちった。

「アイツら革命戦争で全員死んだんじゃなかったの!?　テキトーな情報流しやがって。戻ったら《継つぎはぎ婆ばあさん》に徹てつ底てい抗こう議ぎしてやるんだから！」

『ラーゲリ』から出ると、そこは先にツルギが言ったように深い森で、人工物と言えば今バスが走っている舗ほ道どうぐらいのものだった。

　諜報機関『必要なる不平等レシヤチーハ』の一部である『ラーゲリ』ゆえの立地で、人里離はなれた森林地帯はそのまま侵しん入にゆう者しやを阻はばむ要害になる。

　並び立つ木々が、バスのスピードで輪りん郭かくを溶とかしながら左右に流れていく。

　ツルギは、ミコのいる運転席へと上がる。

「あー、ミコさん、ミコさん？　今のうちに機甲人間について詳くわしく教えてほしいんだけど？」

「何よ!?　元はと言えば全部アンタが悪いのよ！」

「えぇ～？」

　唐突な八つ当たりに、ツルギ困こん惑わく。

「簡単な任務だったのよ！　誰だれにも知られていない人間を、まったく不自然なことをせずに国外に連れ出せる！　それこそチキンの骨をゴミ箱に放ほうり込むより簡単だったはずなのよ！　それなのにアンタがワガママばっかり言って、予定をメチャクチャにして！　自分から正体明かしちゃうんだから！　本当ならあんなバケモノとだって戦わないでよかったんだからねッ!!」

「そのバケモノのことなんだけど」

「何よッ!?」

「追ってきてる」

　全速力でひた走るバスの後方、凄すさまじい速さで迫ってくる物体があった。

　それこそ両手足を鋼色の異形に変えた機甲人間アサルトＳＳだった。

「ええええええええええぇぇーーーーーーーーーーッッ!?」

　バックミラーを見て悲鳴を上げるミコ。

　アサルトＳＳは、自じ慢まんのワイヤーを木に打ち込み、それを巻まき戻す勢いと重力に伴ともなう振ふり子こ運動で加速をつけ、驚くべき速さでバスとの距きよ離りを縮めてくる。

　まるで空中ブランコを見るかのような挙動だった。

「ああいう使い方もできるのか。応用範囲が広いな機甲人間てのは」

「感心してる場合かぁ！　死ぬ！　追いつかれたら殺されるぅーッ！」

　恐怖のあまりアクセル全開にするミコだったがそれがいけなかった。

　既にバスの横に着けていたアサルトＳＳは躊ちゆう躇ちよなくブレードを発射。そのいくつかはバスの車体を貫かん通つうするが、一刃が後輪タイヤに命中、ゴム部分を裂さいてパンクを引き起こす。

　全速近くまでスピードを出していたバスは勢いを抑おさえきれず、バランスを崩くずして横転。

「ぎゃああああああーーーーーーーーッ!?」

　路上をカーリングのように滑すべりながら、最後には道みち脇わきに生えた巨きよ木ぼくの幹に激げき突とつ、停止した。

「……くっ、無事かミコ？」

「もー、やだぁ……！」

　どうやら充分元気らしい。

　もはや走れそうにないバスから這はい出すと、すぐそこに迫ってくるアサルトＳＳの姿。

　それを見み詰つめ、ツルギは決意を固めた。

「ミコ、キミはここで死んだふりでもしてろ」

「え？　ちょっ、ツルギくん!?」

　ミコを再びバスの中に押し込んでから、ツルギ自身はできるだけ目立って追っ手の目に留まるようにしながら、森の中に飛び込む。

「……ッ！　逃がさん！」

　アサルトＳＳは上手うまく食いついてくれたようだった。

　ツルギを追ってどんどんバスから離れていく。

「よし釣つれた。後は…………！」

　今度は自分の足で、森の中を全力疾走するツルギだったが、そんな彼かれにすぐさま刃の雨が降ふってきた。

「うわわッ！」

「逃がさん！　『平等』な世界のため！　お前は死ぬべきなのだ！」

　遮しや蔽へい物ぶつだらけの森の中は、むしろアサルトＳＳに地の利を与えていた。

　ワイヤーを利用して空中ブランコのように高速移動できるこの人は、常にツルギの頭上にいながら一方的に攻こう撃げきできる。

「ぐああッ！」

　秒単位で繰くり出される飛ひ刃じん攻こう撃げきをかわしきることができず、足に、腕に、肩かたに、皮一枚程度だが傷が増えていく。

　そうして血を流し、動きが鈍にぶればいずれは致ち命めい的てきな一いち撃げきを食くらってしまうだろう。

「その前に……、あそこに……！」

　ツルギは走り続けた。その背に向かって一直線に飛んでくるワイヤーと、それを伝って走る刃。

「があッ!?」

　背中を深く斬きり裂かれ、痛みに足がもつれ、倒れ込む。

　しかも倒れた場所がちょうど下り坂で、ツルギは転てん倒とうの勢いを殺せぬまま地面を転がり落ちていく。

　ばしゃんっ、と底まで転がりきったところで水音が鳴った。

　水の中に落ちたのだ。

　下り坂と思われたのは大きな窪くぼ地ちの一部であり、その底には水が溜たまり、それなりの大きさの溜ため池いけが出来上がっていた。

　幸い足がつく程度の深さしかなく、誤って落ちたツルギも溺おぼれずに済んだ。

　しかし、別の形でのもっと深刻な危険は、すぐそこまで迫ってきていたが。

「そこまでだ」

　池の岸辺に死神が立っていた。

　ワイヤーの照準が、一ミリのずれもなくツルギに定まっている。

「命運尽きたな。よりにもよって、こんなところに追おい詰つめられるとは」

　アサルトＳＳは肩で息をしながら言った。

　追い詰めた側でありながら、何故なぜかツルギの方よりもずっと苦しげ。

「お前の炎の『神助デヴアイン』は、このような水場では威い力りよくも半減しよう。やはり天は、ミタマシロの復活など望んでいないということだ」

　ツルギのポケットに仕し舞まわれたマッチ箱には、まだ数本マッチが残っていたが、ズボン諸もろ共とも水みず浸びたしになって使用できそうになかった。

「なますに切り刻む前に、もう一度勧かん告こくしておく。投降しろ。大人しく従えば、あるいは万に一つにも生き延びる機会があるかもしれん」

「嫌です」

　間かん髪はつ容いれずに拒きよ絶ぜつするツルギに、アサルトＳＳは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「機人連の『平等』の理想は、誰もが同じように幸福を得るためのものだ。お前もまた例外ではない。チャンスは公平に与えられるべきなのだ。お前はそれを拒こばむというのか？」

「ならそのチャンスを、何故他ほかの訓練生たちには与えてやれなかったんです？」

『ラーゲリ』で皇族生存の秘密を知った訓練生たちを、アサルトＳＳの指示の下もとに皆みな殺ごろしにしようとしたのはついさっきのことだ。

「……僕ぼくは、アナタのことを気高い人だと思っていた。しかし違ちがった」

「…………ッ！」

　アサルトＳＳは反論しなかった。自分にその資格がないとでも言うかのように。

「アナタは〝気高い人〟というよりも〝優やさしい人〟だ」

「ッ!?」

　しかし、その自律はすぐさま崩くずれ去さった。

「何だ？　どういう意味だ？　何を、言い出すのだ……!?」

「アナタが人をいたわる時、その根源にあるのは気高さよりも優しさだ。それが、アナタの目を見てわかった」

　頭までずぶ濡ぬれになりながらも、膝ひざから下を水中に沈しずめたままで立ち上がり、ツルギは刃人間と対たい峙じする。

「みずからを律する〝気高い人間〟は、他人を想おもい、いたわることができる。長く積み重ねてきた人の歴史が、その行こう為いを善だと認めているからだ。気高くあろうとする者は、先人の織り上げてきた歴史や価値観に敬意を表し、従う。従うことで高潔になれる。だがアナタの慈じ愛あいは、別のところから湧わき出でている」

「やめろ……！」

「アナタのそれは、母親が我が子を慈いつくしむそれと同じだ。母が子を愛するのに理由などない。理由のない愛情をもてる人こそ〝優しい人〟としか呼びようがない。しかしアナタは、アナタ自身の最大の美点を自分で踏みにじった。アナタにそうさせたのは機人連の『平等』の理想とやらだ」

　無情にも訓練生全員を殺さつ戮りくしようとしたアサルトＳＳの決断には、機人連を守るためという大義があった。

　国のために人を殺す。大のために小を切る。そんな功利主義がアサルトＳＳの中で働き、本来ならば見捨てられない命を見捨てさせた。

「あの時、僕が正体を明かすことで警備兵の注意を集めようとした時、アナタは僕の意を汲くんで、僕だけを狙うように命令してくれた。そのおかげで多くの訓練生が生きて逃れることができた。ありがとう」

「違う……！　私はそんなつもりでは……！」

「本当にありがとう。……だがだからこそ僕にはわからない。アナタのように優しい人が、何故その優しさを捨ててまで機人連に従うのか」

「うるさい黙だまれぇぇぇッ！」

　両手から発射されるワイヤーがツルギの全身を掠かすめ、数多くの水音を立てさせる。

　それはロックオン完了を示す動作だった。水底にしっかり食い込んだワイヤーは、アサルトＳＳとツルギとを直線状に結び、それに沿って走るブレードは確実にツルギを斬り刻むだろう。

「いかに駄だ法ぼ螺らをほざこうとお前は終わりだ。お前の『神助デヴアイン』は私に効かないことは証明済み。その上この水場では本領を発揮できん！　こうなれば『平等』な世界のため、細切れになってもらうしかないな！」

「その前に訂てい正せいすることが一つある」

　ツルギは、両手を前へ掲かかげる。

「ここに来たのは不運だってところだ。もちろん幸運でもない。今まで秘密にしてたが、僕って実は勉強家でね。この辺の地理は頭に叩たたきこんである」

「何……？」

「無論ここに池があることも知ってた。つまり偶ぐう然ぜんじゃない、ここを目指してきたんだ。ある程度まとまった水が欲ほしくてね」

　そこまで言い終わるか否いなかというタイミングで水面が微かすかに揺ゆれ始め、やがて激しい波が起こった。

　岸辺に留とどまっていたアサルトＳＳも波を被かぶり、全身水みず浸びたしになる。

「何だッ？　何が起こっている……!?」

　変化はそこまでに止とどまらなかった。

　アサルトＳＳの表面を濡らす水は、すぐさま白い蒸気を上げて、白い霜しもだけを残して蒸発する。

　その上からさらに新たな水がかけられ、それもまたすぐに蒸発し、白い霜だけが残る。

　自身の表面に起こる異変に、アサルトＳＳは困惑を隠かくしきれなかった。

「何だこれは？　体中が、冷たい……!?」

　アサルトＳＳ自身が感じるように、その体から急激に温度が奪うばわれていく。表面の至るところが白く変色しているのは、温度変化ゆえの凍とう結けつだった。

「凍こおっていく？　私の体が？　……どういうことだ!?　お前の仕し業わざなのかヒツギ＝ツルギ!?　しかしお前の『神助デヴアイン』は炎ほのおを操ること。凍結とは真逆ではないか!?」

「ミタマシロが千三百年伝えてきた『神助デヴアイン』が、炎の力だなどと誰が言った？」

　ツルギが右手を振ふると、池の水が右に波打つ。左手を振ると、左へ波打つ。

　細かく砕くだけた波は濤とうが、氷の粒つぶに変わった。

「我わが『神助デヴアイン』の特性は『和合』。『和をもって合する』。相反する二つの事象を合わせ、融ゆう和わし、新たなる事象を生み出す力。一人一人、生まれながらに個性の異なる者たちをまとめ治める王の力だ」

「ッ!?」

「『ラーゲリ』で見せた大火は、火と風の『和合』。マッチで起こした火に風を送り込むことで火勢を膨ふくらませ、大火へと変える。……まあ最近の科学的理り屈くつだと、空気中の酸素がたくさんあれば、それだけ火も大きくなるってことらしいが」

「ではこの氷結は……、水と風の『和合』？　気圧を下げることで水の沸ふつ点てんを下げ、蒸発の際の気化熱で温度を奪う？　低下した気温は空気中の水分を凍結させて、さらに体温を……!?」

「理解が早いな。だからこそ水が欲しかった」

　兵装『連刃セリアル・シツクル』を構成しているのは精密機械。ミリ単位より小さなギアやシャフトが噛かみ合うことで刃を動かす。

　しかし……。

「うっ、動かない!?　機械部分が凍結してしまっているのか!?」

　超ちよう低てい温おんは静止の世界。

　機甲人間の機械化部位『ガルガンチュア・モジュール』の微び細さいな隙すき間まにも水分は入り込み、内部で凍結、固定化してしまえばギアやシャフトも動かなくなる。

「これでアナタは戦う手段を失った」

「クッ、舐なめるなぁぁぁぁーーーーーーーーーーッッ！」

　怒ど号ごうと共にアサルトＳＳの体内から凄まじい駆く動どう音おんが鳴なり渡わたる。

　それに遅れて、体の其そ処こ彼かし処こから白い蒸気が立ち上った。

「『ガルガンチュア・モジュール』の動力源たる生命モーターをフル回転させ、それによって発生する運動熱で氷を溶かしてやるわぁぁーーーーッッ！」

　アサルトＳＳから昇る水蒸気が、濃こさを増していく。体内外の凍結がどんどん融ゆう解かいしていく証しよう拠こだった。

　このままでは遠からず解かい凍とう完かん了りようし、連続の刃はツルギを斬り刻むため再さい稼か働どうする。

「残念だったな……！　お前の起死回生の奇き策さくも時間稼かせぎにしかならなかったぞ！」

「イヤ、それでいい」

　いつの間にかツルギが、アサルトＳＳの目の前まで接近していた。

「なッ!?」

「機械部を凍らせ動きを止めたのは、懐ふところに入る隙すきが欲しかったからだ。そして、こうして実際に潜もぐり込めた以上、――僕の勝ちだ」

　ツルギの両りよう拳こぶしがアサルトＳＳめがけて撃ち込まれる。

　しかも拳が捉とらえたのは腹部や顔面といった人体急所ではない。鋼と化した両りよう腕うで。刃を重ねて構成された、もっとも強固と思われる部位に対してだった。

「正気かッ!?　よりにもよって機械化された腕わん部ぶを攻撃するとは。まさか『ガルガンチュア・モジュール』を素す手でで壊こわせるなどと思っているのか!?」

「そっちこそ忘れたんですか？　僕にはミタマシロ血脈から受うけ継ついだ『和合』の『神助デヴアイン』がある。コイツをアナタ自身に使うチャンスをずっと狙ねらってきた。それが今だッッ!!」

　ツルギの両手に空気が集められる。

　その流れが風となり、組み合う二人を中心にして空気の渦うずが巻き上がる。木の葉が舞まい、木の枝がはためく。

　そして空気の流れが向かう先は、ツルギの手と、アサルトＳＳの金属腕が重なり合う一面。

「ま、まさか……!?　今度は私の腕に『和合』を……!?」

「風と鋼。空気と金属を合わせればどうなるか。わかるだろう？」

　ツルギの手が触ふれている部分から、アサルトＳＳの金属腕に驚おどろくべき変化が起こった。

　鏡のように光ひかり輝かがやく金属腕の表面が、見る見るうちに朽くちた赤に変色していく。

　輝きを失い、腐くさり果てた赤茶色に。

「これは錆さび……ッ!?　お前やはり、空気中の酸素と金属を化合させることで錆を生み出したのかッ!?」

「風と鋼の『和合』。共栄するだけじゃない、『和合』して滅ほろびることもあるわけだ。アナタご自じ慢まんの刃も、赤あか錆さびに覆おおわれてはロクに斬れもしないし、そもそも動かせまい。さっきの凍結と違って元に戻す手段もない。だからもう一度言う。僕の勝ちだ」

「バカなッッ!?　『連刃セリアル・シツクル』を構成する特殊マルテンサイト鋼は耐たい食しよく性せいも備えているというのにッ!?　それでも錆を止められないというのか!?」

「それを凌りよう駕がするのが、我が『神助デヴアイン』だ」

「く、くそ……！　くそぉぉぉーーーーーーーーーーッ!!」

　アサルトＳＳの悔くやしげな叫さけびが、森の中にこだました。





＊　＊　＊






「ふー、やれやれ」

　金属の両手両足をくまなく赤錆で埋うめ終えて、やっとツルギは一息ついた。

　さすがにここまでやればブレードもワイヤーも動かすことはできまい。それどころか通常動作すら一ミリも行えず、池の岸辺にただ横たわるのみのアサルトＳＳだった。

「勝つには勝ったが……。あー、しんどい」

　ツルギ自身、『神助デヴアイン』を使用したのは実に三年ぶりのことである。

　皇族である身分を隠さんがための処置でもあったが、ブランクを押おしてここまで能力全開で戦わなければならなかったのは、それだけアサルトＳＳが強敵だった証明でもあった。

　だがそれでも、この敵を最後に『ラーゲリ』はすべて無力化され、他支部から援えん軍ぐんが届くにしても、それなりの時間を要するはずだ。

　ヒデヨミを始めとする訓練生たちも大半が逃げおおせたようだし、ひとまず危機は脱だつした。

「……教官。僕はこのまま逃げさせてもらいます。これでも命が惜おしいですからね」

　倒たおれ込むアサルトＳＳからは何の反応もなかった。敗北のショックで放心状態なのか。気が付いてあえて無視しているのか。

　どちらにしろツルギによって大破させられたのは両手両足の機械部分のみで、頭部や腹部には一いつ切さい攻こう撃げきは加えられていない。意識に問題が出るとは考えられない。

　どうしたのか、とツルギが訝いぶかっていると、突とつ如じよ異変が起こった。アサルトＳＳの体の一部分が膨ふくらみだしたのだ。

「ヒィッ!?　何だッ!?」

　ムクムクムク……、とでも音がしそうな膨ぼう張ちよう。

　人体に機械を埋め込んでパワーアップさせようなどという狂くるった思想の下もとに作られた機甲人間。

　アサルトＳＳに仕込まれたのが手足の刃だけとは限らない。その体で何が起こっているのか確かめなければならなかった。

「爆ばく弾だんとか埋め込まれてたりしたら大変だもんな……」

　真っ先に調べるべきは、急に膨らみだしたアサルトＳＳの体の一部。

　そこは胸部だった。

　服の中に風船でも仕込んだかと疑うほど、胸部が不自然に膨らんでいる。

「…………」

　その原因を確かめるために、ツルギは軍服のボタンを上から一つ、二つと外していく。その間アサルトＳＳは抵てい抗こうどころか反応も示さなかった。

　やはり、何かが原因で意識が朦もう朧ろうとしているらしい。

　軍服のボタンをすべて外し終えた上で、その下にあるシャツも同じようにボタンを外していく。

　それを開けば、いよいよ膨らみの正体と直面できる。

　それこそ時限爆ばく弾だんの蓋ふたを開けるような心ここ地ちのツルギが、美形軍人のシャツを開くと……。

　ボロン、とツルギにとっては見慣れたものがまろび出てきた。

「……おっぱい？」

　突とつ如じよ膨ふくらんだ胸の正体。それは女性特有の二つの膨らみ。

「おっぱい!?」

　なかなかお目にかかれないほど豊かな巨乳が、ツルギの視界を占せん拠きよする。

　見直しても変わらない。

　剥むき出しになったアサルトＳＳの胸部は、紛まぎれもない女性のそれ。

「おー、こりゃ見事なものだわ」

「うひゃあッ!?」

　いつの間にかすぐ背後にミコが立っていた。

　横転したバスに隠れていたのが、今いま頃ごろになって追いついたのか。

「おお、……み、ミミミミコミコ……！　こっ、これ、おっぱ、おっぱぱぱぱぱ……!?」

「何取り乱してるのよ、おっぱいごときで。アンタならとっくに見み飽あきてるでしょ？」

「おっぱい見慣れることはあっても見飽きることはねーよ!!　それより！　この教官、おっぱいあるってことは……!?」

「女だった、ってことでしょうね。まあ、たしかに男にしては美形すぎるとは思っていたけど……」

　そう、こうなっては疑いようがない。

　アサルトＳＳは女性だったのだ。

　よく見れば胸部だけではない。鶴つるのように細い首筋や、華きや奢しやな肩。軍服に隠されていたあらゆる部分が〝彼〟が〝彼かの女じよ〟である真実を告げていた。

　戦せん闘とう教官だった時からの特とく徴ちようだった絶世のハンサム顔も、心なしか生なま唾つば飲み込むような色気を帯びていた。

「マジかよ。全然気づかんかった……!?」

「機甲人間は、埋め込まれた『ガルガンチュア・モジュール』で骨格構造をある程度自由に変形できるって聞くわ。それで体格を、より男性的なものに変化させてたんじゃないかしら？　でないと隠しきれないわよこんな巨乳。……ウチより大きい」

「つーかアレだよ。こんなことしてる場合じゃないよ！」

　何故か俄にわかに慌あわてだすツルギ。

「教官が女だったって言うなら早く手当てしないと！」

「は？　何言ってるかわけわかんないんだけど？」
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「イヤ、だってそうだろ!?　相手が男ならブチ倒した後で放置でも構わんよ！　対等な敵同士として命運を天に託たくそうってできるよ！　でも女子供が相手なら、助けるしかないじゃん最後まで！」

「うわ、男ってめんどくせえ。でもさあツルギくん」

「ん？」

「死ぬわよこの人」

　酷こく薄はくなまでにキッパリ言うミコに、ツルギは固まった。

「え？　何？」

「だから、この子死ぬのよ確実に。……ああ勘かん違ちがいしないで、アンタのせいじゃないの。機甲人間ってのは元からそういうシロモノなのよ」

　ツルギには、ミコの言っていることこそ理解不能だった。

　何故そこまで簡単に、人が死ぬなどと言えるのか。

「一から説明するわね。……機甲人間ってのは、そもそも『ガルガンチュア・モジュール』と呼ばれる機械パーツを人体に埋め込むことで製造されるの。そして必要な時、埋め込まれたパーツを開放して『ガルガンチュア・モード』になり、『神助デヴアイン』に匹ひつ敵てきする力を振るえる。さっきまでのこの子みたいに」

「ああ、あの強さは骨身に染しみたよ……」

「でもね、それには相応の代だい償しようがある。一度『ガルガンチュア・モード』になった機甲人間は、二度と元に戻ることはできない」

「えっ？」

「だってそうでしょう？　埋め込まれた『ガルガンチュア・モジュール』は普ふ段だん体の内側に隠されてるんだけど、『ガルガンチュア・モード』発動の際は、肉や皮ひ膚ふを斬り破って外側に出てくる。一度破られた肉や皮膚が元通りになる？　なるわけないでしょう？」

　ツルギは、実際目にしたアサルトＳＳの『ガルガンチュア・モード』発動の光景を思い出した。

　ゴキゴキとおぞましい音をたてながら、大量の血と共に人体から噴ふき出した刃の手足。たしかにあんなものが容易に元通りになるとは思えない。

「しかも『ガルガンチュア・モジュール』が斬り破った組織は、素そ体たいの生命維い持じに欠かせない重要な器官もある。血管とか、神経とか、臓器とか。そういうものを機械パーツにズタズタに食い破られて、治ち療りようも不可能。それじゃ死ぬしかないじゃない。それ以前に出血多量で死ぬわ。アンタも、この子が凄すごい量の血を流しながら刃は物もの出したの見たでしょ？」

「じゃあ、機き甲こう人間っていうのは……！」

　使い捨ての自じ爆ばく兵器。

　一度発動すれば死以外に結末がない。みずからの宿した兵器にみずからの体をズタズタにされ、身体機能不全か出血多量で死ぬまでの限られた時間暴れ回り、できうる限り多くの者を道連れにする人間兵器。

「さっき『機甲人間は全部死んだはずだ』って言ったでしょう。実際革命戦争時に配備された機甲人間は、例外なく『ガルガンチュア・モード』を発動した後、ほどなく死んでるのよ。この子は多分、運よく発動せずに革命戦争を乗り切ったんでしょうね。それが今日、発動しちゃったわけだけど」

「…………」

　彼女は、みずから死を覚かく悟ごしてツルギに挑いどんだというわけか。

『私の命などここで投げうっても惜しくはない』。彼女は戦いの最初にそう言っていた。戦いの最中も、常にツルギたちより優位にいながら、肩で息をしてツルギたちより苦しそうだった。

　この結末を、彼女は知っていたのだ。

「今になって女の子の正体がバレたのも、生命機能が低下して『ガルガンチュア・モジュール』の余計な機能が停止したからでしょうね。それで男性的に擬ぎ態たいしてた体格が本来の形に戻ったのよ。この子はもう手て遅おくれ。放っときましょう。それかウチらにできることと言ったら、苦しまないよう早めにとどめ刺さすか……」

「黙だまってろ」

　ツルギは仰あお向むけになったアサルトＳＳの体に覆おおい被かぶさる。まるで男女がまぐわう時のように、体を重ねる。

「僕の声が聞こえるか!?　目を開けろ！　でないとこのまま二度と目覚めなくなるぞ！」

　ツルギの声が届いたのか、アサルトＳＳの閉じた目がうっすらと開く。しかし瞳ひとみに輝かがやきはなく、終わりを前にしたほんの一時の復調であることは明らかだった。

「……いいか、助かりたかったら僕の言う通りにするんだ」

「ちょっとツルギくん!?　何しようとしてるの？」

　ミコの口出しを無視し、アサルトＳＳの耳元に口を寄せ、ゴニョゴニョと呟つぶやく。

「……と唱える。大切なのは、キミが後に言う、ということだ。僕が先に言うから、それに続けてキミが言うんだ。この順序を破っちゃいけない、わかったな？」

　今にも命尽つきそうなアサルトＳＳがどこまで理解できたか疑問である。

　しかしツルギはかまわず進めた。




「――剣つるぎ太刀たち、身に取りそうと夢に見つ、何のしるしとぞ君に逢あわんため」




　呪じゆ文もんらしきものを唱えると、折り重なる二人から白い光が溢あふれ出す。

「何ッ!?　今度は何なのッ!?」

　困こん惑わくするミコを尻しり目めに、次にツルギは錆さびだらけになった彼女の刃は手しゆをとる。そしてその刃でみずからの手を斬り裂さく。

「ぐッ……！」

　錆だらけの刃で皮ひ膚ふを割さくのは必要以上の苦痛だろう。それでもツルギは少し表情を歪ゆがめただけで、傷口を舐なめ、流れ出た血を少しだけ口内に含ふくむ。

　そして……。




「ああ、なんと可愛かわいらしい娘むすめなんだろう」

「……な、なんと立派な、殿との方がたなのでしょう」




　アサルトＳＳがそう応こたえたのは、あらかじめツルギによって指示されていたからだった。

　二人の間に契けい約やくが交かわされ、その証明として唇くちびるが重ねられる。

　ツルギが含んでいた血が唇越ごしに彼女へと移り、ゴクリと喉のどが鳴った。

　それによって儀ぎ式しきはすべて完かん了りようした。

　白い光がアサルトＳＳの五体へと吸い込まれていき、彼女の傷ついた部分を覆い始める。

「……何だッ？　何が起こっているんだッ!?」

　その異変にアサルトＳＳ自身が驚いて飛び起きるほどだった。

　錆だらけ血だらけだった機械の手足は白い光に包まれて、光が消えた後に現れたのは何の変へん哲てつもない生身の手足だった。

　むしろ女性的な細さ柔やわらかさを備えて、とても艶なまめかしい。

「回復した……？　『ガルガンチュア・モード』を発動したのに……？　……あっ、きゃあッ!?」

　上着が開かれて、豊かな乳ち房ぶさが丸見えになっていることに気づいたアサルトＳＳは慌あわてて前を隠す。

　改めて女性らしい仕草だったが、そんなことができるほど生命力を取とり戻もどしたということでもあった。つい先ほどまで瀕ひん死しだったなどとは信じられない。

「ツルギくん何やったの!?　これもミタマシロの『神助デヴアイン』!?　だとしたらどんだけ万ばん能のうなのよミタマシロ皇族って!?」

「これは『和合』の『神助デヴアイン』とは別モノだよ。……思ったより上手うまく行った。初めてやったから成功するかもわからなかったけど」

「なっ、何をしたヒツギ＝ツルギ!?　一体私に、こんな……!?」

「『婚儀くなぎ』を執とり行おこなった」

「「くなぎ？」」

　耳慣れぬ単語に、陣じん営えいの違う二人の女性が声を合わせる。

「『和合』の『神助デヴアイン』はミタマシロ皇族なら誰でも扱あつかえる力だが、『婚儀くなぎ』は皇王しか催もよおすことができない。皇族以外の人間に、『和合』の『神助デヴアイン』を分わけ与あたえる儀式だ」

「なッ!?」

「待てヒツギ＝ツルギ！　すると私は……!?」

「キミは『和合』の『神助デヴアイン』を得て、その力で自分の中にある生身の体と機械の体を『和合』させたんだ。それによって『ガルガンチュア・モード』？　とかいうのでメチャクチャになった体を整え直すことができた。キミの中の機械は完全に調和しているし、もう死ぬことはない」

「何故だッッッ!?」

　アサルトＳＳは掴つかみかからんほどの金切り声を上げた。

「何故そんなことをしたッ!?　私は機人連の戦士だぞ！　『平等』と真っ向から相反する『神助デヴアイン』を得てまで生きたいなどと思うわけがないだろう!?　なのに、何で私を助けた!?　お前はいつだってそうだ！　昨日だって！　さっきだって！」

　破れ刻まれた軍服から垣間かいま見みえる肌はだは、もはや男と見ることはできなかった。

「……昨日？　さっき？」

「モダサ所長の気まぐれのことだ！　あのバカの思い付きで人一人が焼き殺されようとした時、お前は自分自身が不利になるのもかまわず友人を助けた！　ついさっきも友人どころか多くの訓練生を助けるために、正体まで明かして私たちの目を引きつけた！　何故そこまでして他人を助ける!?　……お前が、お前が気高い男だからか？」

「えっ？」

「お前が言ったんだ。気高い男は過去に敬意を払はらう、敬意を払うから人をいたわることができる、と。それはお前自身のことだ。お前の言う敬意を払うべき過去とは、ミタマシロ皇国の歴史のことか？　つまりお前は、自分が皇族だから気高くなれると言いたいのか？　強いのも、優やさしいのも、全部皇族だからなのか!?」

「あぁ～、ははは……」

　たしかにそんなことを言った気がしないでもないツルギだった。

「私は認めない、絶対認めない！　もし認めたら、皇族が本当に高貴な存在になってしまう。『平等』が崩くずれ去ってしまう……！」

「じゃ、じゃあこうしよう。僕がキミを助けたのは、下心があったからだ」

「えっ？」

　下心、というあまり高貴さのないフレーズ。

「そもそも『婚儀くなぎ』はそういう目的でやるからね。『婚儀くなぎ』は、皇王が皇こう妃ひを娶めとる儀式なんだ」

「はっ？」「皇妃……？　お妃きさき様ッ!?」

　アサルトＳＳだけでなくミコまでが驚きの声を上げた。

「そう。皇族って言うか何処どこの王族もそうだけど、親から子へと血統を受け継ぐ以外、他の理由で王族に入る者がいる。王の結けつ婚こん相手だ。王族じゃないけど王に嫁よめ入いりし、王の家族になって、王の子を産む。そんな妃をしっかり王族に迎むかえるために『神助デヴアイン』を分け与える儀式が、『婚儀くなぎ』なんだ」

「するってーと、このロボ女が……」

「皇妃……？　失われたミタマシロ皇王の妻……？　ヒツギ＝ツルギの……？」

「アサルトＳＳ」

　ツルギが、グイと自分の妃に迫せまる。

「イヤ、僕はキミをアサルトＳＳとは呼びたくない。それは機甲人間としてのコードネームなんだろう？　本当の名前があるんだろう？　教えてくれないか？」

「い、嫌いやだっ……。私は本当の名前を捨てて機甲人間になったんだ。女であることも。今さら人の妻になるなんて、まして王の妻に……」

　アサルトＳＳを名乗る彼女は、悪あがきするように真っ赤に火ほ照てった顔を横に向けた。

　しかしツルギは真まっ直すぐな瞳ひとみを揺ゆるがさず、彼女へ視線を注ぎ続ける。

「……ユズハ。コトホギ＝ユズハ」

「ユズハか。美しい名前だ。じゃあ改めてお願いする」

　ツルギは二、三歩後退してから膝ひざを地面に突つき、右手と左手をハの字に並べて、そのハの間に額を収めるように頭を下げた。

　作法に適かなった美しい土下座だった。

「コトホギ＝ユズハよ。アナタは『ラーゲリ』にいた頃ころから敬すべき指導者だった。実直で公正、他の教官のように小こ賢ざかしい姦かん計けいを弄ろうさず、みずからの信じるものに献けん身しんという形のみで尽くす。アナタほど清せい廉れんな人間は稀まれであろう」

「な、何を、そんな……!?」

「男としては敬服すべきアナタが、その実女だとわかった瞬しゆん間かん、僕の心はときめいた。何と魅み力りよく的てきな女性だと」

　平へい伏ふくのままツルギは拝おがみ倒す。

「このヒツギ＝ツルギの妃となっていただきたい。我わが子こを孕はらみ、ミタマシロ万ばん世せい一いつ系けいの流れを継ぐ一いつ枝しとなっていただきたい」

「い、嫌だ……！　私は機人連の戦士。仇きゆう敵てきである皇族の妻なんて……！　わ、私は知ってるんだ！　お前が女ったらしで、誰だれにでも優しくして、どんなヤツでも助けて、強くて、勇気があって、賢かしこくて、優しくて……！」

「お願いします」

「ダメだ、ダメ……！」

「お願いします」

「…………ふ、不束者ふつつかものですが…………」

　それは、ミタマシロにおけるプロポーズを受け入れた女性の決まり文句だった。

「わーい」

　品よく行くのはそこまでだった。ツルギは、お預けを解かれたイヌ並みに、意地を張れなくなったアサルトＳＳ改めユズハに飛びかかった。

「きゃあああああッ!?　やめッ！　違う！　今のナシ！　ナシ……ッ！」

「ユズハ、可愛いよユズハ。ユズハ、ユズハ？　ユズハ。うんそうだなユズハ。ユズハだ。ユズハユズハ……！」

「その名前で呼ぶなぁぁッ!?　私をそう呼ぶ人はもういないのにぃ……！　ツルギ、ツルギ……！　……………………好きぃ」

　ユズハは精せい一いつ杯ぱい抵てい抗こうを口にしたが、その腕うでは覆い被さるツルギの背中に回され、艶めかしい脚きやく線せんは、ツルギの足と絡からまり合った。

　いずれも刃の手足ではない。ツルギに授さずけられた女の手足。

「うわぁ……。皇族えげつない。えげつない皇族。純じゆん粋すいな力押しでさっきの敵まで堕おとしたよ……」

　この肉欲劇唯ゆい一いつの傍ぼう観かん者しやであるミコが戦せん慄りつ交じりに呟くのだった。

　そうしている間も、すっかりアサルトＳＳでなくなったユズハは、「嫌だ嫌だ」と言う唇で王の唇を受け入れている。

「……でもさあ色ボケども。盛さかり合うのもその辺にして、そろそろ移動しない？　自分が追われる身だってこと忘れてないわよね？」

　ミコが言うと、ユズハの艶えん身みを貪むさぼりまくっていたツルギの動きがピタリと止まった。

「散々予定が狂くるわされたけど、これでやっとアンタをオルトドクスへ連れていけるわ。カサンドラ猊げい下かもお待ちかねよ。遅おくれた分こっからは巻きで行かなきゃね」

　ミコは王国同盟から派は遣けんされてきたスパイである。

　同盟加入国というか盟主国であるオルトドクスの命を受け、ミタマシロ皇族の生き残りであるツルギの機人連脱だつ出しゆつを画策してきた。

　その結果がこの大だい騒そう動どうだった。

「…………そうだな。忙いそがしすぎて後回しにしてきたが、そろそろそっちにも言げん及きゆうするか」

「えっ？」

　その刹せつ那なだった。目にもとまらぬ速さで伸のびるツルギの手が、ミコの細い首を鷲わし掴づかみにし、握にぎり潰つぶさんばかりに締しめ上あげる。

「がはッ!?」

　喉を掴まれているミコから、苦しげな呻うめき声ごえが漏もれた。首の中を通る気道、頸けい動どう脈みやく、頚けい椎ついがまとめて圧あつ迫ぱくされ、ギリギリと危険な音をたてる。

「ツルギッ、何をしているのだ!?」

　ついさっきまで最大限に優やさしかった男が、別の女にその真逆の残ざん虐ぎやく行こう為いを行うことに、ユズハは戸と惑まどいを隠せなかった。

　ミコの喉のどを締め上げるツルギは冷れい酷こくに言い放つ。

「コイツはな、自分の目的のために『ラーゲリ』の訓練生を利用した」

　何も知らぬ若き訓練生の感情を操あやつり、扇せん動どうして『ラーゲリ』が引っくり返るような暴動を起こした。

　そして山野に潜ひそむ獣けものを野焼きで追い出すかのように、ツルギに機人連脱出を迫った。その火で、他ほかの者たちが焼け死ぬのもかまわず。

「どんな行動にも犠ぎ牲せいは出る。避さけられない犠牲を受け止め決断することも、責任ある者の役目だ。だがお前は、人の命を利用した。人が死ぬことそのものをもって利益を得ようとした。それだけは許さん、絶対に許さん！」

「がぁ……ッ！　くぉ……ッ!?」

「やめろツルギッ！　コイツ呼吸できてない。このままじゃホントに死ぬぞッ！」

　ユズハが必死になだめることでツルギは手を離はなし、窒ちつ息そく寸前まで追い込まれたミコは危機から脱した。

　地面に崩くずれ、止まっていた呼吸を再開しようとして思い切り咳せき込こむ。

「ユズハに免めんじて今回は許す。だがまた同じことをやれば窒ちつ息そく死しなんて生易しい死に方ができると思うな。首を引き千切ってやる」

「……なら、どうするっていうのよ？」

　喉を痛めつけられたしわがれ声で、ミコは昂こう然ぜんと言い返した。

「どっち道アンタは、ウチの案内で機人連から脱出するしかないのよ。機人連はアンタの存在に気づいた。アンタを捕つかまえるため『必要なる不平等レシヤチーハ』に追わせて、死ぬまでやめない。アンタが生き延びるにはウチに助けてもらうしかない。いい加減にそれに気づきなさいよ！」

　ミコの言うことも一方では正解だった。

『ラーゲリ』には警備兵が何人も残っていて、その口から今日の顛てん末まつが伝わるはずだ。

　ついに尻尾しつぽを見せた獲え物ものは、全力で追いかけられるだろう。

　機人連すべての目がツルギに向き、最初懸け念ねんされていた『草くさ刈かり』は行われない。

　その点救いと言えば救いだが、だがずっとそうだという保証はない。ツルギの逃とう走そうが長引けば、あるいはツルギが完全に消息を絶ち再び機人連から見えなくなれば、草の根作戦が再開される可能性は充じゆう分ぶんにある。

「……やはり、すべての元げん凶きようはあの『宣託』か」

　王国同盟盟主、オルトドクス法王カサンドラの必ず的中する予言。

　それによってツルギの存在が仄ほのめかされ、ここまでの危急に発展した。しかも状じよう況きようはさらに混こん迷めいを深めつつある。

　ならば、やることは一つしかなかった。

「起きろ」

　いまだ地面に這はいつくばっているミコを、ツルギは強ごう引いんに抱だき起おこした。それをユズハはオロオロと見守ることしかできなかった。

「お前が他人を利用するなら、僕ぼくもお前を利用してやる。僕をオルトドクスまで連れて行け、望み通り案内させてやる」

「どうするんだ、ツルギ？」

　ユズハが心配そうに尋たずねた。

「今回すべての元凶は、オルトドクスの新法王がいらんことを言ったからだ。そのおかげで機人連は混乱し、多くの命が無む駄だに失われようとしている。それを止めるには、元凶そのものを取り除くしかない」

「何を言ってるの？　まさか…………!?」

　ミコが、その先の結論に気づき狼ろう狽ばいの声を上げた。




「オルトドクスに行き、新法王カサンドラに会って直接要求する。即そく位い式しきで出した『宣託』を撤てつ回かいしろと」




「な……ッ!?」

「何だと……!?」

　ツルギの宣言に、違ちがう陣営の二女性は同じように驚きよう愕がくし、表情を凍こおらせた。

「そ、そんなことできるわけないでしょう！　バカじゃないの!?」

「こればかりはソイツと同意見だツルギ。カサンドラ法王の『宣託』は、即位式における演説の中で語られた。つまりそれは、オルトドクス法王国の公式見解ということだ」

　国一つが、自分たちの正式な意向として発表した、ということだった。

　である以上、みだりに覆くつがえしたり修正したりすることなどできない。そんなことをすれば国家がウソをついたことになり、国そのものの信用が失われるからだ。

「国はウソをつけない。国が正式に発表したことは、後でウソだとわかっても本当だと言い続けなければならない。ましてあの『宣託』は真実なのよ！　証しよう拠こはアンタ自身！　アンタが直接オルトドクスに乗り込んでも『宣託』が成じよう就じゆしたってことでカサンドラ猊げい下かは大喜びするだけよ！　撤回なんて絶対しないわ！」

「誰がお前の意見を聞いた？」

　ツルギは、ミコの襟えり首くびを掴つかんで眼前まで引き寄せる。やはりその動作は乱暴だった。

「お前は、お前のやりたいことをやればいいんだ。僕をオルトドクスに連れていきたかったんだろう？　やっていいと言っているんだ。王国同盟のイヌとして喜んで実行しろ」

　普段のツルギからは想像もできないほど傍ぼう若じやく無ぶ人じんな言動。

　怒いかれる王者の振ふる舞まいだった。

　その怒ど気きに飲み込まれたミコは、心を消し飛ばされたように呆ぼう然ぜんとして、

「は、はい……！」

　と答えることしかできなかった。

　さらにそのやり取りを外から傍ぼう観かんするユズハも、口出しするどころか一言も発することもできなかった。

「仕方ないから、行くかオルトドクスへ。だが悪い子にはお土産みやげナシだ」

　場の流れは完全に、ツルギ一人に支配されていた。







差し込みファイル







　それからきっかり二十四時間後。

　ナカウ＝ヒデヨミは窮きゆう地ちに陥おちいっていた。

　親友ツルギによって『ラーゲリ』より逃とう亡ぼうできたものの、外の森林は想像以上に複雑で遭そう難なん。立ち往生していたところ別支部から送られた機人連の応おう援えん兵へいに発見され拘こう束そく。『ラーゲリ』へと連つれ戻もどされていた。

　彼かれと同じ境きよう遇ぐうの訓練生は他にも何人かいて、銃じゆうをもった兵士に囲まれる中、固まって一か所に座すわらされている。

　生きた心地がしなかった。何しろ彼らが逆らったのは機人連の汚よごれ仕事を一手に引き受ける諜ちよう報ほう機関『必要なる不平等レシヤチーハ』。

『平等』を理想とする機人連において本来あってはならない名をもつ組織。裏に潜ひそみ決して表に出ることのない秘密組織。反逆者への扱あつかいなど推おして知るべしだろう。

　待っているのは処しよ刑けいか拷ごう問もんか。

　想像するだけでヒデヨミの膝ひざが震ふるえた。

「……ですので、すべての責任は戦闘教官アサルトＳＳにあるのです、ハイ！」

　ヒデヨミの視界の端はしでは所長モダサ＝シモゲダサが自己弁護に唾つばを飛ばしていた。

　訓練生の大半は逃にげていなくなり、ツルギの『神助デヴアイン』によってほとんどの建物が半はん焼しようもしくは全ぜん焼しよう。

　もはや『ラーゲリ』自体がスパイ養成所としての機能を停止し、立て直しの目め途ども立たない。

　所長としては、何としてもその責任を回かい避ひしたいところだろう。

「ワシは止めたのです！　ですがアサルトＳＳは無視して勝手に発はつ砲ぽう許可を出し、混乱を増大させました。結果収しゆう拾しゆうがつかなくなり、ワシの手ではどうにも……！」

「……く、訓練生の中に、皇族の生き残りがいたらしいな？」

「ははは、はい……」

『ラーゲリ』の中で王様のように振ふる舞まっていた所長の、あの縮み上がりよう。

　一体誰と話しているのだろう、とヒデヨミは思った。

　彼の位置から遠目に見えるのは、平身低頭するモダサ所長だけ。その相手は、戦車のように大きな車の陰かげに隠かくれてわからなかった。

「……し、失態だな。我らにとって、最大の敵がすぐそこに隠れていながら、気づきもしなかったとは」

「ワシは所長としての仕事に忙ぼう殺さつされておりましたので、訓練生一人一人まで気が回らず……。それもアサルトＳＳが悪いのです！　訓練生の直接指導はヤツの仕事でしたので」

「……そ、そのアサルトＳＳは、どこにいる？」

「皇族の追つい跡せきに出たまま消息を絶ちました。恐おそらくは、やられたのではないかと」

　だからこそ死人に口なしとばかりに責任を丸まる被かぶせするモダサ所長だった。

「……い、イヤ、それはない」

「えッ？」

「……あ、アサルトＳＳは機甲人間。そして現存する機甲人間には、『ガルガンチュア・モジュール』と共に、発信機が取り付けてあり、遠えん隔かくからでも位置がわかるように、なっている。アサルトＳＳの反応は、現在も移動中。依い然ぜんとして皇族を追跡しているのか、捕つかまったか」

「素す晴ばらしい！　さすがは『必要なる不平等レシヤチーハ』の特務エージェントですなイスクルジッキ殿どの！　この『ラーゲリ』所長モダサ＝シモゲダサ、感服いたしましたぞ！」

　特務エージェント。

　その言葉がヒデヨミの耳に一ひと際きわ強く引っかかった。『ラーゲリ』の講義で学んだ『必要なる不平等レシヤチーハ』の組織図では、様々な階級に分けられるエージェントの中で特務エージェントが頂点に立つ。過か酷こくな競争を勝かち抜ぬいて正規スパイになった者の中から、さらに一ひと握にぎりのスパイしかなることができないまさにエリート中のエリートのはずだ。

　そんな凄すご腕うでが、あの戦車の陰にいる。

「……べ、別の報告では王国同盟のスパイが一人、皇族に寄より添そっていたらしいな。アサルトＳＳの反応の下にいるのは、最低でもそれら三人、というわけか」

「そのとおりでございます！　さすが特務エージェント。仕事を進めるのが早い！」

「……こ、これでもうお前に聞くことは、何もない」

「わかりました、ではワシは失礼して復旧作業に……」

「……し、死ね」

「えッ？」

　その瞬間ヒデヨミは見た。モダサ所長の前にあった戦車が大口を開けて、人間一人を丸まる呑のみにするのを。

　車が、人間を、食べたのだ。

「ぎゃああああああああッッ!?　いでええええええええッッ!?」

　モダサ所長の絶ぜつ叫きようが、焼やけ跡あとの空に響ひびき渡わたる。

「……こ、皇族が近くにいながら見み逃のがし続けた失態、許されない。『ラーゲリ』も解体が避さけられぬ以上、所長が生きる理由もない。一いつ緒しよに処理してやる」

「いだい！　いだいいだいいだい！　助けて！　ワシは悪くない、すべてアサルトＳＳが！　ワシは、ワシだけは死んじゃダメぇぇぇぇぇ……!!」

　ガシャン、ガシャン。

　戦車は上うわ顎あごと下した顎あごを何度もぶつけ合わせ、そのたびに圧力で血が噴き出す。千切れた手足も隙すき間まからこぼれる。

　所長の断だん末まつ魔まは最初の二回ですぐ途と絶だえ、後は肉の潰つぶれる音がどんどん薄うすまり、金属同士のぶつかり合う音に交代していった。

「ひぃえええええええッ!?　おえぇぇぇぇぇぇぇぇぇーーーーッ!?」

　物言わなくなった所長の代わりにヒデヨミが衝しよう撃げきと恐きよう怖ふによる悲鳴を上げた。それ以外からも悲鳴は其そ処こ彼かし処こで上がった。

　戦車がぐるりと向きを変え、ヒデヨミの方へと近づいてくる。

「ひぃぃぃぃぃッ!?　来るなッ！　来ないでぇぇぇッ!?」

「……こ、コイツらは使えるな、オレが貰もらおう」

　と、戦車は言った。

　正確には戦車ではなかった。

　戦車のように肥大化した『ガルガンチュア・モジュール』の塊かたまり。体の内側どころか、外側にまで武装を追加して、いくつも追加して、逆に本体が『ガルガンチュア・モジュール』に埋うめ込まれるような形になった機甲人間。

『ガルガンチュア・モード』を発動しながらも、生命維持装置を外付けされたことで死を免まぬがれた永久可動型機甲人間の実験トライアル機。

　それがこの機械の怪かい物ぶつ、『必要なる不平等レシヤチーハ』特務エージェント。

　機甲人間イスクルジッキだった。

「……こ、これより皇族追跡の任務はオレが指揮を執とる。『平等』の敵よ。今からオレが、噛かみ砕くだきに行ってやる、ぞ」







ファイル３　変身『スキン・ウォーカー』







　さらに三日が経たった。

「カサンドラ法王に『宣せん託たく』を撤てつ回かいさせる！」と高らかに宣言したツルギであったが、そのためには王国同盟の一角オルトドクスに行かなければならず、結局はミコの敷しいたレールに乗って機人連を脱出するより他なかった。

　あの池のほとりでの戦いを終えた後、とりあえず車を調達し直して本格的に逃走開始。主要都市の一つまで向かい列車へと乗のり換かえる。

　西行きの列車だ。

　現在のところ機人連でもっとも速い移動手段であり、ミコの計画ではこれに乗ったまま国境を越こえるつもりらしい。

　列車内では、ツルギたちのために個室席コンパートメントが用意されていて、ゆったりくつろげる広い座席はもちろん、簡易ベッドや専用トイレやシャワールームまで付いていた。

　事前のミコの説明通りなら、ツルギはこの個室で人目を気にすることなく列車の旅を楽しみながら機人連を脱出することができる。

「思った以上に簡単なんだな」とツルギが呟つぶやいたら、「だから最初からそう言ってるでしょう！　アンタが率そつ先せんしてややこしくしてんのよ！」とミコからどやされた。

　そんなこんなで、ゴトゴト列車に揺ゆられながら……。

「あッ……、いやッ……！　そこダメぇ……ッ!?」

　簡易ベッドの上で、裸ら身しんをくねらせる美女がいた。その姿は妖あやしく淫みだらで、性的興奮に達しているのが一目でわかる。

　淫らさの原因は、彼かの女じよの表面をナメクジのように這はいまわる男の手の平。

「やめろ。……私は、女じゃない。……あっ。『平等』だから、性差だってない。……あんっ。だから私は、女であることを捨て、にゃああッ!?」

　全ぜん裸らのコトホギ＝ユズハに覆い被さって、ヒツギ＝ツルギが彼女の『女』を貪むさぼり中だった。

　触さわり、揉もみ、舐なめ、抱き合あう。思いつく限りの淫らな行こう為いのほとんどは、ツルギによってユズハの体に完かん遂すいされていた。

「いーえ、ユズハは女の子です。おっぱいは大きいし尻しりはまん丸いし、唇はむしゃぶりたくなるし。しかも優しくて自立した女性です。魅み力りよく的てきなのでエロいことをします」

「ちがっ。私は魅力的なんかじゃ、あんんっ……!?」

　プライバシーが保証されたコンパートメントの利点を最大限に活用していた。室内にはベッドもあるしシャワーもある。

　狭せまい室内に、男と女の汗あせが混じり合って独特の臭しゆう気きがこもる。

「……おっ、窓の外を見てみなよユズハ。牛が草食ってる」

「ダメぇ……！　牛なんかより私を見ろぉ。誰のためにパンツまで脱ぬいでると思ってるんだぁ……！」

「めんごめんご。お詫わびのキス」

「キス……、ちゅー……！」

　とツルギはユズハと、列車に乗ってから何百回繰くり返かえしたかわからない口づけを交かわした。

　着る物をすべて脱ぎ、自分の真実をすべて晒さらしたユズハは、軍服に身を包つつんでいた時からは想像もできないほど濃のう厚こうな『女』だった。

　胸むな元もとから腰こし回まわりにかけての肉付きはとても豊かで、こんなものをどうやって軍服の中に隠しきれたのかまったくわからない。

　ただ今は、その艶えん福ぷく溢あふれる体は一人の男の所有物だった。

「………………ユズハ、僕のことを好き？」

「ダメだ、言わない。あんっ。私は戦士だから……！」

「ウソでもいいから言ってみて？」

「……ウソでも？」

「そうそう」

「ツルギ好き、大好き。好き、好き、好き。愛してる。本当に、好き。好きぃ」

「ありがとう、僕も好きだよユズハ」

「好き、好き、大好き。好き好き好きぃ……！」

「もうその辺で」

　もはや身も心も完全に蹂じゆう躙りんされている機人連の戦士。

　戦士としての規律を砕くだかれ、凌りよう辱じよくの限りを尽くされ、誇ほこりと自意識を失った代わりに、抱かかえきれないほど巨きよ大だいな愛情を注ぎ込まれる。

　どうやらユズハは、かなり当初からツルギに好意を寄せていたらしく、それがアサルトＳＳだった頃の妙みような高評価の一因にもなっていたらしい。

　それが全力を出し切った上でツルギに敗北、その上命まで救われたことで好意はさらに上じよう昇しよう。とどめとばかりの皇族的力ちから押おしで手て籠ごめにされ、ユズハは今や自分が女であることを完全に思い出してしまっていた。

　男女は一つの生き物のように重なり合いながら、コンパートメントの簡易ベッドをギシギシ揺らしていた。

　元が簡易ベッドだけに激しい動きで壊こわしてしまわないかと心配になるほど。

　というか実際に心配げな顔で座席から情事を眺ながめる部外者が一人。

「何かセックスって言うより、コーナーポストに追い込まれた挑ちよう戦せん者しやをチャンピオンがボコボコにしてるボクシングを見てる気分……」

　王国同盟スパイ機関『魔女の悪行マレフイキア』の凄すご腕うでスパイ、フジミネ＝ミコが独り言のように言った。

「ウチ勘かん違ちがいしてたわ。ツルギくんってセックスに快楽だけを求めるリアリストだと思ってたけど、違うのね。セックスに思いきり愛情を求める、筋金入りのロマンチストだわ。普ふ段だんのアンタとまったく同じ」

「何が？」

「どーん」

「うわっ……？」

　いきなり飛びついてくるミコに、ツルギは慌あわてた。

　ユズハの上に覆おおいかぶさるツルギの、さらにその背にミコが折り重なってくるのである。

　ちなみにだが、ミコもまたツルギ、ユズハ同様一糸まとわぬ全裸だった。

　この狭い室内に、パンツ一枚と言えど衣服を着ている人間はいない。

　部外者も飛び込んで当事者になり、男一人に女二人。狭いコンパートメント内で揉みくちゃになっている。

「リアリストの仮面を被かぶったロマンチシズムの塊かたまりだってこと。そこに気づかなかったせいで最初の扱いを間ま違ちがえちゃったわ」

「何を言っているんだキミは……？」

「あぁ～、ツルギくんの背中おっきい！　ヒョロッちいようで実は鍛きたえてあるのよねー」

　体勢的に、簡易ベッドの上でミコ→ツルギ→←ユズハという状態になって、今やツルギは絶世の美女二人に前後からサンドイッチになっている。

　男なら身み悶もだえするほどの特等席。

「なあミコ……。何と言うかキミは、……強いよね」

「何が？　精力ならアンタの方が断然強いでしょう？」

　ツルギがミコのことを昂こう然ぜんと責め立てたのは、つい数日前のことである。

　男が女性にすべきでないほど暴力的に、ミコのスパイ的暗あん躍やくを厳しく非難した。

　あれだけのことをやられたら、口も利ききたくなくなる、となるのが普ふ通つうである。

　ミコは、ツルギが機人連を脱出するための重要な案内役で、機き嫌げんを損そこねるのは得策ではなかったが、人に嫌きらわれないための我が慢まんはしない主義のツルギは自制しなかった。

　が、それでもミコは、今日も今日とて以前とまったく変わらず、ツルギに媚こびまくり。

　ミコにとっても、ツルギは絶対取とり逃にがすことのできない保護対象であり、嫌なのを我慢して同行しているのか。仕事は仕事、個人の好みとは別と割り切っているのか。何にしろ、ミコのプロスパイとしての図太さというか、強したたかさというかを、またしても見せつけられた気分だった。

「ツルギくん何難しい顔してるのよ？　それよりウチにもチューしてよ、チュー」

「ああもう……」

　ツルギは、背中におぶさるミコをベッドに下ろす。ユズハとミコ、二人並んでツルギの下にいる。

「極ごく上じようフルーツ盛り合わせか。皿が小さいから上手うまく食わないとこぼれそうだ」

　と言いつつ、二人の唇くちびるやそれ以外の全部を交こう互ごに味わう。

　そのねちっこさ。十代の少年の色事とは思えない。

「あっ……、コラやめろ、私のおっぱいをオモチャにするな。こねてパンでも作る気か？」

「ぐぬぬ、男だったくせに立派なものをおもちになりやがって……！　ねえねえツルギくん。ウチのも揉んで、揉んで！　大きさはアレでも形と弾だん力りよくは評価Ａよ！」

「ひゃうっ……!?　今度は尻なのか？　……いいぞ、尻には自信あるんだ。『たくさん子を産めるデカ尻だ』って褒ほめられたことがある」

「えっ、ツルギくん!?　そんなとこも舐めるの!?　ウチもうツルギくんに何されてもいいけど、そこ舐めた直後にキスされるのはちょっと……、うぎゃー!?　早さつ速そく来たァーーーーッ!?」

「…………。ツルギ！　私にもそれしてくれ！　私はもうお前に屈くつ服ぷくしたんだから、どんな屈くつ辱じよく的てきなことしてもいいんだぞッ！」

　実に充じゆ実うじつした時間だった。

「……ぷはっ。オイこら王国同盟のスパイ。邪じや魔まするな。今は私がツルギに辱はずかしめられてるんだから、お前はあっちに行ってろ」

「……んちゅ。うるさいわよ機人連の男女。スパイが色いろ仕じ掛かけして何が悪いっての。大体、本当ならアンタなんか森ん中に置いてきてもよかったのに。って言うかホントに何で当然のように一緒にいるのよ？」

　ツルギのご馳ち走そうたちが、ベッドの上で言い争いを始めた。

「仕方なかろう、私はツルギの妃きさきにされてしまったんだ。妻は、常に夫に寄り添うものだ。そんな私たちに割り込んでくるな部外者！」

「本妻アピールうぜぇ！　アンタとツルギくんを二人きりにできるわけないでしょ！　アンタは機人連の機き甲こう人間なんだから、ちょっと目を離した隙すきに大事なＶＩＰを暗殺されたら堪たまったもんじゃないわ！」

「それはこっちのセリフだ王国同盟のイヌめ！　お前が裏に隠れてどんな悪わる巧だくみをしてきたかはツルギから聞いている。これ以上ツルギを陥おとしいれることがないよう、これからは私が見張っているから、出し抜けるなどと思うなよ！」

　要は双そう方ほうが、双方を監かん視ししているということだった。

　ちょっとでも目を離せば、最重要人物たるツルギにどんなアプローチをしてくるかわからない。両方がそう警けい戒かいし、互たがいに一秒も目を離さない。もちろん、一番大事なツルギからも。

　結果、列車に乗ってからも三人は常に一緒で、食事の時も、就しゆう寝しん中も、シャワーを浴びる際もトイレですらも離れることはしない。

　そこまで四六時中一緒にいられたら……。

「エロいことするしかないよね」

　ツルギは改めて、自分のために何でもしてくれる女性二人の唇を交互に舐めた。

「ふぁ……。……つ、ツルギ、お前からもこの女に言ってやってくれ。正式な夫ふう婦ふである私とツルギとの閨けい房ぼうを邪じや魔まするな、と」

「わん……。な、何が夫婦よ？　言っときますけどね、ツルギくんに抱かれた順番で言ったらウチの方が先なんですからね。そっちこそ先せん輩ぱい後こう輩はいの順を守りなさいよ！」

　たしかにツルギは『ラーゲリ』では名うてのプレイボーイであり、同級の女性訓練生を手て当あたり次し第だい食ってきたという悪歴がある。

　訓練生として潜せん入にゆうしていたミコにもしっかりツバは付けられていて……。

「ほぅ、抱かれた？　ほほぅ……？」

「アンタ……、男だった頃ころから完全に性格変わったわね……！」

「諜ちよう報ほう員いんとは言え事実を歪わい曲きよくさせるのはよくないぞ？　殿との方がたに『抱かれる』ということはな、ちゃんと最後までいたして、そう言うのだ」

「ぐぬッ!?」

　覿てき面めんというようにミコが苦しげに呻うめく。

　それが意味するものとは何か。

「私は知っているぞフジミネ＝ミコ。お前、ツルギと最後までいたしてないだろう？　やってないことをやったと触ふれ回まわるのは、スパイお得意のデマゴギーというわけか？」

「し、仕方がないじゃない……。初めてツルギくんとそうなった時は、あの真ま面じ目めくんが乱入して中断しちゃったし、シャワー室の時も邪魔が入ったし……。でも、でもツルギくん!!」

「は、はいッ!?」

　二人の上で天てん蓋がいになっているツルギ、急に凄すごまれビビる。

「何で最後までしてくれないのよ!?　『ラーゲリ』の時はともかく、ここに来てからは邪魔も入ってないじゃない！　そりゃ、そのロボット女が隣となりにいるのは落ち着かないけど、本格的な邪魔じゃないでしょう!?　なのに、その……！」

　ミコは急に赤面してゴニョゴニョしだした。彼女の羞しゆう恥ちスイッチはわかりにくい。

「それが正式な契ちぎりを交かわしてない女への扱あつかいということだ」

「うっさい自じ称しよう正妻！　アンタだってまだ処女じゃない！」

「ぐはっ!?」

　飛とび交かう爆ばく弾だん発言。

「列車に乗ってからウチらずっと一緒だったんだから誤ご魔ま化かしきかないわよ！　アンタも散々ツルギくんから撫なでられたり揉まれたり舐められたりしてるけど、……その、肝かん心じんのはまだじゃない！　夫婦になりきれてないじゃない！　そんなんで上から目線してんじゃないわよッ！」

「ぐぅ……ッ！」

　ユズハも顔どころか肩かた辺りまで真っ赤になる。

「「ツルギ」くんッッッ!!」

「ははははは、はいぃッッ!?」

　美女二人の剣けん幕まくに、容易に気け圧おされるツルギ。

「何でしてくれないんだ!?　私たちは夫婦だろう!?　しかもこんなに四六時中辱めておいて、最後の一線だけ手つかずとかわけわからんぞ!?」

「ウチってそんなに魅み力りよくない!?　なわけないわよね。ウチは『魔女の悪行マレフイキア』でも最高評価を受ける《スキン・ウォーカー》。ハニートラップにも自信あるんだから！」

　そう、列車に乗って散々淫いん蕩とうにふけってきたツルギだったが、その具体的内容と言えばユズハとミコの裸ら体たいを撫で回すとか、耳元で愛を囁ささやくとか、そこまでで終始していた。

「ま、まあ、それでもしっかり気もちよかったけどな……」

「ねー……？」

　互いにモジモジする二人。

「わ、わかった説明する。もちろん意味もなくそんなことしたわけじゃない。聞いてくれる？」

「うん」「聞こう」

　自然、ベッドの上で正座してしまうツルギだった。全裸で。

　それに釣つられてユズハとミコも正座で向かい合う。全裸で。

「……僕は、あれじゃない？　ミタマシロ皇族の最後の生き残りじゃない？　僕の体には千三百年続くミタマシロの血が流れていて、その血脈は何百人っていう皇王によって受うけ継つがれてきた。その末が僕だ。ここまでＯＫ？」

「そうだな」「だからアンタを巡めぐって大おお騒さわぎしてるんじゃない」

「その僕が女性と交わって、結果身み籠ごもらせてしまったらどうなる？　ミタマシロの血統は、さらにそのお腹なかの子に受け継がれていくってことだ。ミタマシロ皇族は、僕が最後じゃなくなってしまう」

「ん？」「え？」

「僕はね、ミタマシロの血統は僕を最後に途と絶だえさせるべきだと思うんだ。だから僕は死ぬまで子を授さずかるつもりはないし、その原因となる行為もしない。以上、説明終わり」

「ちょっと待てちょっと待て。すると何か？　アナタはミタマシロの血脈を断絶させるために子作りをしない、と？」

「イエス、マム」

「イヤ、アンタのわけわからない誓ちかいのためにこちとらマムになれないんだけど……。何それ？　意味わかんない。子作りしないとか言って限りなくそれに近い行為はやりまくってるじゃない？　何なの？」

「だって人ひと肌はだ恋こいしいから……」

　ツルギは悪びれずに言った。

「と言うかツルギ、お前、私にプロポーズした時『子供を産め』と明言していたではないか!?」

「あれはミタマシロ皇族が求きゆう婚こんする際の定型文みたいなもので……」

「……ハッ、そういえば！」

「どうしたのユズハちゃん!?」

　何だか二人の仲がいい。

「教官時代、女性訓練生から相談を受けたことがある。ツルギのヤツ女訓練生の多くに手を出しておきながら、その誰だれとも関係してなかったそうなのだ」

「は!?」

「ベッドを共にするところまではいくのだが、どいつもこいつもツルギのテクニック？　みたいなので満足させられて、最後までいたすことがなかったらしい。それで『女性としての魅力が足りないの？』と何人かから相談されたのだが……」

「待って。するってーと、信じられないことだけど、ツルギくんって……」

　女性二人から、途と轍てつもない疑ぎ惑わくの視線がツルギへと注がれた。

　手当たり次第に女を口く説どき、かつ少なからず成功しながら、誰とも最後まで関係したことがないという。

　それはつまり、言いい換かえれば……。

「どっ、どどどどどどど童どう貞ていですが？」

「認めるなら何故なぜつっかえる!?」

　疑惑は確信へと変わった。

「ちょっと信じらんない!?　マジ!?　アンタみたいな童貞がいるか！　正確には知らないけど何十人という女のパンツ脱がして肝かん心じんのことはしてなかったとか、どんだけ意志強いのよ!?　そこまでして王様の種を絶やしたいの!?」

　パンツを脱がされた何十人の中の一人が、代表するかのように憤ふん慨がいした。

「言うじゃん、国が滅ほろびたのに王が生きてるなんて滑こつ稽けいだ、って。我わが父である皇王は僕という血統を亡国の後も遺のこした。そこにどういう意思があるのかは知らないが、僕もまた子を残せる歳としまで達した以上、決断しなければならない。ミタマシロの血脈を続けるか、終わらせるか。僕は先代と違う決断をした、それだけ」

「アンタのお父様が、何故アンタを生き残らせたかなんて決まりきってるじゃない!!」

　ミコが裸はだかでツルギに迫せまる。

「ミタマシロを復興させるためよ！　たとえ一時は滅ぼされても、アンタという後あと継つぎがいれば国は復活する！　先皇スメラギ＝ジンギは、ミタマシロ復興の望みをアンタに託たくしたのよ！」

「その考えは間違いだミコ」

　即そく座ざに否定するツルギ。

「王国同盟に所属するキミがそう思いたいのはわかる。でもね、ミタマシロの民たみはもう決断したんだ。王による統治ではなく、機人連の『平等』による国家運営がいいと。だからミタマシロ皇族は滅ぼされた。皇王である父も死んだ」

「……」

「自分のことは自分でやるって民が決めたんだ。そしたらもう王様は何もできない。だからもうミタマシロの歴史は終わり。僕ぼくを政治的に利用したいっていう王国同盟には悪いけど、その思おも惑わくには乗れないよ」

「……前にも同じこと言ってたわよね、アンタ」

　ミコにしては意外なほど冷たい声だった。

「でも、そう思っているのはアンタだけじゃないの？　アンタのお父様、それ以前の歴代ミタマシロ皇王たちも、アンタにアンタの正当な地位を取り戻もどしてほしいって思っているんじゃないかしら？」

「……ミコ？」

「昔話をしてあげる。……ウチの父親はね、主計寮かずえのつかさに勤めていたの」

　主計寮。それはミタマシロ皇国で財政を司つかさどっていた局だった。税収を計算し、毎年の予算を組み、皇王へと奏上する。

　ミタマシロ皇国における財務を一手に引き受ける重要部署でもあった。

「ミコ。キミは……、ミタマシロ皇国人だったのか？」

　父親の官職を告げられて、即そく座ざにその結論に達するツルギ。

　しかしミコは、今は無視して続ける。

「階級は小属で偉えらくもなかったけどね。金数えが仕事なだけに口下手で不器用、小こ洒落じやれたジョークも言えない。本当に几き帳ちよう面めんだけが取とり柄えの人だった。……三年前のあの日、革命でミタマシロが倒たおれた日も、仕事に出ていったわ。母さんは『危ないから』って止めたのに、あのバカオヤジ、何て言ったと思う？」

『私たちの仕事は国の財を管理することだ。民が王を信しん頼らいして税を預け、その王が私たちを信頼して予算を預けている。私たちが仕事を怠おこたれば、民と王、二重の信頼を損ねることになる』

「……本当カッコつけちゃって。ミタマシロを倒した革命軍――今の機人連は主計寮にも押し寄せてきた。父さんたちは話し合って国庫を開放し、国有財産を明あけ渡わたすことにしたの。どんな形であれ国の主権は革命勢力に移ったんだから、その新しい勢力に財政を託たくし、滞とどこおりなく運営してもらうべきだって。既すでに決定された予算案も渡して、その通りに運営してくださいってお願いした。そうすれば民が飢うえることもないって、……でも」

　ミコは一度息いき詰づまった。

　そして息を整えてから、再び話し始めた。

「機人連は予算案を受け取らなかった。それどころか主計寮の役人を虐ぎやく殺さつしたの。『皇族に媚こびへつらう「平等」の敵』だって。結局主計寮に勤める人たちはほとんどが殺され、国有財産はヤツらの私物になってしまった。ウチはその話を、虐殺から生き延びたたった三人の父さんの同どう僚りようから聞いた」

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが降りた。

「その後ウチは、父さんの上司に当たる人の助けで機人連から脱だつ出しゆつした。王国同盟に亡命したの。そこで『魔女の悪行マレフイキア』にスカウトされてスパイになった。『魔女の悪行マレフイキア』は今、ミタマシロからの亡命者をたくさん雇やとい入れてるのよ。もちろん昔ミタマシロだった機人連に潜入させる目的でね」

「スパイを潜せん入にゆうさせるには、現地に溶とけ込むため現地で生まれ育ったという偽ぎ装そうが必要になる。だが本物の現地出身者をスパイに仕立て上げれば、偽装を仕込む手間が省ける、か」

　ツルギがやっと相あい槌づちの打てそうな文脈を見つけて指し摘てきすると、ミコは乾かわいた笑いを漏もらした。

「その通り。さすが元『ラーゲリ』の訓練生ね。そしてウチは『魔女の悪行マレフイキア』から最高評価を得て、アンタを探しだす任務に抜ばつ擢てきされた。アンタの生存が確かく認にんされれば、機人連をギタギタにすることができるって」

　彼女はそこまで強い目的意識をもって機人連に潜入していたのか。

　ヤツらの言う『平等』など嘘うそっぱちだ。ヤツらはただ権力を奪うばいたかっただけだ。そうミコの瞳ひとみが叫さけんでいた。

「アンタは、ウチが他人の命を利用したって言ったわよね？　その通りよ、それが下げ衆すなことだってのもわかっている。でもウチは父さんの仇かたきが討うてるなら何だって利用するわ。……ツルギくん、アンタはどうなの？」

「僕……？」

「お父様を殺されたのはアンタだって同じでしょう？　仇を討ちたくないの？　アンタのお父様はただ父親ってだけじゃない、ミタマシロ国民すべてが敬愛する皇王だった。そんな立派な人の無念を雪すすぐ気がないって言うなら、……アンタには失望したわ」

　そこまで言うとミコは簡易ベッドから降り、シャワールームへと歩いていく。

「『魔女の悪行マレフイキア』エージェントとしての仕事はきっちりこなすわ。どんなアンタだろうと必ずオルトドクスまで送り届ける。だからアンタも、ウチの手から離はなれるまで考えておいて。アンタが何をするべきか、を」

　そのままシャワールームの扉とびらが閉まり、向こうから湯の落ちる音が聞こえてきた。

　ツルギは、ベッドに取り残された形になった。

「…………」

　取り残されたツルギがまず最初に考えたことは「あの話は本当だろうか？」ということだった。

　ミコがミタマシロからの亡命者であり、自分の家族を壊こわした機人連への復ふく讐しゆうのためスパイになった、というのはいかにも道理に適かなっている。

　しかしスパイはウソをつく職業である。心に刺ささる創作話をでっち上げ、同情を誘さそい、思い通りにコントロールするなど、いかにもやりそうなことだ。

　ツルギも『ラーゲリ』訓練生としてそういう世界を垣間かいま見みた以上、ウソを見み抜ぬく眼力にはそれなりの自信をもっている。

　ミコがウソをついている素そ振ぶりは一いつ切さい見受けられなかった。視線は常に真まっ直すぐツルギを捉とらえていたし、呼吸のペースも興奮混じりではあったが不自然さはなかった。

　しかしそれでもミコは、西の諜ちよう報ほう機関が認めた一流スパイだ。

　ツルギごときでは見抜けないほどウソを隠かくすのが上手いという可能性も……。

「ツルギ」

　そんなツルギに寄り添うのは、この部屋のもう一人の住人だった。ユズハは豊かな体をぴったりくっ付けるように背後から抱だき着つく。

「……ツルギ。私は、貴族や王族といったヤツが大だい嫌きらいだ」

「何だよユズハまでいきなり？」

「だから私は機人連に加わり、『平等』の理想にこの身を捧ささげた。人間を捨ててでも、腐くさった連中を排はい除じよしたかった。……何故私がそう思うようになったのかは、いずれ話す。今はミコの事情だけを噛かみしめてやればいい」

「ユズハ……？」

「私が何を言いたいかというと、そんな王族嫌いの私ですらツルギのことは認めざるをえなかった。だから思ったんだ。ツルギこそ、本物の王と言える存在ではないか、と」

　機人連が、ユズハの思おもい描えがくような理想国家でないことは、ユズハ自身も薄うす々うす気がついている。

「ツルギ。お前が皇族の血統を残さぬと決断してなお、女と抱き合うのをやめられないのは、きっと王として人を愛することをやめられないからだ。男が女を愛する最上級の行為がそれだから、お前は女を抱きしめ続ける」

「そんな意識高い系なつもりはないんだけど……」

「いいや、きっとお前はやることすべてが気高いんだ。だから私は、お前がもっと新しい世界を築き上げられるんじゃないかと思っている。あのミコも満足できるような世界を」

　まず疑いの心を生んだツルギとは正反対に、ユズハはあの話を完全に信じてしまっているらしかった。

　スパイ養成所の教官だったにも拘かかわらず、彼女にはそんな純じゆん朴ぼくさがある。真実の中に隠れるウソを恐おそれない純朴さが。

「……ウソは使えば使うほど、真実を見失う、か」

「？」

「ユズハは僕にとって羅ら針しん盤ばんみたいな女性ってことさ」

　では、ミコはどうなのだろうか。ツルギにとってミコという女性は。

　ツルギは、とりあえずベッドから降りて、自身もシャワールームへ向かう。

　ズバンッ、とシャワールームのドアを開け、中にいるミコがビクリと振ふり向むいた。

「えッ!?　何よ、いきなり入ってこないでよ！　……って抱き着くな！　お尻に擦すり付つけるなッ！　っもう、何なのよ!?　そこまでやんなら、いっそきっちり犯しなさいよ！　ウチがアンタの子供産んで、その子に機人連滅ほろぼしてもらうんだから！」





＊　＊　＊






　シャワーを浴びてスッキリした後、三人は食堂車へと移動した。

　二十四時間エロいことだけしているわけにもいかないからである。腹は減るので何か食べなければいけない。

「しかし、こんなに堂々としてて本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　僕ら一応追われる身なんだけど？」

「だから何度も言ってるでしょう大丈夫って。王様のクセに気が小さいのね」

　なんやかんやですっかり機き嫌げんがよくなったミコ。コンパートメントの外に出るからにはちゃんと服を着ていた。

　そんな彼女の襟えり元もとに輝く徽き章しようがあった。悪魔を象かたどったデザインの徽章は、諜報機関『必要なる不平等レシヤチーハ』のエージェントだけが着けることを許される『スパイの証あかし』。

　ニセモノではない。本物だ。

　ツルギたちが『ラーゲリ』を出立する直前に渡されたもので、本来であれば『草くさ刈かり』という初任務に就つくはずだった彼かれらなのだから、もっているのも当然と言える。

「これを貰もらってから逃げられたのは幸運だったわ。誰かさんのせいで色々予定が狂くるわされたけど、少しぐらいは有利な条件を活いかせたわね」

「機人連領内では、平等民の各都市間の移動は原則禁止されている。それを免めん除じよされるのは、国家の重要任務に従事する『必要なる不平等レシヤチーハ』エージェントだけということか」

　と、同行するユズハが言い添そえた。

　彼女も現在軍服に身を包んでいて、その襟元には悪魔の徽章が輝いている。

　これも『必要なる不平等レシヤチーハ』附属のスパイ養成所『ラーゲリ』戦せん闘とう教官だった彼女が元々もっていたものだが、軍服の方は機人連に潜せん伏ぷくしている『魔女の悪行マレフイキア』のスタッフから提供されたニセ軍服だった。

　ちなみに男装する必要はもうないのか女性用の軍服を着用中。

　さらにツルギも同様に軍服と徽章を着用している。

「だけってことはないけど、一番勝手気ままが許されるのは国家の番犬『必要なる不平等レシヤチーハ』ね。コイツのおかげで各都市の検問所は顔パスってわけよ」

　ミコは、自分の襟元で笑っている悪魔を、指で一ひと撫なでする。

「でも、それなら本物の『必要なる不平等レシヤチーハ』エージェントと乗り合わせる可能性だってあるわけだろ？　鉢はち合あわせしたら……？」

「大丈夫よ。何しろ今は皇族ツルギくんが見つかったニュースで『必要なる不平等レシヤチーハ』全体がてんやわんや。エージェントのほとんどが発見地である『ラーゲリ』周辺に集まってる。あの辺に潜伏している『魔女の悪行マレフイキア』スタッフが、『皇族を見かけた』ってニセ情報を流しまくってるからなおさらね。真面目なエージェントなら逆方向の下り列車になんか乗らないわよ」

　非常事態を受けて検問もいつも以上に厳重だが、その命令を出した『必要なる不平等レシヤチーハ』に化けて標的がすり抜ぬけているとは誰も思うまい、というわけだった。

「ツルギ。少しは気を大きくもて。王たる者がビクビクしては示しがつかんぞ」

『平等』を理想とする機人連の戦士から注意された。

　もうわけわからなかった。

「この列車はブルグント帝国直通だから、乗ってるだけで機人連から脱出できるわよ」

「あのコーモリ国家か」

「また辛しん辣らつなツルギが出たな……」

「機人連と唯ゆい一いつ国交のある国で不ふ可か侵しん条約を締てい結けつ。非公式ながら通商までやってる。でありながら王国同盟の加入国。これをコーモリと言わずして何と言う。性しよう根ねが腐っているんだよあそこの連中は」

「やっぱりツルギくんあの国嫌いなんだ……」

「できることなら、あそこの帝王グンテルの首ちょん切って、頭ず蓋がい骨こつを盃さかずきに改造してパフェ盛りたい」

「まっ、まあ、そういう国があるおかげで国外脱出が容易なんだから。……と、とにかく今はご飯よ、ご飯。ベッドで汗かいたからお腹ペコペコ～」

「そうだな、空腹は最高の調味料というし、さぞかし美味おいしく感じるだろうなー」

　と、一行は食堂車へ向かうのだった。

　食堂車に着くと席は閑かん散さんとしていた。

　ミタマシロ時代に製造されたこの車両は、内装も整っていて気品があり、インテリアを担当した者の職人ぶりが窺うかがえるものだったが、機人連時代に移って時が経たち、所々の劣れつ化かを隠しきれなくなっていた。

　壁かべ材ざいに使われている上品な樺かば製せいのパネルは、タバコのヤニで黄色く変色し、窓は汚よごれ放題で、ひびが入ったまま放置されているものすらあった。純白のテーブルクロスは黄ばみ、新しいものに買い替える余よ裕ゆうもないというのが窺える。

　そして肝心の食事はというと……。

「不味まずい、ということはないけど……！」

「美味うまい不味い以前の問題だな。味がないんだから……」

　黒パンと水。

　メニューは以上だった。

　これはツルギたちがそう注文したわけではなく。純じゆん粋すいに食堂車で取り扱っているメニューがそれだけ、ということだった。

「申し訳ありません。平等委員会からの指示でして……」

　初老のウェイターが、真実申し訳なさそうにお冷ひやのおかわりをもってきた。せめてものお詫わび、というつもりらしい。

「平等委員会って、食堂車のメニューにまでいちいち注文つけてるんですか？」

「……はい。すべての人間は『平等』。だから食べるものにも差があってはならないと、レストランのメニューまで統一されているんです」

　それで出される食い物が黒パン一個とは。

「でも本当のところは違ちがうんです。今、国内では慢まん性せい的てきに食物が不足していて、この程度のものしか出回らないんですよ。何せミタマシロ皇国を倒したものの、代わりに機人連を立てた連中は、てんで政治がシロウトだから金の回し方も知らないし、農業家さんをどう支し援えんしていいかもわかっていない。今年の米、小麦を合わせた生産量は、ミタマシロ皇国が治めていた最後の年の三分の二いかないそうです。そりゃそうなりますよ」

　初老のウェイターは鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのか、随ずい分ぶん長く政治への愚ぐ痴ちを漏らし続けた。

「『平等』の妨さまたげになるから贅ぜい沢たく品ひんはダメ、嗜し好こう品ひんもダメ。そんなこと言ってたら経済が滞とどこおるのは当たり前です。そうして悪くなった生活を『平等』って言葉で誤ご魔ま化かしてる。でもね、アタシら一いつ般ぱん庶しよ民みんだってそろそろ気づきますよ。アイツらの言ってる『平等』なんて嘘うそっぱちだってね」

「何か、あったんですか？」

　ツルギが水を向けると、ウェイターの口はさらに滑なめらかになる。

「イヤ、アタシは今ではこんなところで雇やとわれ人をしていますが、ミタマシロ時代は商人だったんです。独立独歩でやっていまして、そういうフリーランスにとっては、古くからやっている老舗しにせの組合が障害でした。既き得とく権けん益えきってヤツですねえ。商売の旨うま味みは、全部そういう古株がしっかり抱かかえて、新参者を寄せ付けやしないんですよ」

「だから機人連が成立すれば、既得権益が崩くずれて自由な商売ができると思った？」

「ええ、ええ、その通りです。アイツらが『平等』なんて謳うたってるからなおさら、古い悪いものを一いつ掃そうしてくれるって。恥ずかしながらアタシも革命軍の旗振って応おう援えんしてました。しかしいざ機人連ができてみれば、アタシの商売は既得権益ごとボカンです。アタシの取り扱っているのがご婦人の化け粧しよう品ひんだったんで『人を塗ぬり分けするなんて「平等」じゃない』とか言われて全面禁止ですよ。それで食いっぱぐれたアタシは日ひ銭ぜにを稼かせぐため、こうして雇われ仕事をしてるってわけです」

　老人の目じりから、じんわりと涙なみだが滲にじんでいた。

　深い皺しわの刻まれた面めん貌ぼう。その皺の数と同じぐらいの経験やノウハウを、自分が選んだ道で積み重ねてきたのだろう。

　彼はそのすべてを失ったのだ。機人連の成立によって。

「……アタシたちは騙だまされたんですよ。『平等』なんて耳みみ触ざわりのいい言葉に。時代が変われば暮らしはもっと楽になる。そう思っていました。でも実際に出来たのは、決まりごとに凝こり固まっていた昔よりもっと酷ひどい世の中です。都合のいい物言いかもしれませんがね、帰れるもんならミタマシロの時代に帰りたいですよ」

　それは時代のうねりに翻ほん弄ろうされた老人の愚痴以外の何物でもなかったが、それを若いツルギ、ミコ、ユズハの三人は様々な思いで受け止めた。

　今なお『平等』の理想を信じているだろうユズハは居い心ごこ地ち悪く。逆に機人連を心底恨うらんでいるミコはそれ見たことかとばかりに。そして最後にツルギは、誰からも心しん底ていを窺わせない透とう明めいな表情で最初に口を開いた。

「ウェイターさん。そういうことはあまり軽々しく言わない方がいい」

「そうですね。特に『必要なる不平等レシヤチーハ』なんかの耳に入ったらどうなることか……。あれッ!?」

　といったところで老人の言葉が不自然に途切れ、喉のどから奇き妙みような音が鳴り出た。

　ツルギたちの襟元に光っている悪魔の徽章に気づいたのだ。

　諜報機関『必要なる不平等レシヤチーハ』は、母国の平等民にとっても悪名で知られている。公然の秘密というヤツで、国内の不ふ穏おん分子、叛はん逆ぎやく勢力を探りだし殲せん滅めつする秘密警察の職務も帯びているからだ。

　平等委員会に対して不満を漏らす人間など、即座に逮たい捕ほの対象となる。

「大丈夫です。僕たちはアナタを逮捕したりしません」

　安心させるようにツルギは言った。実際『必要なる不平等レシヤチーハ』の名を騙かたっているだけのツルギたちは逮捕などできるはずがない。

「社会ってヤツには、誰でも大なり小なり不満をもつものです。それをいちいち取り締まっていたらきりがありません。今アナタが言ったことは聞かなかったことにします」

「は……、そうですか」

　初老のウェイターはあからさまな安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「ただ、世の中はどうあるべきか、そう考える気もちだけは大事にしてください。アナタ方は、自分で自分の行く先を決められる世の中を選んだんです。民たみ一人一人がよい社会を思い描えがけば、現実の社会もきっとそれに近づいていきます」

「は、はあ……？」、

　老人は顔じゅうから噴ふき出だす汗あせを拭ふきながら、この不思議な雰ふん囲い気きの若者に注目した。

「……何やら、妙みような気分ですなあ。アナタを見ていると、とても懐なつかしい気がします」

「はい？」

「アナタのような話しぶりをどこかで聞いたような。……そう、皇王様です。革命戦争で亡なくなられたスメラギ＝ジンギ陛下にそっくり……、ぎぶぃッッ!?」

　ズドンッ。

　初老のウェイターは、それ以上喋しやべることはできなくなった。

　喋る頭を破は壊かいされたからだ。ツルギ、ミコ、ユズハの目の前でウェイターは頭部に赤い花を咲さかし、血と脳のう漿しようを食堂車中にばら撒まいた。

「なッ!?」

「銃じゆう撃げきだッ！　伏ふせろッ！」

　ツルギの言葉を証明するように、食堂車の窓が一いつ斉せいに砕くだけた。銃じゆう弾だんの群れが雪崩なだれをうって車内に飛び込み、黄ばんだ壁を破り、埃ほこりを被かぶったランプを割り、椅い子すや机を吹っ飛ばす。

　窓まど枠わくの外、線路脇に広がる平原では列車に並走する何台ものジープを見つけることができた。

「まさかッ！　『必要なる不平等レシヤチーハ』の追っ手ッッ!?」

　ツルギたちに困こん惑わくの暇ひまも与あたえず、ジープ群から第二波、第三波が撃うち込まれる。それはもう狙ねらい撃ちなどという悠ゆう長ちようなものではなく、横殴りの鉛なまり玉だまの雨だった。

　狙そ撃げき用ライフルは、ジープ群に搭乗するエージェント全員に行き渡わたっているらしく、その一斉射撃は機き関かん銃じゆうに匹ひつ敵てきする凄まじさで食堂車の壁を穴だらけにする。

「ぎゃあッ!?」「ぐわッ!?」「いでえッ!?」

　食堂車にいたのはツルギたちだけではない。最初に被ひ弾だんしたウェイター以外にも別のウェイター、ウェイトレスもいたし、機人連関連の仕事で乗り合わせた無関係な乗客も少数だがいた。

　そんな人々の体に、凶きよう弾だんがめり込んでいく。

「クッソ……！　見境なしにやりやがって……！」

「ツルギ！　私に任せろ！」

　いつの間にかユズハが壁かべ側がわに立ち、ツルギたちを銃弾から守るように我わが身みを盾たてとしていた。

　最初食堂車の壁に隠れていたツルギたちだが、そんなものは容た易やすく貫かん通つうして盾代わりにもならないことにすぐ気付く。

　だからこそユズハは前へ乗り出していた。

「危ない！」と叫びそうなツルギだったが、余計な心配であることがすぐにわかった。

　ユズハの両手両足が剣けん刃じんと化し、その硬こう度どで弾だん丸がんを容易く弾はじいているのだ。

　ユズハは機人連が製造した機き甲こう人間。体内に機械を埋うめ込む人間兵器だ。

　しかし今のユズハは、かつてツルギと戦った時のような痛々しい歪いびつな変形はしていなかった。

　まるで液体金属が流動するかのように、乙おと女めの細ほそ腕うでが聖せい剣けんに変わる。

「『婚儀くなぎ』の恩恵らしい」

　ミタマシロ皇王のみが催もよおせる『婚儀くなぎ』。自分の妃きさきに『神助デヴアイン』を分わけ与える婚礼儀ぎ式しき。

「『和合』の『神助デヴアイン』を分け与えられた私は、一度発動したら死あるのみという機甲人間の宿命を乗り越こえた。そして機甲人間として今までにないステージに立った」

　ボロボロになった食堂車の壁、その隙すき間まから見えるジープ群に、ユズハは刀剣化した腕うでを突つき出した。照準を合わせるように。そしてその切っ先から糸のように細いワイヤーが飛び出す。

　まるでクモが糸を吐はくかのように生体的に、自然に。

　飛ひ翔しようするワイヤーはジープの一台に突き刺さり、まるでフックでもかけたかのようにしっかりと食い込んだ。

「ツルギから、愛情と共に与えてもらった『和合』の『神助デヴアイン』で、私の中で生体と機械は完全に融ゆう合ごうし、整合化した。今の私は、命を犠ぎ牲せいにすることなく『ガルガンチュア・モード』を自在に操あやつる機甲人間。永久可動型機甲人間だ！」

　ユズハは、ジープと繋つながったワイヤーを思い切り引っ張り、さらに巻まき戻す。

　その勢いに逆らいきれず、ワイヤーを食い込まされたジープはバランスを崩しながら横転。並走していた数台の僚りよう車しやを巻き込みながら。

　そのおかげでやむことのなかった銃弾の雨が勢いを弱める。

　ツルギの視線が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ横を向いた。地面に転がる、頭の上半分を失った初老のウェイターへ。

「……関係なかっただろう」

　ツルギの足元に、役目を終えて床に転がる弾丸があった。

　それを拾い、火をつけたマッチと共に強く握にぎる。

「…………僕たちとは関係なかっただろうがッ!!」

『和合』の『神助デヴアイン』によって、本来なら燃焼することがない金属も、僅わずかでも燃える特性を備えていれば無理やり結びつけることができる。

　炎ほのおと融合した弾丸を、ツルギは元の持ち主へ投げ返す。人力にも拘かかわらず銃じゆう口こうから撃ち出したかと見み紛まがう速度で炎えん弾だんは駆かけ、ジープの車体を容易く貫き、その奥おくの燃料タンクに侵入する。

　即座にガソリンが引火、周囲の数台を巻き込みながら大だい爆ばく発はつを起こした。

　まばらに散った他の車も、ユズハのブレードが遠えん隔かくで斬きり裂さき、走行不能にしていった。

「全部潰つぶせたな……。でも、すぐまた追加が来るぞ」

「それよりも、どうやってウチらのこと見つけたのよ!?　国境前まではまず大丈夫だと思ったのに早すぎるわ！　まるでウチらの居場所がわかってたみたいに……！」

　食堂車は見る影かげもなくボロボロになり、割れた窓から吹き込む風がツルギたちの頬ほおを叩たたく。

　不幸な同乗者はすべて死ぬか逃にげるかしてしまい、その場には当事者としての三人しかいなかった。

　その中の一人、ユズハは、他二人が喧けん々けんと言い合うのを余所よそに、ただ黙だまって俯うつむいていた。眉み間けんに皺を寄せ、剣から戻った手を固く握りしめている。

　その様子のおかしさに、さすがにツルギも気づく。

「……どうしたユズハ？　やっぱり体を機械化して調子悪くなったのか？」

「………………すまない」

「えっ？」

　その謝罪の言葉は、一体誰に向けられたものだったのか。

　彼かの女じよの視線の先に、物言わなくなった初老ウェイターの亡なき骸がらがあった。

　その時、まっすぐ立っていられないほど激しい揺ゆれがツルギたちを襲おそった。まるで大地震のような。それと同時に鼓こ膜まくを斬り裂さくような金属の摩ま擦さつ音おん。

「うわわわわわわッ!?　何!?　今度は何が起こったの!?」

「列車が止まった!?」

　ツルギが言う通りだった。激しい揺れが収まった時、外の景色は流れるのをやめ、停止してしまっていた。

　揺れは急ブレーキに伴ともなう振しん動どうで、金属音は車輪と線路が激しく摩擦する音だった。

　先頭車両に何か起こったことは間ま違ちがいない。

「行くぞッ！」

　真っ先に飛び出したのはツルギ。それにミコ、ユズハが続く。

　先頭車両まで駆かけ上のぼり、運転席のドアを蹴け破やぶるように開ける。その彼の目に、前方の窓越ごしに飛び込んでくる、鋼はがね色いろの異形。

「何だあれはッッッ!?」

　戦車と見紛う超大型の鋼鉄の塊かたまりが、列車の進路を塞ふさいでいた。

　列車はそれにぶつかりそうになって急ブレーキをかけたのだ。

　見上げるような機械の山が、命を吹き込まれてひとりでに動き出した。

　そう思わせるような鋼鉄の怪かい物ぶつ。

　一言で言い表せるようなスマートな特とく徴ちようはない。正しよう真しん正しよう銘めいゴチャゴチャとしたものが寄り集まった鋼鉄の集合体だった。

　しかし、ただ一点。ただ一点だけ、鋼鉄でない有機的な部分があった。

　鋼鉄の山の中腹部分に、ニョキリと突き出す人の頭。

　その頭が、窓ガラスの向こうからツルギのことを睨にらみ付けた。

　ギョロリと眼球が動くのがツルギから見てもハッキリわかった。

「……き、貴様が、皇族の生き残りか？」

「な……ッ!?」

　あまりの不気味さに、ツルギは一歩後ずさる。

「……ひ、一目見ればわかる。自分だけは違う。そんな雰囲気を全身から放っている。許しがたき、『平等』の敵……！」

　ツルギは慌あわてて運転室から出ると、列車の連結部分から外へと飛び降りる。

「ツルギくん！」

「どうしたツルギッ!?」

　途と中ちゆうで合流したミコ、ユズハも一いつ緒しよになって転がり降りる。

　外から列車の先頭へ回り込むと、見上げるほど巨きよ大だいな鋼鉄の怪物は、さらにそれ以上の圧力を放ってツルギたちに対たい峙じした。

「ヒィ……ッ!?　何なのこれッ!?　巨大な金属の、バケモノ……ッ!?」

「『ガルガンチュア・モジュール』の集合体……！　まさかこれが、噂うわさに聞く永久可動型機甲人間の実験機……ッ!?」

「ちょ、ユズハちゃん!?　もしかして知ってるの、この粗そ大だいゴミの怨おん念ねんから生まれたガラクタオバケみたいなヤツ!?」

　ミコからの質問に、ユズハは顎あごに滴したたる汗あせを拭ぬぐいつつ答える。

「我々機甲人間は、一度力を開放すれば死ぬしかない使い捨て兵器。そこまでは知っているな？」

「う、うん……」

「しかし、機人連の技術者とて、いつまでもその欠けつ陥かんを放置してはいない。何度でも連続使用可能な機甲人間の研究は、革命が起こる前からスタートしていた。そのアプローチの一つとして、一度『ガルガンチュア・モード』を発動させた機甲人間に外側から生命維い持じ装置を取り付け、延命させようという試みがなされた。その結果がヤツだ」

　人工心臓。携帯型人工透とう析せき器。点てん滴てき式栄養補給パック。細胞保存剤。

　それら保全機能を守るためさらに外側から何種類もの『ガルガンチュア・モジュール』で包つつみ込み、結果移動要よう塞さいのごときにまで肥大化した元人間の成れの果て。
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「『必要なる不平等レシヤチーハ』特務エージェント。コードネーム、イスクルジッキ。噂には聞いていたが、この目で見るのは私も初めてだ」

　線路を塞ぐ金属の山がのっそりと旋せん回かいし、中腹から伸びた人間の頭がツルギたちを見下ろした。

「……あ、突撃アサルト型機甲人間『連刃セリアル・シツクル』。貴様からの反応は、追つい跡せきに役立ったぞ」

　イスクルジッキなる怪物の眼球が、ユズハの方へ向いた。

　共にいるツルギとミコの視線も。

「……何？　アイツが言ったの、どういう意味？」

　ユズハは、一瞬自身の表面を液体金属のように波は紋もんを打たせてから、みずからの胸に指を突き刺した。

「うッ!?」「何をッ!?」

　驚おどろくツルギ、ミコの前で、胸から引き抜かれたユズハの指には、突き刺す前にはなかったはずの小さな筒つつのような機械が握られていた。

「発信機だ」

　ユズハは説明した。

「機甲人間は、今現在でも機人連が保有する最強の自律兵器。それを厳密に管理しようとするのは当然だ。そのため機甲人間には『ガルガンチュア・モジュール』と共にパルス式発信機が埋め込まれ、位置の特定に利用されている」

「あ、アンタ……ッ！」

　ミコの声が震える。

「アンタのせいねッ!?　アンタが垂れ流した小便の臭においを、このバケモノが嗅かぎ付けてきたってことねッ!?　何てことしてくれてんのよッ!?　ツルギくんの妃だなんて得意ぶっていながら、やっぱりアンタは機人連の忠犬だったってことじゃないッ！」

「イスクルジッキ殿どの」

　ミコの罵ば倒とうをひとまず無視し、ユズハは鋼鉄の怪物を見上げる。

「何故なぜ列車を攻こう撃げきしたのです？　アナタの巨きよ体たいをもってすれば列車を止めるなど容た易やすいことですし、実際そうした。なのにそれに先んじて部下に銃撃させるなど、何の意味があったのですか。そのせいで、出る必要のない犠ぎ牲せい者しやが出てしまった！」

「……し、知らんな。銃撃は、ここまで同行してきた『必要なる不平等レシヤチーハ』エージェントがやりたいと言ったので、許可した。手て柄がらが欲ほしかったのだろう。その結果が、あれだがな」

　イスクルジッキの眼球が、遠い平原から立ち上る黒こく煙えんへと回る。

　ユズハは下した唇くちびるを噛かみしめて、噴出しそうな何かを堰せき止めた。

「……ツルギ、ミコ」

　今はまだ同じ側に立って同じ方角を向いている二人に、ユズハは語りかける。

「私を裏切り者と呼びたいならそれでもいい。だがその前に、私がこれから言うことを真剣に考えてほしい。お願いだ」

「ユズハ…………？」

　その余りに真剣な横顔に、ツルギは何も言い返せなかった。

　そしてユズハは、決意と共に歩み出す。

「イスクルジッキ殿。アナタが皇族抹まつ殺さつの任を帯び、ここまで追ってきたことは承知している。そこで私から提案がある。聞いてほしい」

「……て、提案、だと？」

「今回の問題点は、根絶されたと思われていた皇族の生き残りが今になって発見された、ということにある。平等委員会は機人連安あん泰たいのため、何としてもミタマシロ皇族を抹殺したい。しかし、ここでツルギを殺しても安泰は得られない。何故なら、皇族の生き残りがこれで最後だという保証はどこにもないからだ」

「……、……」

　イスクルジッキは、黙ってユズハの言葉に耳を傾かたむけているように見えた。

「今回の事件が浮うき彫ぼりにしたのは、それだ。皇族の生き残りは、他にもまだどこかにいるかもしれない。である以上機人連は、これからもミタマシロの亡ぼう霊れいに悩なやまされ続ける。その問題を根本的に解決するためには、機人連を盤ばん石じやくにするためには、もっと別のアプローチが必要なのだ」

　ユズハの視線が、ツルギを真っ直ぐに捉とらえた。




「このミタマシロ皇族ヒツギ＝ツルギを、平等委員会の一員に迎むかえるのだ！」




「なッ!?　……バカじゃないのッ!?」

　最初に噛みついてきたのは、やはりというかミコだった。

「そんなことできるわけないじゃない！　ミタマシロ皇国と機人連は、これ以上ないくらい敵同士なのよ！　不ふ倶ぐ戴たい天てんよ！　ミタマシロの長となるツルギくんに、機人連と和解しろっていうの!?」

「しかし、それが実現すれば旧ふるきミタマシロと新しい機人連が一つになり、国政は安定する。ミタマシロ復興を掲かかげて攻せめ入ろうとする王国同盟も、大たい義ぎ名めい分ぶんを失う。それができるのは、現状ミタマシロ皇族最後の生き残りとされるツルギだけだ！」

　ユズハがますます強くツルギを見み詰つめる。

「ツルギが機人連の中核メンバーとなれば、ミタマシロが機人連の『平等』の理想を認め、同調したことが嫌いやでも内外に伝わるだろう。ミタマシロの権けん威いが機人連に重なり、民たみは今以上に機人連へ従うようになる。王国同盟も我々を正当な国家と認めざるを得なくなる。それに……」

　ユズハはそこから先をあえて言わなかった。言わなくても通じるとわかっていたからだ。事実ツルギの脳内でカチカチカチ、とソロバンの音が鳴った。

　ユズハは、ツルギに機人連の王になれと言っているのだ。

　彼女は言っていた。『お前なら、もっと新しい世界を築き上げられる』と。彼女は何故かツルギのことを高く評価していて、機人連の権力の下もとにツルギがその王才を振るえば、過去の何よりも素す晴ばらしい国家を作り上げられると信じているのだ。

　差別ばかりだが貧ひん困こんがなかったミタマシロ。差別を払ふつ拭しよくした結果貧困になった機人連。

　ツルギが機人連の頂点に立てば、貧困も差別もない国家ができるのではないか、と。

「発信機をそのままにしてアナタが来るのを待ったのは、この案を聞かせるのがそれ相応の職位をもつ者でなければならなかったからだ。イスクルジッキ殿、アナタならこの案を平等委員会へ直接具ぐ申しんすることもできる」

　そして、ツルギやミコへの説得も一気に行うため、このタイミングをユズハは待ち続けていた。

「返答を聞こうイスクルジッキ殿！　我わが提案を平等委員会に掛け合ってくれるのか？　くださらぬのか？」

「……、……、……」

　鋼はがねの山は、微び動どうだにすることなくユズハを見下ろしている。

　それは彼女が話し始めてからずっとそうで、驚くべきその提案をどのように受け止めているのか、表情からはとても判断できなかった。

「……り、了りよう解かいした」

「えっ」

　グオンッ、と空気を斬り裂きながら巨大な物体が撃ち出された。

　その物体は、斧おのとも杭くいとも見分けがつかないが、とにかく凶悪な鋼鉄の塊で、凄すさまじいスピードでユズハの脇腹を貫つらぬく。

「ぐあッッ!?」

「「ユズハッ!?」」

　血をバラ撒きながら吹ふき飛とばされるユズハに、ツルギ、ミコも慌てて駆け寄よる。

　放った鋼鉄の塊をワイヤーで引き戻しながら、イスクルジッキは眼球をギョロギョロ回した。

「……き、貴様を破壊することを、了解した。機甲人間アサルトＳＳ。貴様は、『平等』の理想を汚けがした。よってオレが、処しよ刑けいする」

「何でよッ!?」

　傷ついたユズハに代わり、ミコが怒ど号ごうする。

「認めたくないけどユズハの提案は名案よ！　可能不可能は別として、機人連の安泰を考えるならベストと言っていいわ！　それをたかだか諜ちよう報ほう員いんに過ぎないアンタが、平等委員会にお伺うかがいも立てず勝手に判断を下すなんて、おこがましいにもほどがあるわよ！」

　ユズハの脇腹は獣けものに食いちぎられたように欠け、重傷であることが一目でわかった。

　そんなユズハをツルギが抱だきかかえ、ミコが庇かばうように鋼の怪物の前に立ちはだかる。

「……お、お伺いなど、必要ない。機人連の『平等』は、最高の理想。誰だれもそれを否定できない。誰もがそれを、正しいと認める。誰もがひれ伏す」

「何を言ってるの？」

「……び、『平等』の理想を疑うこと自体が、大罪。信じれば理想は、輝く。疑えば、曇くもる。アサルトＳＳ、貴様がやろうとしているのは、『平等』の理想を疑いで汚すこと。ミタマシロの力で補強せずとも、『平等』は全世界を支配する最高の理想」

　ギジギジと山が蠢うごめきだした。内部の金属パーツが軋きしみあって、甲かん高だかい耳みみ障ざわりな音を鳴らす。

「……そ、そして皇族。貴様は『平等』最大の敵。生まれた時から高貴な存在。そんなものは『平等』が許さない。貴様が最後であろうとなかろうとかまわない。何度生き残りが見つかろうと、『平等』の敵は何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも、何度でも…………！」

　ギョロリ。




「……何度でも殺してやる。『平等』を守る聖戦士、機甲人間イスクルジッキが」




　鋼鉄の山が本格的に蠢き、パーツの隙すき間まから蒸気が立ち上る。

　戦闘準備は万ばん端たん、と言わんばかりだった。

「マズいわよ……！　アイツ外見どころか頭の中までバケモノだわ！」

「ミコ！　代わりにユズハを抱かかえてくれ！　僕ぼくが出る！」

　傷ついたユズハを守る役目をミコと交代して、敵との直接対たい峙じに出るツルギ。

　実際のところ、三人の中で一番戦せん闘とう力りよくの高いユズハが大破してしまっては、戦いの役目はツルギがこなすよりなかった。

　ツルギの手から離はなれる直前、ユズハがすすり泣くような声で言う。

「……すまない、すまないツルギ。私はヤツの信念を見誤っていた」

「ユズハ……」

「あれはもはや狂きよう信しんだ。理想への傾けい倒とうが、あそこまで人を狂わせるなんて……！　すまないツルギ。あんな者が来るとわかっていたら、発信機なんてすぐ捨ててた。無む駄だな死人なんて出さずに済んだ。すまないツルギ、すまない……」

　傷の痛みよりなお自責で体を震わせるユズハ。そんな彼女の頭を、ツルギは撫でた。

「それでもキミには、実現させたい夢があった。そのために決断を下した。そうだろう？　今日はその決断が裏目に出て人を死なせてしまったけど、それによって生じた自責は、決断したキミが甘あまんじて受けるべきものだ。今はそれだけでいい」

「ツルギ……」

「キミの提案については、後でじっくり話し合おう。ベッドの上で、パンストの脱ぬがし方でも練習しながら。捩ねじれずに脱がすの案外難しいんだ、あれ」

　おどけつつ、ツルギは戦いへ向けて飛び出していった。

「何十人もの女のパンツを脱がせながら、まだ向上を目指す……。さすが皇族は姿勢が違うわね」

「ミコ、私は……」

「利用と決断、か。同じ悪いことしながら怒おこられ方に差があるのは不満だけど。アンタとは一度心行くまで語り合いたくなったわ。ツルギくんからの愛され方も含ふくめて、ね」

「酒を交えて、か？」

「嫌いやよそんな男おとこ臭くさいの。女の子同士ならスィーツを交えながらがいいわ。王国同盟のチョコミルフィーユは、黒パンなんかより断然おいしいわよ。一口で宗旨替えするぐらいに」

　そしてツルギとイスクルジッキの激げき突とつが始まる。

　既すでにツルギは、その両りよう掌てのひらに空気を集めて圧縮し、巨大なイスクルジッキのボディへ叩きつける。

「あれは私との戦いで使った空気と金属の『和合』！　空気中の酸素を鉱物と無理やり化合させ錆さびさせるあの力は、機甲人間への必ひつ殺さつ技わざ！」

「えっ、じゃあもう勝負着いたの!?　はやっ!?」

　ツルギの手と、イスクルジッキのボディとの接着面では轟ごう々ごうと空気が吸い寄せられている。

　しかし……。

「ッ!?　何だこの手応えは!?」

「……あ、甘い」

　イスクルジッキのボディから巨大なロボット・アームがせり出し、ツルギを殴なぐり飛ばす。

「ぐわッ!?」

　ツルギの攻撃が加えられた部分には、錆さびどころか汚れの跡すら付いていなかった。

「……そ、そこの小こ娘むすめと違い、オレは革命戦争の頃ころから『平等』の守護者として、戦いに明け暮れてきた。機甲人間となって、幾人もの皇族と戦ってきた。貴様らの忌いま々いましい力のことも、よく知っている」

「何だと……!?」

　ツルギは吹き飛ばされながらも、すぐさま体勢を立て直す。

「……た、対策も打たなかったと思うのか？　貴様らが金属を錆びさせるなら、錆びない素材で己おのれを構成すればいい。錆びにくい、ではなく、絶対に錆びない素材。今のオレを主構成するのは、非金属の超ちよう硬こう化かファインセラミック、だ」

　その瞬しゆん間かん、この怪物をユズハの時と同じ方法で仕留めるのは不可能だとツルギは悟さとった。

「イスクルジッキは、ガルガンチュア工法の粋すいを集めて作製された最強の機甲人間。私のような通常型とは設計思想からして違う……！」

　ユズハが、痛みに耐たえながら呟つぶやく。

「私に搭とう載さいされた『ガルガンチュア・モジュール』が『連刃セリアル・シツクル』一種のみであるのに対し、ヤツは可能な限りの武装を多種多様に盛り込まれている。それゆえにあの巨体なのだ。イスクルジッキはまさに一つの脳で動く移動要塞。ツルギ、私と同じつもりで戦うな……！」

「ユズハに勝った時すらギリギリだったんだけどなあ……！」

　こうなるとツルギの思考は戦うことよりも逃げることを選び始めていた。

　尻しり込ごみするツルギたちに、脅きよう威いは容よう赦しやなく迫せまってくる。

「……こ、殺してやるぞ、『平等』の敵」

　怪物級の巨体から、大きな剣のようなものが何本も突き出す。

「今度は何だッ!?」

　まるでハリネズミのようになった金属の山。次に突き出す剣たちは、先せん端たんから割れてさらに何本にも枝分かれし、まるで花咲くように広がっていく。

「…………プロペラ、ってヤツか？　飛行機についてる……!?」

「……も、物知りだな。ではついでに、死の感覚についても今日知るがいい」

　ツルギの推察通り、開花した剣は高速回転し、イスクルジッキ本体から分ぶん離りしたパーツを抱えて飛ひ翔しようする。

　人間一人分ほどの大きさの飛翔体は、総数八。それらは太いケーブルでイスクルジッキ本体と繋つながり、バラバラと音を上げつつ空を覆った。

「何だ……!?　金属の塊が、空を飛ぶ……!?」

「プロペラってヤツよ。細い翼つばさを高速回転させることで空気を上から下へ、物もの凄すごい速さで流してその反動で飛ぶの。あんなものまで武装に加えているなんて……！」

　プロペラで飛ぶビット。それらはツルギを逃げ場なく包囲する。

「……が、『ガルガンチュア・モジュール』、『死ぬまで働き蜂ワーカー・シーカー』。食くらって細切れになれ」

　イスクルジッキの宣言と共に、プロペラ付きビットが次々ツルギに襲おそい掛かかる。

「うっわッ!?」

　スピードもなかなか。ツルギは危あやうくかわすものの、勢いを殺さぬビットは地面に突とつ撃げきし、草や土をそのプロペラで斬きり刻きざむ。

「プロペラ兼けんブレードか……！　あれで敵を斬り刻むのが目的の武装だな？」

　一か所に留とどまらず、四方八方から襲い掛かってくるビットから逃げ続ける。狙いを外したビッドは軌き道どうを変え、さらにはＵターンし、執しつ拗ようにツルギを追い続ける。

「精密な動きだな……、どういう仕組みだ!?」

　そう、プロペラ式ビットの攻撃はとても正確で、機械の動きとは思えない。まるでビット一つ一つに人間並みの判断力が備わっているようだった。

　それゆえ、いかにツルギでも逃げ続けることができず、ジリジリと追いつめられる。

「何やってるのよツルギくんッ！」

　見かねたミコが、傷ついたユズハの安全を確保した上で飛び出し、参戦する。その両りよう腕うではオオカミの鋭するどい爪つめに変わっていた。王国同盟の諜ちよう報ほう機関『魔女の悪行マレフイキア』が研究開発したという人工『神助デヴアイン』。

「こんな蚊かトンボ叩き落としてしまえばいいのよ！　本体のデカブツならともかく！　分ぶん離りした子機なんてぇーーーーッッ！」

　宣言通り、野性溢あふれるオオカミの爪がプロペラビットに命中する。その衝しよう撃げきでユラユラと揺らめきながら墜つい落らくするビット。

　ビットの前部には曇くもりガラスに覆おおわれた個か所しよがあり、ミコの攻撃ゆえか墜落の衝撃ゆえか、あるいはその両方が原因で曇りガラスにヒビが入った。

　そして、あえなく砕くだけ散る。

「えッ!?」

「なッ!?」

　曇りガラスが砕け、露あらわになったビット内部にツルギもミコも驚きの声を上げる。

　何故なら、ビット内部には彼かれらの見慣れた真ま面じ目め顔があったからだ。

「つ、ツルギ、ツルギぃ～～～ッ!!」




　ナカウ＝ヒデヨミ。




　スパイ養成所『ラーゲリ』でツルギたちと同級だった訓練生。それがプロペラビットの中身だったのだ。

「ヒデヨミッ!?」

「何でそんなところにいるのよアンタッ!?　『ラーゲリ』での騒さわぎで逃げたんじゃなかったの!?」

　ヒデヨミは、プロペラビットの内部機器にしっかり固定され、身動きが取れないようだった。まるで、ヒデヨミ自身もまたプロペラビットの部品だと言わんばかりに。

「オレ、オレ逃げたんだけど、途中で捕つかまって、連つれ戻もどされて。それであのバケモノにぃ～～ッ!?」

「……し、知り合いか？　ならばよい。他ほかの者とも再会するがいい」

　イスクルジッキが言うと、他のプロペラビットからも全部の曇りガラスが外れて落ち、中にいる人間の顔が露わになる。

「あれは……、ジン＝サンドー!?　キノト＝ユウジ!?」

「モモちゃんにハルちゃん！　フーリーまで!?　全員『ラーゲリ』の訓練生じゃない!?」

　最悪の場面での予期せぬ再会に、元訓練生二人は戸と惑まどいを隠せない。

「……さ、さあ出で来き損そこないども、『平等』に奉ほう仕しできるチャンスだぞ。命を削けずって、働け」

　イスクルジッキ本体と各ビットを繋ぐケーブルを青白い輝かがやきが駆け下る。

「ぎゃあああああああッッ！」

「熱い！　痛いぃぃーーーーーッ!?」

　それと同時にビット内部に押おし固められた訓練生たちから苦痛の悲鳴が上がる。

「電流ッ!?」

　訓練生たちの体に電流が流されていることが一目でわかった。

「うぅ……、くそぉ！」

　訓練生たちの体がモゾモゾ動くと、それに呼応するかのようにビットのプロペラが回り、ツルギたちへと襲い掛かる。

「くそったれ！　そういうことか！」

　攻撃を回かい避ひしながらツルギは今までにない悪態をついた。

「どうしたのツルギくんッ!?　何かわかったの!?」

「クソ外げ道どうが！　人間のクズが！　お前のことだイスクルジッキ！　ヒデヨミたちを本当に、機械の部品にしやがって！」

「えッ!?」

「あのビットは、ヒデヨミたちが操縦しているんだよ。だから機械とは思えないほど狙いが正確で、動きも機き敏びんなんだ！　動力自体は本体のイスクルジッキから供給されてるんだろうが、それ以外は全部搭乗する人間頼だのみ。とんだガラクタ兵器だよ畜ちく生しようめ！」

「……せ、正解だ、汚らわしい皇族。ビット兵器は、ガルガンチュア技師たちの間で開発が夢見られてきたが、標的を見分け、正確に攻撃するにはどうしても、ビット自体に判断力をもたせなければならなかった。さすがのガルガンチュア工法も、その域までは発達していない。聞くところではコンピュータとかいう、電子頭脳の研究が進められているというが、実用化は遥はるか先だ。ならば、天然ものに頼る他ない」

　ベッ、とツルギが唾つばを吐いた。

「……さ、最高の思考判断装置は人間、というわけだ。各ビットに人間という部品を搭載し、精密動作を可能とした。それが『ガルガンチュア・モジュール』『死ぬまで働き蜂ワーカー・シーカー』」

「しっかりしなさいよ皆みんなッ！」

　耐えられないとばかりにミコが叫さけんだ。

「何あんなバケモノ野郎の言いなりになってるのよ!?　命令なんか無視すればいいじゃない！　ジッとして動かなければ、ウチらが助けてあげるわよ！」

「無理だ、ミコ」

　冷静なツルギ。しかし腸はらわたは煮にえくり返っている。

「さっきのを見ただろう。イスクルジッキは自分の好きな時に、ビット内に電流を流すことができる。命令に従わなければお仕置きってわけだ」

「何よそれ……ッ!?　まるで動物の調教じゃない！　ふざけないでッ！　人間が別の人間を無理やり従わせて、これのどこが『平等』だって言うのよッ!?」

　本物のオオカミのごときミコの眼光も、イスクルジッキを脅おびやかせない。

「……ひ、必要なことだ。真の『平等』を得るために。皇族を殺し、人間から上下の隔へだたりを消し去るために」

　バリバリバリッ、とケーブル伝いに青白い光が走る。

「やめてくれぇぇッ！　従うからやめてくれぇぇッ!!」

　プロペラが回り、複数の有人ビットが縦じゆう横おう無む尽じんに空をかける。

「クソッ、中に人がいるんじゃ迂う闊かつに墜おとすこともできない！」

「そんなの簡単よ！　あのケーブルさえ切っちゃえばぁぁッ!!」

　本体とビットを繋ぐケーブル。それを切断してしまえばイスクルジッキと訓練生たちとの繋がりは消え、電撃も流せなくなる。彼らを解放できる。

　ケーブルは長く、標的として大きい上に完全無防備で、切断など容た易やすいかに思えた。

　しかしケーブルに突き立てられたミコの爪は、容易く弾はじかれ傷一つ付けられない。

「……け、ケーブルは、防弾チョッキの原料と同じ特とく殊しゆ繊維で、何重にも覆ってある。切断したければチェーンソーでももってくるのだな。それでも完全切断に一時間はかかるが」

「クソォーーーッ!!」

　ツルギは『神助デヴアイン』で炎ほのおを起こし、ケーブルめがけて放射するが、防火性まで備えているのか焦こげ目めすらつかない。

「……おい、何だ？　何が起こっているんだ？」

　その時、停とまっている列車から出てくる、見知らぬ中年男性。制服を着ていることから列車に勤める乗務員であることがわかった、が。

「来るなぁーーーッッ！　列車の中にいろぉぉーーーーッ!!」

　ツルギの絶ぜつ叫きようも虚むなしく、イスクルジッキ本体からケーブル越しに電流が放たれる。

「……や、やれ」

「ひぃぃぃーーーーッ!!」

　電撃の苦痛に耐えきれず、ビットの一つが出てきたばかりの人ひと影かげへ飛ぶ。

　ズザン、ガリガリガリガリ。

　プロペラの高速回転によって巻き上がる血ち煙けむり。弾け飛ぶ手足。

「お前ッ！　また無関係な人をッ!?」

「……え、永久可動型機き甲こう人間たるオレは、存在自体が最高機密。知る者はできるだけ少ない方が、いい」

　それだけのために偶ぐう然ぜん通りかかった人を殺したというのか。

「お前ぇぇーーーーーーーーーーーーッッ!!」

　怒いかりのままにイスクルジッキ本体へ挑いどみかかるも、プロペラビットに阻はばまれ進めない。

　かつての学友たちが乗るビットを、ツルギは撃げき墜ついすることができなかった。

　ビットを錆びさせることはできなくても、火と風の『和合』で大火を起こし、中の人間を焼き殺せば容易に止めることはできるが、そんなことはしようとしなかった。

　自然、防戦に徹てつする他なく、プロペラの刃によってじわじわ削られていく。

「……う、動きの悪い、蜂はちがいるな」

　イスクルジッキがそう呟くと同時に、一本のケーブルに電光が走る。その先にはヒデヨミの乗るビット。

「ぎゃあああああーーーーーーーーッ!!」

「ヒデヨミッ！」

　ツルギには、かつての友の名を呼ぶことしかできなかった。

　真面目なだけが取とり柄えの少年。ツルギと関わり合いになったばかりに、そのひたむきな努力を踏ふみにじられ、道具のように扱われている。

「……ま、真面目に戦え。『平等』のために戦える機会だ。人であるなら、喜んで『平等』の敵を斬きり刻むべき、だ」

「嫌だぁ……ッ！　やっぱり嫌だぁ……ッ！」

　電撃で舌先を痙けい攣れんさせながら、ヒデヨミは必死に訴うつたえた。

「ヒデヨミ……？」

「オレ、オレ……！　最初は皇族なんてロクでもないものだって思ってた。機人連がそう言ってたから、それしか知らなかったから。でも実際ツルギが皇族だって知って、そしたら色んなこと思い出して……！　オレのこと火の中から助けてくれたり、オレのこと頑がん張ばってるって褒ほめてくれたり。オレ、棺かん桶おけの中で小便チビったのに、嫌な顔せずに抱かかえ上げてくれたんだ。農民の息子むすこでしかねえちんけなオレを、皇族がだぜ？　クソいいヤツって言うしかないじゃねえかよぉ!!」

　ケーブルを走る雷光が、さらに眩まぶしさを増してヒデヨミを苛さいなむ。

「ぎゃあああああああああああああああああああああッッッッ!?」

「ヒデヨミッ！」

　駆かけ出そうとするツルギの肩かたを、後ろから誰かが掴つかんで止めた。

　振ふり向むくとそこにはミコがいた。

「……ツルギくん、ウチが皆を助けてみる」

「ミコ？」

　そうは言うが、彼かの女じよの爪であのケーブルは斬れないと既に実証されているではないか。

「たしかにウチの人工『神助デヴアイン』は弱い。所しよ詮せん紛まがい物ものじゃあオリジナルには遠く及およばない。でもね、無理すればもう少しくらいオリジナルに近づける」

「無理って……？」

「機甲人間と同じよ。何かを捨てれば、それだけ力が得られるの」

『ガルガンチュア・モード』を発動すれば二度と元には戻れず、そして後は死ぬしかない機甲人間。

　それに匹ひつ敵てきするリスクとは、何か。

「ウチが『魔女の悪行マレフイキア』から貰もらった人工『神助デヴアイン』は、元々は西の果て、王国同盟よりさらに西の海を越こえた新大陸『風の大地ウインドアイランド』に栄えていた人々の『神助デヴアイン』だった。大陸に住む自然の精霊と交わり、己おのが身に宿す能力。『魔女の悪行マレフイキア』はそれを研究し、精霊を騙だまして、まったく関係ない他国の人間に憑ひよう依いさせる方法を編み出した」

「それがキミの能力だっていうのか……？」

「今のウチはね、『風の大地ウインドアイランド』に住んでいたオオカミの精霊を十パーセントほど憑依させて、その力を使ってるの。たった十パーセント。それ以上憑依させると、精霊にニセモノだって気づかれちゃうから。そしたら精霊は怒おこって、ウチを内側からズタズタにしちゃう」

　そのリスクを負っているのは自分だというのに、何でもないことのようにミコは言った。

　プロスパイとしての矜きよう持じが支える冷静さ。

「でもそうなるまでにタイムラグはある。精霊がおかしいなって思い始めて、本当のことに気づいて、怒るまでの間に百パーセントの力で全部のケーブルを切断してみせる。そしたら皆助かるわ」

「でもそんなことをしたらキミは死ぬだろう！　何故そんな危険な力を自分の中に……？」

「それが『魔女の悪行マレフイキア』の意向だからよ」

　その一言で、すべて察せられたのがツルギには悲しかった。

　王国同盟側の諜報機関『魔女の悪行マレフイキア』は、ミコに自じ爆ばく機能とすら呼べる使い道をももった人工『神助デヴアイン』を与あたえ、こう命じたのだろう。

『いざという時は、命と引ひき換かえにしてでも任務を果たせ』と。

「結局ウチも、組織から利用される存在でしかなかったのよ。機人連に故郷を奪うばわれた、その恨うらみに付け込まれて。ツルギくん、怒ったでしょう？　ウチが人の命を利用しているって」

　それは森の中での出来事。ユズハと戦った直後、『ラーゲリ』訓練生を扇せん動どうして、ツルギを機人連から脱だつ出しゆつせざるを得ない状じよう況きようへ追い込んだ。

「その結果が、あれ……」

　機械の部品として取り込まれた、哀あわれな訓練生たち。

「今もあの子たちは利用されてる。あの機械バケモノに、また命を利用されている。他人がしているのを見て初めてわかる。人の命を利用することの醜みにくさを」

「ミコ……」

「機人連に仕返しできるなら何だってしてみせると思ってたけど。やっぱりダメね。ツルギくんに感化されちゃった。案内役がドロップアウトするのは面目ないけど、後は自分で何とかして。必ずオルトドクスに行きついてね」

　そう言って歩み出すミコ。その体は既に、獣じゆう化かが始まっている。

　両手だけではない。両腕の肘ひじから上も、足からも、ゴワゴワとした獣じゆう毛もうが伸のびて女の柔やわ肌はだを覆っていく。細く、たおやかだった手足が筋肉によって肥大化し、膝ひざ関かん節せつが前後逆に入れ替わり、見る間に人間とは別のものに変わっていく。

　美女が、野獣へと変身していく。

「待てミコッ！」

　そのミコを、ツルギは引き戻した。肩を掴つかんで強ごう引いんに向き合わせる。

「止めないで！　もう完全憑ひよう依いは始まってる。ウチの最後の時間を無む駄だにさせないで！」

「いいから爪を出せ」

　ツルギは、ミコの手を取ると、既にオオカミ化して鋭く伸びた爪を、自分の手の平に走らせる。瞬間、バッと血が噴ふき出す。

「――剣つるぎ太刀たち、身に取りそうと夢に見つ、何のしるしとぞ君に逢あわんため」

　傷口を舐なめ、血を口に含ふくんだ。

「ツルギくん!?　何を……!?」

「ユズハのを見てるから段取りはわかるな？　キミが後だ。僕が先に言うから、キミがそれに続いて言う。絶対にだ」

　ツルギとミコ、二人の周囲が白く輝きだす。

　その光の中で、ツルギはオオカミのごとき孤こ高こうの女性を抱きしめた。

「待って！　ちょっと待って！」

　何が始まるのか、すぐさま察したミコは、ツルギの腕うでの中で身み悶もだえた。

「何で今なのよ!?　これまで散々色いろ仕じ掛かけしても靡なびいてくれなかったクセに!!　こんな、毛むくじゃらでムキムキな姿の時に。もっと綺き麗れいな時にしてよ！」

「今のキミは美しい」

　人工『神助デヴアイン』のフル発動で、半獣化したミコに、ツルギは言った。

「鈍どん感かんな馬ば鹿か男がやっとキミの魅み力りよくに気づいたってことさ。そして気づいたら今すぐ手に入れたくなったんだ。僕はスケベ野郎だからね」

　それゆえの契ちぎりの儀ぎ式しき。




「ああ、なんと可愛かわいらしい娘なんだろう」

「えと……。な、なんと立派な、殿との方がたなのでしょう!?」




　そして唇を重ね、口移しに王の血を妃きさきに注ぎ込む。

　光が一層眩しく広がった。

「……な、何だ……!?」

　敵が慄おののくほどの異変の後、収まった光の代わりに現れたのは、一頭のオオカミだった。

　目の醒さめるほどの純白の体毛で覆われた、一ひと際きわ巨きよ大だいなオオカミ。トラやライオンのような大型肉食獣よりさらに巨きよ大だいな、獣の女王の風格。

　煌こう々こうと燃える赤い目が、すぐ隣となりに立つツルギの方を向いた。

『――まったく唐とう突とつなのよ。プロポーズの秘ひ訣けつは、女に心の準備をさせること。ナンパの時とは逆なのよ？』

「えっ？　あの、ミコさんですか？」

『――そうよ！　アンタのおかげでオオカミの精霊と完全「和合」したミコさんよ！』

　と、白いオオカミは空気を震わせて言った。

『婚儀くなぎ』。

　ミタマシロ皇王だけが使える、『和合』の『神助デヴアイン』を他者に分わけ与あたえる儀式。そして力を与えられた乙女は、妃として王に嫁とつぐ。

『――ユズハちゃんと同じね。「神助デヴアイン」のおかげで精霊と完かん璧ぺきに「和合」して、憑依百パーセント状態なのに何の副作用もない。――でもいいのツルギくん？』

「何が？」

『――ユズハちゃんにも「婚儀くなぎ」ってるのに、ウチにまで「婚儀くなぎ」したら重婚じゃない。成婚直後に浮うわ気きなんて、王国同盟なら裁判沙ざ汰たよ』

「……ミタマシロ皇家では一夫多妻オッケーなので大丈夫。ユズハも話せばきっとわかってくれる。だから大丈夫！」

『――ホントかなあ？』

　軽口を言い合いながら、オオカミの視線が敵の方へ向く。

　野生の女王と、鋼の怪かい物ぶつが対たい峙じする。

『――とにかくダンナさまのおかげで、この力をリスクゼロで使えるのは僥ぎよう倖こうってヤツね。後はアンタをボコボコにしてやるだけ』

「……に、西の我々が開発したという、汚けがれし王族の力を、庶しよ民みんが制せい御ぎよする術。そうまでして、他者を見下す立場まで昇のぼりたいか？」

『――いちいち考え方が捻ひねくれてるのよ。この悪「平等」バカ！』

　後脚をバネにしての跳ちよう躍やく。オオカミの巨きよ体たいが空を駆ける。

『――オォォォーーーーーーーーーーーーーンッッ!!』

　落下地点には鋼の山。巨獣の質量と、高度からの加速が織りなす衝撃は、さすがの移動要よう塞さいすら耐えきれず揺ゆらぎ倒たおれる。

「山が、動いた……！」

　イスクルジッキとケーブルで繋つながるプロペラビットたちは、揺らめく本体に引っ張られてバランスを崩くずし、次々地面に叩たたきつけられる。

『――今だッ！』

　それこそがミコの狙ねらいだった。

　墜つい落らくして動きの止まったビットたち。そのケーブルの一本に、オオカミは牙きばを突つき立たてる。

『――ぐるるるるるるるるるるるッッ！』

　全力で噛みつきながら、体全体を揺すり、飛び跳ね、より深く牙を食い込ませようとする。

　あからさまな弱点ゆえに何重もの防御構造を備えられたケーブル。それを噛み千切ろうとするミコの姿は、まるで罠わなにかかった我わが子こを必死に救おうとする母オオカミ。

　そして彼女の口中で、ついにブチリと切断の音が鳴った。

『――切れたッ！　これで一本ッ！』

「慌あわてるなミコ！　ビットは……、中に囚とらわれた訓練生はまだたくさんいる！」

　それなのに、倒れたイスクルジッキはもう体勢を立て直そうとしている。

　もはや油断もしていないだろうイスクルジッキを再び倒し、残りの訓練生たちを救う。やるべきことの多さで気が遠くなりそうだった。

　そこへ……。

「臆おくするなッ！」

　鋼色の刃やいばが戦場に飛来する。

　イスクルジッキの錆びた鋼色とはまた違ちがう、白銀に輝く刃が。

「まさか……!?」

「ユズハちゃんッ!?」

　戦せん闘とう最初期で重傷を負ったはずのユズハが駆かける。

「我わが『ガルガンチュア・モジュール』『連刃セリアル・シツクル』は、ブレードとワイヤーを掛け合わせた誘ゆう導どう飛ひ刃じん装置！　しかしツルギに嫁ぎ、進化した力はこういう使い方もできる！　ワイヤーに緊きん密みつ等とう間かん隔かくでブレードを配置し、高速射出!!」

　いくつものブレードを並べられたワイヤーのシルエットは、まるでノコギリ。

「ワイヤーソーだッ!!」

　ワイヤーの軌道上、無数に配置されたブレードで一分間に何百回と斬りつけられれば、さすがの特殊繊維も耐えきることはできない。ブチブチと悲鳴を上げて、最後にはケーブル諸もろ共とも切断される。

「これで二本目！」

　そんなユズハに、ツルギとミコも駆け寄よってくる。

「ユズハ！　体は大丈夫なのか!?　あんなに重傷だったのに……！」

「待たせてすまなかったツルギ。たった今、自己修復が完かん了りようした」

「じこしゅうふくッッ!?」

　ツルギと『婚儀くなぎ』してから時折流体金属のような振ふる舞まいをしていたユズハだったが、配はい偶ぐう者しやに『神助デヴアイン』を分け与える『婚儀くなぎ』は、彼女たちの命を救うだけでなく、能力の底上げまで行っている。

『――タイムリーじゃない！　これでケーブルを斬れるのは、ウチとユズハちゃんで二人に増えた！』

「一人ならば手間取る作業も、二人でかかれば半分で済む！　問題は、それを邪じや魔ましてくるヤツだ……！」

　ユズハの指し摘てき通り、イスクルジッキは体勢を立て直し、反撃の準備を完成させている。

「……お、おのれ。おのれ『平等』の敵め。許さぬ。許さぬ」

「許さないのはこっちだ」

　イスクルジッキは戦せん慄りつした。彼の気づかぬうちに、彼の至近距きよ離りに、彼の標的が潜もぐり込こんでいたからだ。

　鋼の山の麓ふもとで、ツルギが、イスクルジッキの生身の頭部を見上げていた。

「……、こ、皇族。皇族」

「男子厨ちゆう房ぼうに入るべからず。嫁よめどもから邪魔だって締しめ出されちゃったよ。彼女らが作業を終えるまで、僕の暇ひまつぶしに付き合ってくれ。小しよう人じん、お前に不善を為なす閑かん居きよはない」

「……こ、殺す、『平等』の敵、ごほッ!?」

　ツルギの拳こぶしが、イスクルジッキの生身の頭部に突き刺さった。

「さすがに生身の部分には効くか。……もう一発！」

　もう一発どころの話ではない。

　二発、三発、四発、五発、六発、七発、八発、……二十一、二十二、二十三。

　怒いかりのこもった拳が、怪物を打ち続けた。

　この怪物によって殺された人々、道具のように利用された旧友たち。

　その怒りを伝えるのに、直接の拳ほど相応ふさわしいものはない。

　ヒツギ＝ツルギは、男の拳の使い方を知っている者だった。

「……お、おのれ」

　ガシャン、と透明な壁かべが降り立った。イスクルジッキの頭部を守るかのように眼前に張り巡めぐる壁に、殴ろうとしていたツルギの拳は阻まれ、ガズッ、と鈍にぶい音を鳴らす。

「防弾ガラスかッ!?」

　イスクルジッキの頭部を守るガラスは傷一つなく、逆に殴った方のツルギの拳から血が滲にじみ出る。

「さすがにあからさまな弱点を剥むき出しにはしておかないか。だが……」

　飛びのいて距離を取るツルギに、乙女たちの声が届く。

「ツルギ！　私の担当分は斬り終わったぞ！」

『――こっちもよ！　これで訓練生は全員救出したわ！』

　時間稼かせぎは成功した。

　今やケーブルはすべて切断された。

　訓練生たちはビット内部の拘こう束そくからいまだ逃れられないものの、少なくとも電流に苦しめられることは二度とない。ケーブルはイスクルジッキ本体から動力の供給路にもなっていたため、プロペラが回ることももうない。

『――これでもう後は、三人がかりであのバケモノを倒すだけね！　やりましょう！』

　白はく狼ろうが勇いさんで進み出ようとするのを、ツルギが止めた。

『――ツルギくん？』

「ミコ。キミが最初にあのバケモノを吹っ飛ばしてくれたおかげで線路から障害物がなくなった。今なら列車も動かせる」

　ツルギたちの乗る列車が止まったのは、線路上にイスクルジッキが侵入し、その巨体で進路妨害したからだ。

　列車は国境の先、王国同盟を目指していた。

「助けた訓練生たちを乗せて列車を発進させるんだ。救い出しはしたが何度も電撃を受けて皆弱っている。早く医者に見せてやらないと……」

『――わ、わかった。今は列車で逃にげるのね！　じゃあツルギくんも早く乗って……』

「イヤ……」

　ツルギは即そく座ざに、ミコの推測を否定した。

「僕ぼくはここに残る。残ってイスクルジッキとの決着をつける」

『――ツルギくん!?　何故なぜッ!?』

「ヤツは心まで鋼鉄になった怪物だ。人の心なんて残っちゃいない。ヤツはどこまでも僕らを追い、そこに居合わせた人を殺す。だから、ここで確実に仕留めるんだ」

「……こ、殺す。『平等』の敵は、すべて殺す」

　イスクルジッキも、殴られ続けたことによる脳の振動が収まりつつあるようだ。完全に回復した時、死し闘とうが始まる。

「ミコ。キミは皆と一いつ緒しよに列車に乗れ。向こうに着いて、王国同盟と渡わたりがつけられるのはキミだけだ」

『――でも！　ツルギくんッ!!』

「僕たちは、バケモノを倒したら自力で国境を越える。向こうで合流しよう」

「そうだぞミコ」

　ツルギの隣に並ぶ、もう一人の皇こう妃ひ。

「ツルギに侍はべる戦士は、お前一人ではない。私が必ずツルギを守り通して見せる」

『――ユズハちゃん』

「向こうで、チョコミルフィーユとやらをご馳ち走そうしてもらう約束もあるしな」

　白狼はしばしの逡しゆん巡じゆんの後、活動を始めた。

　訓練生たちを捕とらえるプロペラビットを丸ごと咥くわえ、次々車両へ投げ込む。

『――わかった！　皆のことはウチに任せて！　ツルギくんとユズハちゃんは、あのバケモノをギタギタにしてきてね！』

「向こうでベッドを温めててくれ」

「ダブルベッドでな。シングルだと三人は狭せまい」

　鋼の山が、再び彼らの前にそびえ立つ。

　決戦が今、始まった。







ファイル４　日ひ継つぎの剣つるぎ『ヒツギ＝ツルギ』







「……し、死ね。死ね、死ね、死ね、死ね。『平等』を邪魔するヤツは、死ね」

　怪物イスクルジッキは怒り狂くるっていた。

　思う通りに事が運ばず、予定通りなら既すでに死んでいる標的を今なお追いかけていることに苛いら立だちを隠かくせなかった。

「……わ、『死ぬまで働き蜂ワーカー・シーカー』を潰した程度で粋いきがるな、よ。永久可動型機甲人間であるオレの体には、通常の機甲人間なら一機一種と限定される『ガルガンチュア・モジュール』が、複数種搭とう載さいされている。貴様らが苦労して使用不能にした『死ぬまで働き蜂ワーカー・シーカー』は、その中の一つに、すぎん」

　山のような巨体を引きずるイスクルジッキだったが、その動きは見た目から想像できないほど機き敏びんだった。

　その足元には戦車と同じキャタピラが搭載されていて、爆ばく発はつ的な駆く動どう力りよくをもってツルギたちを追い立てる。進路上にある岩は潰され、木は薙なぎ倒たおされ、怪物の進撃を阻はばむことは何者にもできなかった。

　怪物との直接対決を決意するも、圧あつ倒とう的てき戦力差の前では逃げるより他ないツルギとユズハ。

「急げユズハ！　追いつかれる！」

「わかっている！　あとしがみ付きながら尻しりを揉もむな！　こんな時まで欲情するのか凄すごいなッ！」

　線路が敷ふ設せつされた平原から森まで移動。そこでユズハは、かつて『ラーゲリ』周辺でツルギを追った時のように撃うち出したワイヤーを木の上部に食い込ませ、空中ブランコのように木々を飛び移りながら移動していた。

　ツルギは、そんなユズハの艶えん体たいにしがみついて便乗中だった。

「ユズハ！　発信機はまだもっているな!?」

「はっ、はいッ！」

「捨てるなよ。ソイツの反応がある限りヤツは僕らを追ってくる！　僕らを見失えば、ヤツはまた目標を列車に戻すかもしれない！」

　二人はできるだけ列車とは別方向を選びながら、機人連と王国同盟の国境を目指していた。

　国境を越える前にあの怪物を倒す手立てを見つけなければならない。

「……に、逃がさんぞ、ゴミクズ」

　キャタピラを回しながら、イスクルジッキの機体に変化が現れる。

　何やら大たい砲ほうによく似た筒つつが六門もん。鋼の山からニョキニョキ生えて狙いを定めている。

「……ッ!?　ユズハ軌き道どう変更！　大至急！」

「……お、遅い。『ガルガンチュア・モジュール』『自殺シウサイド砲・キヤノン』」

　ズドドドドンッ。

　砲門から噴き出す爆重音。途と端たんにツルギたちの周囲に目も眩くらむほどの爆ばく炎えんが巻き起こる。

「ぐあああああああッッ!?」

「きゃああああああッッ!?」

　爆音、高熱、閃せん光こう、衝しよう撃げき。耐えきれずに二人は互いの手を離はなし、バラバラに別れてしまう。

「……み、見たか。あまりの破壊力に、通常の機甲人間ならその反動で自分まで粉々になってしまう『自殺シウサイド砲・キヤノン』。頑がん強きような機体をもつオレだけが、その衝撃に耐えられる」

「機甲人間が使い捨て兵器であることを前提に開発された自爆装備かッ!?　おぞましいぞ！」

　爆炎を掻かい潜くぐりながら、白銀の聖剣が鉛なまりの竜りゆうに挑む。

　ブレード化したユズハの両りよう腕うでは、しかしイスクルジッキのロボット・アームに防がれた。

「……あ、アサルトＳＳ。貴様、機甲人間でありながら、何故皇族に味方する？　『平等』に身を捧ささげる覚かく悟ごあってこそ、機甲人間になれたのだろう」

「お前のせいで、私は『平等』の理想に失望しそうだ！」

　両手だけでなく両足をもブレードに変えて、ユズハはのべつ幕なく斬りかかる。普ふ通つうの敵ならそれだけで細切れになりそうだが、強固な無機物の体と、何本ものロボット・アームを備えるイスクルジッキは揺るぎもしない。

「……な、何だその流動的な変形は？　そんな稼か働どうをする『ガルガンチュア・モジュール』は、我がデータには、ない」

「ツルギが、私への愛情と共に与えてくれた新しい力だ！　今の私は、お前と同じ、かつまったく別系統の永久可動型機甲人間！」

「……あ、悪魔に魂たましいを売うり渡わたしたか。背徳者め」

「お前こそが悪魔だ！　自分の姿を見てそう思わないのか!?」

　ユズハはワイヤーを巻まき戻もどす力でイスクルジッキから後退。距離を開けた上で四方八方の木にワイヤーを打ち込み、自在に軌道を変えて斬りかかる。

『婚儀くなぎ』によって与えられた『和合』の『神助デヴアイン』は、ユズハの中にある生身の体と機械の体を親和させ、さらなる能力の向上をもたらした。

　自己修復機能もそうだが、今や彼女の肉体は、有機物と無機物双そう方ほうの性質を備え、どちらでも好きな時に好きな方へ性質変化できる能力を獲かく得とく。

　それによってユズハは、アサルトＳＳだった頃ころよりも遥かに強く、鋭くなっていた。

　それでも鋼の怪物には届かない。

「私は！　『平等』の理想が人々に幸せを与えてくれると信じていた！　身分の上下がなくなり、誰だれもが同じ目線に立てば、皆が皆を尊重し合う世界ができると信じていた！　しかし機人連が作り上げたのは、お前のような悪魔が命を弄もてあそぶ地獄の世界だ！」

「……こ、皇族がいるから悪いのだ。皇族が世界を歪ゆがめ、その歪みを潰すためにオレがいる。オレは、正義の戦士だ」

「お前が殺してきた人々が歪みだとでも言うのか!?　ふざけるなッッ!!」

　ユズハがどれだけ力を込めて斬りつけようと、イスクルジッキのロボット・アームには引ひっ掻かき傷がつく程度で、効果的とはとても言えなかった。

　かつて彼女のブレード主素材だった特とく殊しゆマルテンサイト鋼は『婚儀くなぎ』を受けたことで性質変化し、生体金属とでもいうべき地上のどこにも存在しない未知の金属へと変わっていた。

　自己修復する上に、強度や切れ味もそれなりに向上していたが、それでもイスクルジッキを覆おおう超硬化ファインセラミックと戦うには一歩及およばない。

「……や、やはりオレの方が、より秀ひいでた永久可動型機甲人間らしいな。当たり前だ。機人連がもてる技術のすべてを結集し、『平等』を守る使命の下に作り出されたオレに、敗北はない。食くらえ」

　反撃に転じるイスクルジッキ。鋼の山と形容される彼かれのシルエットが、とぐろを解いた大だい蛇じやのように凶きよう悪あくに広がっていく。

　内蔵された『ガルガンチュア・モジュール』が開放されるのだ。

「『ガルガンチュア・モジュール』『大顎ガビアル・マウス』

『ガルガンチュア・モジュール』『粉塵散弾ミル・シヨツト』

『ガルガンチュア・モジュール』『摺りおろし器ミンチ・メーカー』

『ガルガンチュア・モジュール』『携帯拷問室アイアン・メイデン』

『ガルガンチュア・モジュール』『毒液噴出孔コブラ・ミスト』」

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!?」

　一気に防戦に追い込まれるユズハ。

「本当にここまで多様な『ガルガンチュア・モジュール』を搭載しているとは……!?」

「……せ、『連刃セリアル・シツクル』のみでよく凌しのぐ。なら褒ほう美びに、貴様の得とく意い技わざで殺してやろう」

　イスクルジッキの巨体が上下にバカリと開いたと思うと、その大口から幾束ものワイヤーが飛び出す。

「まさか！　『連刃セリアル・シツクル』まで!?」

　ワイヤーに取り囲まれたユズハへ向けて、それを伝って無数のブレードが飛び出してくる。

　悪魔の刃がユズハに届く寸前、それより速い何かが反対側から飛んでイスクルジッキの鼻先に着ちやく弾だん。ボンッ、と弾はじける。

「……ぐ、ぐおっ」

　こぼれ広がる赤い炎にイスクルジッキはたじろぎ、その動きに応じてワイヤーも軌道を狂くるわせる。

　危機を脱だつしたユズハを抱だき留とめるツルギ。

「ユズハ！　無事か!?」

「ツルギ？　今のはアナタが？　何をやったんだ？」

「『和合』の『神助デヴアイン』で、拾った枯れ枝に圧縮空気を注入したんだ。それに火をつけて、中の圧縮空気に引火するまでの時間を計算して投げれば、狙ったタイミングでドカンッ、だ」

「凄いなミタマシロの『神助デヴアイン』は。ただの木の枝を爆ばく弾だんに変えることもできるのか」

　しかし効果はそれほどでもなかった。

　鼻先で爆発させたというのにイスクルジッキは傷一つなく、目くらまし以上の意味があったとは思えない。

「バケモノめ。身も心もどころか強さまでバケモノだ。あんなのをどうやって倒せばいい？」

「キミは身も心も女神だがね」

「軽口言ってる場合かッ!?　手元が狂うからキュンキュンさせるなッ!!」

　唯ゆい一いつの弱点と思おぼしき生身の頭部にも防弾ガラスのカバーをかぶせ、イスクルジッキは完全無欠の状態だった。

　止める手立てなき暴走戦車。

「とにかく今は逃げろ！　正面からぶつからずに、追いつかれそうになった時だけ交戦すればいい！」

「しかし、そんな消極的なやり方では百年経たってもヤツを倒せんぞッ！　正面からやり合っても無理なのはわかるが……。これでは『ラーゲリ』で私と戦った時と同じ……、はッ!?」

　ユズハが何かに気づきそうになった、その時、キャタピラの駆く動どう音おんを轟とどろかせながら鋼の怪物が迫せまってくる。そのまま轢ひき潰つぶしてしまおうというほどの勢いで。

「くっそ、デカブツのクセに追いかけてくるのが速すぎる！」

「このままでは逃げることすらできなくなるぞ！　何か、上手うまく足止めする方法を……！」

　追おい詰つめられる実感がジワジワ迫ってきたその時、さらに別の方からバンッ、と銃じゆう声せいが。

「何だッ!?」

　音に誘さそわれ振り向くと、そこには走行するジープ。その車種にツルギは見覚えがあった。

「最初に襲ってきたヤツじゃないか!?　まさかここにきて敵の援えん軍ぐんが……!?」

　しかし、天はツルギたちの味方だった。

「ツルギ！　早く乗れツルギ！」

　運転席から叫さけばれるのは、ツルギにとってよく聞き慣れた声。

「なッ!?　ヒデヨミッ!?」

　ジープは前進しながらツルギたちへ横づけに接近。

　差し出された手を掴んでジープに乗り込むツルギ。

「ヒデヨミ何で……ッ!?　それに、ジン＝サンドー!?」

　ジープの後部座席では、ヒデヨミと同じ『ラーゲリ』で同級だった巨きよ漢かんジン＝サンドーが、やはり見覚えのある狙そ撃げきライフルを後方へ向かって撃ちまくっている。

　追ってくるイスクルジッキへ。

「お前ら……。ミコと一緒に王国同盟に向かったんじゃないのか？」

『必要なる不平等レシヤチーハ』に捕まり、つい先ほどまであの不快なプロペラビットの部品にされていた二人だった。

　しかしツルギたちに救われ、今は自由を取とり戻もどしたはず。

「ミコちゃんに頼んで降ろしてもらったんだ。あのクソ機械から抜け出したり、メチャクチャになったジープからまだ走れそうなのを探すのに手間かかったけど……！」

「だから何で！　こっちの方が死ぬほど危ないってのはわかってるだろう！」

「だからだよ！　王様が茨いばらの道を進んでいってるのに、お助けしなきゃミタマシロ皇国民の名折れだろうが！」

　当然ながら自動車は人間の足より遥はるかに速く、イスクルジッキの追撃からも何とか一息つくことができた。

　その間もサンドーはライフルの銃声を絶やさず、追いすがる怪物への僅わずかばかりの足止めになれと懸けん命めいだった。

「女どもはこれ以上危険な目に遭あわせられないし、男でも色々限界になっちゃってるヤツもいたから、結局オレたち二人だけだけどよ……。お願いです、オレたちにもアンタのことを助けさせてください、王様！」

「何だその適当なお呼びのし方は？」

　後部座席から、銃声に交じって巨漢の低い声。

「そういう時はな、王様ではなく、敬意をもって皇王陛下とお呼びするのだ。覚えておけ農民」

「うっせえサンドー！　武家生まれだからって調子乗るんじゃねえ！　今のオレたちは、王様……じゃなくって、陛下をお守りする戦士ってことで対等だからなッ！」

「ジン＝サンドー、キミまで何故？　『ラーゲリ』時代、僕とキミはそこまで親しくなかったはずだ」

　精せい々ぜい同じ訓練生として、名前を知っている程度のものだった。

「……陛下、ジブンは武士の生まれです。皇王への拝はい謁えつを許されぬ下級一族でしたが、父も祖父もその前も、代々ミタマシロ皇家を守ることを勤めとしてきました」

「知ってる。たしか青せい龍りゆう門もんの衛え士じ家系だったよね？」

　ツルギが言うと、間断ない銃声がしばしやみ、サンドーの顔が前を向いた。

「身の安全のため、近くにいる人の素す性じようはできる限り調べた。青龍門はミタマシロ皇城を囲む四つの門の一つで、革命戦争時は最激戦区だったと聞く。身内にも犠ぎ牲せいが出ただろう」

「はい。……はいッ、父も、二人の兄も、革命戦争で討うち死じにしました。ジブンだけが幼く、戦いに出られず生き残ってしまった。機人連の世に変わった後、何度となく思いました。『何故ジブンもあの時死ねなかったのだろう』と。『武士の誇ほこりを失って生きることに何の意味があるのか』と。……しかし、今日やっとその答えを見つけた」

　涙なみだ声ごえに雄お々おしさが混じる。

「我が命は今日のためにあった！　父上、アナタが生かしてくれたゆえジブンは今日、ツルギ陛下をお守りするために戦うことができます！　武士の勤めを果たすことができます！」

「……お、愚おろか」

　いつの間にかイスクルジッキがすぐ後ろまで迫ってきていた。

　ジープの後部にぶつかりそうな距離まで。

「……か、家系、使命、身分。そんな下らぬ束そく縛ばくから解放してやるために、機人連はミタマシロを倒した。だのに何故、また自分から鎖くさりに繋がれようとする？　せっかく与あたえられた『平等』から逃げようとする？　我々は、お前たちを救ってやったのだ」

「黙だまれ怪物！」

　会話ができる距離まで接近されながらも、サンドーは臆おくすることなく引き金を引く。

「ヒデヨミ！　もっとアクセル踏めスピード出せ！」

「でで、でもオレの運転テクじゃ、あんまり速くしたら木にぶつかるし……ッ！」

「それから方向が違う！　もっと右だッ！」

「えッ？」

　その間も銃じゆう弾だんは怪物を押おし戻そうとするが、『神助デヴアイン』すら通じないイスクルジッキには何の効果もない。

　それでもサムライは恐おそれない。

「よく聞けバケモノ！　人は、自分の生まれ落ちた環境から無む影えい響きようではいられない。母から生まれ、父に育てられる以上、その人たちと無関係ではいられない！　だがそれでも成長して自身の判断力が備われば、生まれつき背負わされたものを受け入れるか、拒きよ否ひするか選択できる！　お前たちはジブンから、その選択の自由を奪うばった！」

「……わ、我々は『平等』を与えた。奪ってなどいない」

「いいや、お前たちは奪うことしかしていない！　ジブンは、先祖伝来の仕事を受うけ継つぐことで、父や兄の誇りも受け継ぐ！　そして、父たちの最さい期ごをちゃんと知ってくれていた新たな王、ツルギ陛下へ忠誠を捧げる！　――士おとこは、己おのれを知る者のために死すからだ!!」

「お、オレもだぁーーーッ！　オレのことを認めてくれる人のために死ぬんだぁーーッ!!」

「いいから前見て運転しろッ！」

　突然興奮するヒデヨミの頭を抑おさえ、フロントガラスへ向けて固定するツルギ。

「……し、死ね。『ガルガンチュア・モジュール』『大顎ガビアル・マウス』」

　イスクルジッキの機体が上下にバカリと割れ、大口を開けた肉食獣となって迫る。

「あれで車ごと飲み込む気かッ！」

　上うわ顎あごの影かげは車体を覆い、もはや逃げ切きることも敵かなわない。

　そこへ……。

「させるかッ!!」

　ワイヤーにぶら下がったユズハが、体中からブレードを出してイスクルジッキにぶつかる。

　その衝撃で怪物がよろめき、大口はほんのわずかに動きを止めた。

「凄すげえッ！　っていうか誰あのメチャクチャ綺き麗れいな女の人!?」

「アサルトＳＳだよ戦闘教官の」

「ええ、嘘うそッ!?」

　その間もユズハは、上空で激しく剣けん撃げきを交える。

「……あ、アサルトＳＳ。邪魔をするな」

「認めろイスクルジッキ！　ツルギのためにこれほど気高い人々が集まる！　それこそ王の徳というものだ!!」

「……黙れ、黙れ黙れ『平等』の敵」

　乱暴に振り回されるロボット・アームがユズハを弾き飛ばす。

「きゃあッ!?」

　邪魔者を排はい除じよし、大口は再び獲え物ものを飲み込もうと全開する。ジープはまだ危険域から脱だつ出しゆつできていなかった。

「ひぃーーッ!?　このままじゃあのバケモノの腹ん中だぁーーッ!!」

　その直前、ジン＝サンドーが銃じゆうを捨て、大口に向かってジープから飛び降りた。

「なッ!?」

　飲んだ獲物をすり潰すためにスパイクが敷しき詰つめられた大口の中へ、サンドーはみずから飛び移ったのだ。

　しかもサンドーがその手に握っているのは……。

「あのプロペラビットの……、プロペラ!?」

「武士の得物は剣と決まっている。ちょうどよい形だったので一本引ひき抜ぬいてきた」

　イスクルジッキが戦いの最初に使った、人間を部品にした外げ道どう兵器プロペラビット。

　元々移動手段と攻こう撃げき手段を兼かねたプロペラ。そのため刃のように研とぎ澄すまされ、回転に巻き込んだものを細切れにする凶器は一本だけなら、形状的にもたしかに剣と言えた。

「いくらお前のようなバケモノでも、体の内側から突き刺されてなお平気でいられるか？　……このガタイで一いつ寸すん法ぼう師しになる日が来るとは夢にも思わなかったがな！」

　巨漢サンドーは、大口内部のいかにもモロそうな関節部に、プロペラ剣を突つき刺さした。

　ズギィッ、と金属が軋きしむ耳障りな音。

「……ご、ごおっ。な、舐なめるな」

　しかしそれでも怪物は止まらず、サンドーを飲み込んだまま大口は上下を閉じる。

　グチャッ。

　大口の端はしから漏もれ飛ぶ鮮せん血けつ。

　サンドーだけでなく、ジープの後ろ半分までもが大口に飲まれ、噛かみ砕くだかれた。

「……ッ！　サンドー！　サンドーッ！」

「うひゃわわわわわわッ!?」

　ジープもまた、後ろ半分を齧かじり取られてコントロールを失い、運転手のヒデヨミ諸もろ共ともあらぬ方向へよろけ走る。

　寸前ジープから飛び降りるツルギ。その間際に怪かい物ぶつが、大口からサンドーを吐き出すのが見えた。

　全身血ち塗まみれで、加えられた圧力のせいで手足があらぬ方へ曲がり、力なく揺ゆれていた。もはや生命感を失ったように見えるそれは、ただ重力に委ゆだねられて地面に落ち、そのままいずこかへと転がっていった。

「…………クソッ、クソッ!!」

　再び自分の足で走ることになったツルギへ、ユズハが戻り、並走する。

「ツルギ無事かッ!?」

「ユズハ！　ヒデヨミを探してくれ！　壊れたジープ諸共どこかへ行っちまった！」

「それはダメだツルギ！　ここでお前を一人にしたら、ジン＝サンドーの犠牲はどうなる!?　今はお前を守り通すことこそが最優先だ！」

「大丈夫だ、それならもう達成されている」

　走りながら後ろを向く。

　ジープという優すぐれた移動手段を破壊しながら、怪物はまだツルギたちに追いつけていなかった。

　目に見えて動きが悪い。サンドーの攻撃が効いているのだ。

「アイツらは、僕をキッチリ勝利の向こう岸へ渡してくれた。僕は最後の仕上げをするから、代わりにヒデヨミを見てやってくれ。アイツ肝かん心じんなとこでヘマするから心配なんだ」

「ツルギ……」

　ツルギが何かを企くわだてているのは、もはや誰の目にも明らかだった。

　かつて、ユズハがアサルトＳＳとしてツルギと戦った時もそうだった。無様に逃にげ惑まどっているように見せかけて、最後には勝利をもぎ取った。

　だからこそ、ユズハの決断は早かった。

「我が夫よ、ご武運を」

　ユズハはワイヤーを飛ばし、ツルギとは別方向へと飛び去っていった。

「もちろん、僕の運は一人分じゃないからね」

　たった今、サンドーという一人の士おとこの運が上乗せされたばかりだった。

　サンドーだけではない。ユズハ、ミコ、ヒデヨミ、さらに多くの人々。

　ただ生きているだけなのに、多くの命がツルギに積み重なっていく。
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「……お、追い詰めたぞ皇族。『平等』を乱す悪魔」

　あれからさらに逃げ延び、ツルギがたどり着いたのは狭きよう隘あいな谷底だった。

　左右を切り立った崖がけに挟はさまれ、進める道は前後にしかない。

　そしてその一方からイスクルジッキが追いすがってきていた。

　つまり、これ以上ツルギが逃げるなら谷の奥おくしかないのだが、そのような一本道でイスクルジッキを突き放すことは不可能だった。双方の速度差を考えれば当然のこと、すぐに追いつかれる。

　崖をよじ登るのも不可能。

　ツルギは完全に追い詰められたのだった。

「……も、もはや逃にげ道みちはない。貴様を守ってくれる、家来もいない。何もないのだ皇族。貴様には、何もない」

　小山のようなシルエットから、次々と凶きよう悪あくな兵器がせり出してくる。どれで引き裂さいてやろうかと舌舐めずりするかのようだった。

「……き、貴様は、悪魔だ。人を惑わせ、自分を守らせようと洗脳する。あの大男は、貴様のせいで死んだ。貴様が惑わせ、死の道に引きずり込んだのだ」

「ヒデヨミやサンドーが僕を助けに来てくれたのは、彼ら自身の意志によるものだ。彼らが自分で選んだんだ」

「……だ、黙れ」

　怪物の巨きよ体たいから生えたロボット・アームや、その他凶悪な人を殺すための道具が次々ツルギに襲おそい掛かかる。

　ツルギはそれらを巧たくみに回かい避ひするが、物量は膨ぼう大だいだ。途と中ちゆうよけきれなくなり一発モロに食くらって吹ふき飛とばされる。

「ぐはッ！」

　両側にそびえ立つ絶ぜつ壁ぺきに叩たたきつけられ、体がゴム毬まりのように跳ねる。全身が千切れるような痛みに襲われるが、ツルギはそれに耐えた。

　そうしなければならないと言うかのように。

　自分のために傷つき消えていった者たちの痛みを、少しでも共有せねばならないとするかのように。

「……ど、どちらにしろ、貴様は終わりだ。ここで貴様はオレに殺される。他ほかのミタマシロ皇族同様、『平等』に歯向かった粛しゆく清せい者しやリストに、名を連ねる」

「…………」

「……貴様らを一人殺すたび、世界はよい方向へ向かっていく。高みから見下す者がいなくなれば、それだけ世界は平らになる。オレは、そのための戦士。世界に『平等』をもたらしている」

　イスクルジッキの白はく濁だくした眼球が、陶とう然ぜんとしているかのように上向いた。その証しよう拠こかロボット・アームによる猛もう攻こうもしばしやむ。

　ぽつぽつと、水すい滴てきが地面を叩く音。

　いつの間にか空が灰色の雲に覆われていた。

「……そ、そうだ。いいことを教えてやる。貴様もきっと、驚おどろくぞ」

「？」

「……み、ミタマシロ皇王、スメラギ・ジンギは、知っているな？」

　その名が出た瞬しゆん間かん、ツルギの肩かたが震ふるえた。

「……み、ミタマシロの最後の王だ。貴様も皇族の生き残りというからには、ヤツと浅からぬ関係があるのだろう。父親か、そんなところ、だろうな」

「それがどうした？」

　ツルギの口調に、それまでにない険悪なものが浮うかんでいた。

　それに構わず、イスクルジッキは目をグニャリと曲げて、歪いびつな笑えみを浮かべる。




「……や、ヤツを捕とらえたのは、このオレだ」




　周囲の温度が瞬間的に下がった。

　降ふりしきる雨が氷に変わるかと思うほどに。

「……お、オレがヤツを、処しよ刑けい台だいに送った。あの時オレは、通常の機き甲こう人間だったが、ヤツと戦い、ヤツを倒たおし、拘こう束そくした。その功績でオレは、永久可動型機甲人間のテストケースに選ばれ、この体を貰もらった」

「…………」

「……わ、わかるか？　つまりオレは、貴様にとって父親の仇かたき。憎にくい仇だ。貴様はオレを殺したくてたまらなくなるだろうが、それはできない。貴様はオレに絶対勝てない。悔くやしさにのたうち回りながら死んで行け、それが、『平等』を蔑ないがしろにした皇族への罰ばつ、だ」

「お前が…………！」

　ツルギの全身がブルブルと震えた。体の表面に付着する雨う滴てきが弾け散るほど激しく。

　その震えは怒いかりからくるものか。イスクルジッキ当人が言うように、父を殺あやめた者を前にして、感情の昂たかぶりを抑えることができず、表面へ溢あふれ出る。

「お前が、お前がァァァーーーーーーーーーーーーーーーッッッ!?」

「……ふ、ふふ、そうだ、怒れ、怒れ。ふはははははは」

　父の仇へ、復ふく讐しゆうの拳こぶしが解き放たれる、と思われた瞬間、




「……なーーーんつって」




　と、荒れ狂う怒ど気きがウソのように消え去った。

「……な、何だと？」

「満足か？　こういうリアクションが欲ほしかったんだろ？」

「……し、芝しば居いだというのか、あの怒りが？　何故なぜ？　父親を殺されながら、怒りを感じない、というのか？　復ふく讐しゆうしない、というのか？」

「思い上がるな」

　瞬間、ツルギの体が風になった。

　素す早ばやくイスクルジッキの巨体の足元に潜もぐり込むと、拳を一発、叩きこむ。

　凄すさまじい衝撃に天地が揺れた。雨水が霧きりと砕け、鋼の山が揺らぎ、押し飛ばされる。

「……う、うおおおおおおッ？　バカな。オレの体が、人間の腕わん力りよくで？」

「ミタマシロ皇族を舐めるなよ。お前が我わが父を倒した？　ふざけるな」

　ツルギは拳を固めたまま言う。

「お前は言ったな、我が父と戦った時、お前はまだ通常の機甲人間だったと。つまり今より格段に弱かったわけだ。そして我が父は、無論今の僕ぼくより強かった。まだガキに過ぎない僕より体は出来上がっていたし、『神助デヴアイン』にも精通していた。当時はブルグントと戦争中だったから戦いの場ば数かずだって踏ふんでた。そんな我が父が、僕より弱いはずがない。今の僕より強い父が、今のお前より弱いお前に、どうして捕つかまったのか？」

　その結論は。

「わざと捕まったんだよ。そうとしか考えられないだろう。我が父は、望んでお前に捕まったんだ」

「……ば、バカな。ウソだ」

　イスクルジッキは、ツルギの言葉にただ耳を疑うばかりだった。

「……な、何故、そんなことをする？　捕まれば、殺されるのだぞ。それがわかっていて、みずから捕まりに行くバカがいるか。貴様は、オレを騙だまそうとしている」

「殺されることが、望みだったからさ」

　イスクルジッキは、過去の事実を明かすことでツルギを精神的に追い込もうとした。が実際はイスクルジッキこそがツルギに追い込まれている。

「我が父は、自分の国で起こる革命の気運に、時代の変調を感じ取ったんだ。民たみが決起し、王を落とそうとする。その運動に、民の進む道を王が決めるのではなく、民が自分で自分のことを決める時代が来ようとしていることを予測した。そして我が父はそれをよしとした。だから死ぬことにしたんだ」

「……な、何故？」

「新しい世界に王は必要ないからだ。我が父は、人々が進歩し、新しい段階を踏むことを容よう認にんした。そしてみずからの死をもって、王というシステムを終わらせたんだ。あの人が王自身だから。あの人は……」

　少しだけ、ほんの少しだけツルギの声が震えた。

「みずからの死をもって祝福したんだ。民が、王の手を離れて自立したことを。だから我が父は、お前ごときに殺されたのではけっしてない。時代の流れ、歴史の要求によって殺されたのだ。従って復讐などというマヌケなことをする必要もない」

「……そ、そんなバカな。そんな、バカな」

　イスクルジッキは元々生気のない顔色をさらに蒼そう白はくにさせた。

　彼にとって皇王を捕えたことは人生最高の手て柄がらであり、誇りだったのだろう。

　しかしそれが、真実は皇王みずからの意志で囚とらわれたと聞かされ、自信が足元から崩くずれ去さっていく。

「……し、信じないぞ。貴様はそれを、皇王本人から聞いたのか？　ヤツの考えを、胸の内を」

「死人に聞けるわけないだろう。だから考えるしかなかった。あの人の最期を見て、推おし量るしかなかった。そして出た結論だ。我が父は、民が自分で自分を導く時代を認めるために、自分ごと王の時代を終わらせたのだと。僕はそう結論づけた。だが……」

「……だ、だが？」

「だが、ならば何故なぜ僕ぼくを遺のこした？　王の必要ない新たな時代に、僕という後継者を産み落とし、僕の中に王の血脈を繋いだ。何故？　自分が何故この世界に生まれ、この世界で何をすべきなのか。我が父の首が落ちたあの日から、僕はずっと考えている。きっと死ぬまで考え続ける」

　自分が何者なのか。自分がこの世界に対していかなる役割をもつのか。

　この上ない王器をもちながら王である必要のない若者は、それを常に問い続けてきた。

「翻ひるがえってイスクルジッキ、お前はどうだ？」

「……ッ？」

　急に名を呼ばれ、怪物はたじろぐ。

「……イヤ、イスクルジッキというのもコードネームで、本当の名は別にあるんだろう。名も知らぬ誰かよ、お前は何を考える？　この世界に、自分はどう関わるべきかと考えたことはあるのか？」

「……お、オレは、『平等』な世界のために……」

「それは他人からの受け売りに過ぎない。イヤ、たとえ受け売りであったとしても、それを咀そ嚼しやくして、いかなる意味を内包しているのか自分で考えれば、自分の意志として仕立て直すこともできる」

「……う、うぅ」

「一目見ればわかる。お前はそれをしなかった。他人から与えられた理想に酔よいしれ、振りかざしただけだ。その無む思し慮りよな行こう為いによって、どれだけの人々を無意味に殺してきた？」

「……お、王……？」

　その言葉は、はたして意識的に出てきたものなのか、どうか。

「挙あげ句く僕の友人まで殺しやがって。時代が突つき出したナイフでしかないお前に、我が父の仇である資格などない。しかしそれでもお前は死ね。……サンドーはな、本当にいいヤツだったんだ」

「……だ、黙れ、皇族」

　巨きよ大だいな鋼の山は、悪あがきとでも言うかのように声を奮ふるわせる。

「……お、お前がどんなに粋いきがろうと、貴様がオレを倒すのは不可能だ。永久可動型機甲人間として、地上最強の力を得た、今のオレに、貴様ごとき何ができる。貴様ら皇族の『神助デヴアイン』は知っている。何と何を『和合』させればオレに勝てる？　火か？　風か？　金属か？　どれもオレに効かないことは立証済みだ。言ってみろ、何と何を合わせるのだ？」

　それに対してツルギは、静かに答えた。

「――――――――天と、地を」

　ツルギの手が高く掲かかげられた。その指先が天を指していた。

　それにつられて見上げるイスクルジッキの目に映ったのは、凄すさまじく暗い、漆しつ黒こくの雨雲だった。

　既すでに雨は、土砂降りの勢いになっている。

「……あ、雨？　いつから降っていた？」

「人が呼吸するように大地も呼吸している。大地の吐と息いきは天空を駆かけ昇のぼり、雲を生み、雨を降らせる。その雨が作物を育て、実った五穀が人を養い、いずれ人は地に還かえり、地の吸きゅう気きとなる。我らミタマシロの血族は、その循じゆん環かんを助け、祭ってきた。天より助けられ、地に支えられて生きていた。それが王。天と地を繋ぎ、神と人とを繋げてきた者。狂きよう者しやよ、見るがいい」

　勢いを増す、雨。




「個人の怒りによって王の力が振ふるわれた時、どうなるか」




　雨の勢いはとどまるところを知らなかった。

　既にバケツをひっくり返したという表現が相応ふさわしくなるほどの大降り。雨量はさらに増し、対たい峙じするツルギとイスクルジッキも、雨のために互たがいの姿がまったく見えないほどだった。

「……こ、この雨。まさか『神助デヴアイン』で？」

　降雨のメカニズムは、空気中の水蒸気が上空に昇のぼって冷やされることで凝ぎよう結けつ、水の粒つぶになり、重力に引かれて地上に落ちてくるのだという。

　もしツルギが、『神助デヴアイン』によって大気の流れを操あやつり、地上の暖かい空気と上空の冷たい空気を『和合』させ、雨を作り出すことができるとしたら。
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　しかもそれを国家クラスの範はん囲い、天変地異クラスの規模で行えるとしたら。

「……お、おお」

　大雨はもはや、数百年に一度の勢いで激しく降り注いでいる。

　岩を削り、土に染しみ込み切れないほどの水量で地表に溢あふれだす。増えすぎた水は行き場を求め、高きから低きへと流れていく。そういう水の道は、大たい抵てい決まっているものだ。

　狭きよう隘あいな谷底などがまさにそれ。

　今、ツルギとイスクルジッキが立っているような。

「……お、おぉーーーーーーーーーーーーーーーーッッッ!?」

　鉄てつ砲ぽう水みずが谷の奥から噴ふき出してくる。

　一年分の降水量をさらに凌りよう駕がする量の水が、短時間のうちに注ぎ込まれ、銃弾のように速い流れを生み出した。

　元々谷とは水の通り道。普ふ段だんは涸かれても、雨季には溢れた水を海へと導く順路になる。

　彼かれらはそんな場所に立っていたのだ。

　雄お々おしき流れは人間二人など容た易やすく飲み込む。山のような鋼の凶きよう器きをまとっていたところで、大自然の前では誤差の範囲に過ぎなかった。

「……の、飲まれる。沈しずむ」

　しかし当人にとっては命にかかわる問題だ。

　実際、巨大『ガルガンチュア・モジュール』に埋うめ込まれたイスクルジッキにとって、水に浮くことなど絶対できない。

　であればこのまま流れの底に沈む他なかった。呼吸できない水の底に。

「どんな生きものだろうと呼吸できなければ死ぬ。さすがに機甲人間も例外じゃあるまい」

　ツルギが、水の上から哀あわれな機甲人間を見下ろしていた。

　不思議なことに彼はうねる水面の上に両足でしっかり立っていた。

「天に王を殺すことはできない。王を殺せるのはいつの世も人間だけだ」

「……き、貴様もしや、最初からこれを狙ねらっていたのか？　オレを水中に沈めるために、この谷底へオレを誘おびき出して」

　それは、アサルトＳＳと名乗っていた頃ころのユズハとの戦いとまったく同じだった。

　あの時は彼かの女じよの動きを止めるため、氷結『神助デヴアイン』の材料にする水を求めて、逃にげるふりをしながら彼女を溜ため池いけまで誘ゆう導どうした。

　今回も、それと同じ。

「……だ、だが、どうやってここに谷が通っていることを知った？　貴様は今日、初めてここを訪おとずれたのだろう？　土と地ち勘かんなどあるわけがないのに」

「この国は、かつて我が父が治めていた国。その地理は、地図などの資料で大まかでも記き憶おくしていた。そして現地に入れば、山の形、風の向きを見ることで、細部までも想像できる。どこに川や谷があるかぐらいな」

「……ご、ご」

「そしてお前をここに連れてこれたのは僕一人の手柄じゃない。最初から最後までユズハが一いつ緒しよに戦ってくれたから。そしてヒデヨミとサンドーが、カッコつけて助すけ太だ刀ちに来てくれたから。そのおかげで僕は五体満足で、お前が溺おぼれ死ぬのを見届けることができる。本当は、腕一本ぐらいなくす覚かく悟ごはしてたのにな」

　イスクルジッキの表情が、驚きよう愕がくのまま固まった。その顔は下から少しずつ水面に飲み込まれていき、やがてすべて見えなくなった。

　山のように大きかったはずの鋼の機体は、驚くほどあっさり水中に消えた。直後ロボット・アームがせり出してもがくように水面を叩いていたが、すぐに没ぼつしていく。

　それでも『神助デヴアイン』による雨は勢い衰おとろえず、谷底を大水で満たして、あと二時間ほどは同じだけの水みず嵩かさを維い持じできるだろう。

　鋼鉄の塊かたまりは浮かび上がる術すべを知らず、ただ水の底に沈むのみ。

　ツルギは水面に立ち、その下にいるだろう怪物を見下ろしていた。

　その表情は虚きよ無むで、悲しみも喜びも浮かんでいなかった。

　ゴプン、と水音が鳴った。

　谷を形成する崖がけの斜しや面めん、その出っ張った地形に、人間が一人引っかかっていた。

　水中から這はい出してきたらしい。病的なまでに痩やせこけた小男だった。

「……イスクルジッキ、お前か」

　ツルギはすぐに気づいた。

「水中から脱出するために『ガルガンチュア・モジュール』を切り離はなしたな」

　水面を歩いて小男に近づく。

　警けい戒かいの必要はなかった。三年もの間、要よう塞さいのような巨大機械に埋め込まれ、体を動かすこともなく点滴だけで栄養を補給されてきた体は皮と骨ばかり。

　岩べりにしがみつき、押し流されぬように踏ん張るのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　よく見れば、体の各所からコードやらチューブやらがはみ出し、すべて途と中ちゆうでちぎれていた。

「たしか生命維い持じも機械任せだったよな。つまりそれから離れた今、お前の命も残りわずか。一時間より長くもつってことはあるまい」

　病者の目が、ツルギへ向く。白く濁にごってはいるが、機械に埋まっていた時の狂きよう気きはない。

「……思い出した」

「あ？」

「物心ついた時には、革命軍の訓練施し設せつにいて、他にも人買いから売られたか、さらわれてきたか、同じような子供がたくさんいた。毎日、銃の撃うち方や、爆ばく弾だんの作り方や、人の殺し方を教わった。失敗すれば殴なぐられて、寝ね床どこは寒くて、一緒に訓練していたはずの友だちがいつの間にかいなくなって、二度と会えなかった」

　小男は、まるで夢を見ているかの表情で呟つぶやいていた。本当に夢を見ているのかもしれない。昔の夢を。

「でもある時、初めて銃で標的の真ん中を射抜いた時、いつも怖かった教官が褒ほめてくれた。『偉えらいぞユウキ』って。それが本当に嬉しかった。だからまた真ん中に当てたくなった。格かく闘とうも、爆弾作りも、いい結果を出せば同じように褒められた。だからもっと頑がん張ばって。寒いのや痛いのも我が慢まんして……」

「それがお前の原点か、ユウキ」

　男の独白にほんの少し混じった本名を、ツルギは聞き逃のがさなかった。

　しかし声は冷たかった。

「それでよかったんだ。人は誰だれしも小さな喜びを種に、自分を育てていく。難しいことはわからなくても、人から好意を寄せてもらえることを経験し、自分と他人との繋つながりを確信する。その繋がりが広がっていくことを成長という」

「あ……」

「だが、人が考える生き物である以上、その繋がりの意味を考えなければならない。考えて出た答えこそが、自分が何者であるかの答えとなる。お前は考えなかった。たとえ考えることを許されない環境にいたとしても考えなければならなかったんだ。そしてお前は、今からそれを始めるには自分も他人も壊こわしすぎた。お前はもう、死ぬしかない」

　ツルギは、岩いわ肌はだにしがみつくイスクルジッキの――ユウキの頭に足を掛かけた。

　そのまま力を込めて蹴けり押せば、痩せ細った病身は容た易やすく岩肌から離れ、激流に飲まれていくだろう。

　それで終わる。この男の、壊れた価値観に満ちた一生が。

「……皇族、貴様は本当に、王だった。人が人であることを思い出させる王だった。あのガキや小こ娘むすめどもだけでなく、このオレまで……」

「知るか」

「よくもオレが人間だった時のことを思い出させやがったな。もうずっと、ずっと忘れていたのに。せめてもの礼を、献けん上じようさせてもらう」

「何？」

　その口調に剣けん呑のんなものを感じて、ツルギは後ずさる。

「オレを外側から包つつみ込む集合型『ガルガンチュア・モジュール』は、たしかに捨てた。しかし内側にあるパーツは、まだオレの中に残っている。機甲人間の動力源。生命モーターをオレ専用に高出力化した生命エンジン。そいつを臨りん界かい突破させ、暴走状態のままさらに出力を上げ続ければ、最後にはどうなると思う？」

　イスクルジッキ――ユウキの目が笑った。屈くつ折せつしてはいたが、それでも人間がもちうる感情が瞳ひとみに宿っていた。

「暴発した生命エンジンは半径数百メートル内のすべてを吹き飛ばし、蒸発させるだろう。臨界まであと十秒。いかに皇族が何でもできると言っても、もう逃げられん！」

「お前……ッ!?」

「もう一度褒めてもらうんだ。教官たちの敵、皇族の、最後にして最高の一人を殺して褒めてもらうんだ！　オレは最後にもう一度、的の真ん中を射抜くんだぁぁぁぁぁぁぁぁーーーーーーーーーーーーーーーーーッッ!!」

　ユウキの体から鋭するどい光が漏れだし、彼の狂気とも正気ともつかない笑え顔がおは一いつ瞬しゆんのうちに光に飲まれ、塗ぬり潰つぶされた。

　すぐ近くにいたツルギもまた、それこそ光の速さで広がる光から逃のがれる術すべもない。

　ただの物理現象でしかない大だい爆ばく発はつは、そこにいる人々の思想も立場も関係なくすべてを飲み込んで、すべてを無に還かえしていった。







エピローグ







　一週間ほどかけた調査の結果を、ミコは上へと報告しに行った。

　彼女にとって最上級の上司。王国同盟盟主国、オルトドクス法王国、カサンドラ法王へ。

「……ウソです、ウソです！　ツルギ様がお亡なくなりになられたなんてッ!?」

「残念ながら事実です」

　なすすべなく取り乱すカサンドラに対して、スパイとして感情制せい御ぎよの訓練を受けたミコは冷静だった。

　王国同盟スパイ機関『魔女の悪行マレフイキア』のエージェントとして、ミタマシロ皇族救出任務を担当した彼女は法王に直接報告する役目を賜たまわっていた。

「ここ一週間の調査によって得た情報すべてが、同じ結論に結びつきます。爆ばく発はつ現場が機人連領内であるため我々は直接的な調査をできませんでしたが、傍ぼう受じゆした向こう側の通信、平等委員会に潜せん伏ぷくする《ローン・チーフ》からの報告、それらが伝えるのは、彼らが最優先の抹まつ殺さつ目標としたミタマシロ皇族の生き残り、ヒツギ＝ツルギの合理化完かん了りよう」

　機人連の虎とらの子こ、永久可動型機甲人間イスクルジッキの壮そう絶ぜつな自じ爆ばく攻こう撃げきは、戦場となった国境付近森林部に巨大なクレーターを作り出し、木も土も抉えぐり取ってすべてを消しよう滅めつさせた。

　無論、そこにいたであろう人間も。

「単純に考えても、あれほどの大爆発の中で人間が生きていられるとは思えません。ヒツギ＝ツルギ陛下は、死にました」

　結論をミコから伝えられると同時に、カサンドラはその手からオルトドクス法王の証あかしである聖せい杖じようを落とした。カランカランと乾かわいた音が床に響ひびく。

「そんな、そんな……！」

　さらにへたへたと、足の力が抜けたのか、その場に座り込む。

　本来ならば侍じ女じよなりがすぐさま駆け寄り、助け起こすところだろうが、現在は諜ちよう報ほう員いんより秘密の報告を受けている最中であり、情報漏ろう洩えいを防ぐため人ひと払ばらいがしてあった。

　法王を除く唯ゆい一いつの入室者であるミコも、断りなく法王に触ふれることは控ひかえなければならない。

「何故です……？　何故死んでしまわれたのですツルギ様……ッ!?」

　カサンドラから我慢しようとしてもできない哀あい哭こくが漏れ出す。

「アナタは、わたくしを助けに来てくれるのではなかったのですか？　わたくしを愛してくれるのではなかったのですか……!?　そう『宣せん託たく』されていたのに。なのに何故わたくしを見捨てて……!?」

　弱い人だ。ミコは嗚お咽えつするカサンドラを眺ながめて、心の中でそう呟いた。

　もっとも、この国で生まれたこの年とし頃ごろの娘なら大体そんなものだろう。

　王国同盟において、もっとも古き歴史をもつオルトドクス法王国。その『神助デヴアイン』は、他国の王族がもつ『神助デヴアイン』と異なる点があった。

　それは、法王だけが『神助デヴアイン』を扱あつかうことができる、という点。

　大抵の場合『神助デヴアイン』は王族であれば誰にでも発現し、使うことができる。王子や王女、王になれなかった王の兄弟でも使用可能ということだ。

　しかしオルトドクスの『神助デヴアイン』は違ちがう。法王一人にしか発現しない。

　オルトドクス法王国で、『神助デヴアイン』は一世代に一人だけ発現する。身分血統などに関係なく、オルトドクスに連なる者であれば誰であれ発現する可能性はあるが、誰に発現するかはその時にならなければわからない。

　まさに神の気まぐれで選び出されるように、偶ぐう発はつ的てきに『神助デヴアイン』の発現した誰かが無条件に法王に据すえられる。
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　つまり法王のみに『神助デヴアイン』が発現するというより、『神助デヴアイン』が発現した者だけが法王になれる、いうシステムだった。

　現法王のカサンドラも、元々は王家の正統と言ったような流れではなく、むしろ庶しよ民みんに近い層の生まれだという。それが『神助デヴアイン』を発現したために次期法王へと選出。そして本当に、法王になってしまった。

　本来王になる人間ではなかった。

　王になるべき人間は、生まれた瞬間からそうなるように育てられる。

　たとえばあのツルギだって、彼の父であったミタマシロ皇王から秘密の王になるための秘密の英才教育を徹てつ底てい的てきに叩きこまれたのだろう。だからこそ庶民の中に溶とけ込みながらあそこまで王者然と振る舞うことができた。

　それを直じかに見てきただけに、ミコにはこの少女の弱々しさが一ひと際きわ克こく明めいに見えてしまうのだった。

「猊げい下か。私は皇族救出の任を拝はい命めいしましたが、目的を果たせず、ツルギ陛下を死なせてしまいました。いかなる罰も甘あまんじて受けるつもりです」

「…………いいえ、結果はどうあれ、アナタはわたくしの望みを叶かなえるために働いてくださいました。最善を尽くした方を罰する法は、オルトドクスにはありません」

　カサンドラは落とした聖杖を拾いつつ、気き丈じように立ち上がった。

　彼女も彼女なりに、法王としての責務を果たそうとしている。

「ご苦労様でした。下がって休息をとってください。《継つぎはぎ婆ばあさん》様にもよしなに」

　必要以上のことは言わず、ミコはさっさと退出した。

　ドアを閉めて、少しの間その前から動かなかった。

　やがて戸板越ごしからくぐもった少女の嗚咽が聞こえてくる。それを確かめた上で、ミコは今度こそドアの前から離れた。
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「ただいまー」

　カサンドラ法王への謁えつ見けんを終えたミコが戻もどってきたのはオルトドクス法王国首都エリスの一角に建つホテルのスイートルームだった。

　創業二百六十年という老舗しにせで、四ツ星の格付けを受けた超高級ホテル。

　そんなお高い宿泊施設の一番高い部屋を、かれこれ一週間も占せん拠きよしている上客がいる。

「ん、おかー」

「ツルギ、今は食事中だぞ。食べるのに集中しろ」

　体中に包帯を巻いたツルギが羽う毛もうベッドの上に転がっていた。

　イスクルジッキの自じ爆ばくに巻き込まれて死んだはずのヒツギ＝ツルギ。その横ではユズハが甲か斐い甲が斐いしく看病に当たっている。

　スープ皿から一ひと掬すくい取って、スプーンに向かってふー、ふー、と息をかける。

「ほらツルギ。あーん、だ」

「あーーーーん。……美味うまい、美味すぎる。でも養生食って普ふ通つうはさ、おかゆが定番じゃないかなって思うんだ。おかゆないの？　おかゆ」

「あるわけないだろ、それはミタマシロの定番だ。しかしここはオルトドクスでところ変われば品変わる。このミネストローネで我慢しろ。あーん」

「あーーーーーーーーん。でもさ、ここって高級ホテルなんでしょ？　少しぐらい客のワガママ聞いてメニューにないルームサービス出してくれてもバチは当たらないと思うんだけど？」

「いい加減にしろっ。大体ミタマシロの食べ物を注文して、ここにミタマシロ人が泊まっていると勘かん繰ぐられたら困るのはお前だろう。私たちがどれだけ苦労してお前の死を偽ぎ装そうしたと思っているんだ？」

　そう、ツルギが死んだというのは真っ赤なウソ。

　あの国境近くでの戦いで、イスクルジッキが放った自爆攻撃に巻き込まれかけたところまでは事実だったが、しかしツルギは爆ばく光こうに飲まれる寸前に行動をとった。

　水中へ飛び込み、さらにその底に沈しずんでいる、イスクルジッキが乗り捨てた集合型『ガルガンチュア・モジュール』の中に入り込んだ。

　戦車のごとき堅けん牢ろうさで、ユズハの攻こう撃げきもツルギの攻撃もまったく寄せ付けなかった鋼の山。その核かくであったイスクルジッキ当人が抜ぬけてぽっかり空いた穴にツルギが入り、爆発を凌しのいだ。

　集合型『ガルガンチュア・モジュール』が水底に沈んでいたのも幸いした。ツルギの『神助デヴアイン』によって大量流入した水はそれ自体が障しよう壁へきとなり、水を沸ふつ騰とう、蒸発させるために多くの熱エネルギーが浪費された。

　鋼鉄のシェルターと、数万トンの水。それら二重防壁でツルギは、イスクルジッキ最後の攻撃から生き延びたのだった。

　しかしそれでも殺しきれなかった衝しよう撃げきと、大量の水が一瞬で気化したことによって起きた水蒸気爆発で、ツルギは逃げ込んだ集合型『ガルガンチュア・モジュール』諸もろ共とも百メートル近くも吹っ飛ばされることになった。

　五十トンはあろうかという鋼鉄の塊が、それだけ飛んだ。

　内部のツルギは、振動でメチャクチャに揺さぶられ、全身打だ撲ぼくや骨折で動けなくなっていたところを捜そう索さくに来たユズハやミコに発見された。

　そしてその時、それほどの重傷を負っていながらも驚きよう異い的てきな精神力で意識を失わずにいたツルギが、二人に指示したのだった。

『僕を隠せ』『死んだことにしろ』と。

「アンタの目的が、その時やっとわかったわ」

　カサンドラ謁見用に着ていた正装を息苦しそうに脱ぬぎながら、ミコは言った。

「『宣託』の撤てつ回かいをカサンドラ猊げい下かに直じか談だん判ぱんするなんてウソ。そんなの絶対不可能だって、それがわからないほどアンタはバカじゃないって今回の旅でよくわかった。アンタの目的は別にあった。旅の途と中ちゆう、わざと機人連からの追っ手に自分を襲わせて、死んだと見せかける。それがアンタの本当の目的だったんだわ」

　ツルギが本当に恐おそれていたのは、ツルギを草の根分けても見つけ出そうとする機人連が関係ない人間を巻き込む『草くさ刈かり』。さらに王国同盟がツルギを手に入れたとして、その先に起こる大戦争。

　それを防ぐためには、状態をかつてのものに戻すしかない。

『ミタマシロ皇族は全員いなくなった』という状態に。

「ツルギは、旅のどこかで自分の死を偽装することを最初から決めていたんだな。逃とう走そうと追つい跡せき、さらに戦せん闘とうという混こん迷めいした状じよう況きようならば人の生死も確かく認にんしにくい。死を偽装するにはもってこいだ。そして同行する私とミコをその見届け役にしようとした」

「最初はウチらのことも騙だます気でいたんじゃないの？　ウチらが本当にツルギくん死んだって思って、それぞれの陣じん営えいに報告すれば皆みなますます信じるもんね。どう？」

「さあ、どうかな？」

　ツルギはベッドに横たわったまま惚とぼけて見せた。

「あぁ～、いいの、そんな態度とって？　反抗的な患かん者じやさんにはおっぱいもお尻しりも触さわらせてあげないわよ？」

「そうだな、今のツルギは満まん身しん創そう痍いで手足も動かせないんだから、私たちの方から擦すり付けに行かないと、どうしようもないからな」

「ぐぬっ、何という捕ほ虜りよ虐ぎやく待たいだ！」

　徹てつ頭とう徹てつ尾び冗談めかしてはいたが、実際のところ彼女らの指し摘てきはツルギにとって図星だった。

　彼はこの戦いを、最後まで一人で戦い抜くつもりだった。一人で機人連からの追っ手を迎むかえ撃ち、その中で自分の死を偽装し、成り行きによっては本当に死んでしまっても構わないとすら思っていた。

　しかし道連れになった二人の女性が、そんなツルギの予定に介かい入にゆうした。

　彼女らは、みずからの理想と現実に葛かつ藤とうしながらもツルギに寄り添い、身も心もツルギに捧ささげた。

　ツルギはそれにほだされ、『婚儀くなぎ』という本来ならば禁じられた儀ぎ式しきまで使って彼女たちに応えてしまった。ミタマシロの血統を残すつもりのないツルギは、当然妃きさきをもつつもりもなかったのに。

　結果、二人の妃を得たツルギは、彼女たちと運命共同体となり、共犯者になってもらうより他ほかなかったのである。

「……血迷ったな」

　天井を見上げて呟くツルギの顔を、ユズハとミコが覗のぞき込こむ。

「何に？」

「ユズハのデカ尻と、ミコの犬臭くささに」

「だったら死ぬまで尻に敷しいてやる」

「わんわーん」

　いつの間にか二人の妃がベッドに上がり、ツルギの両りよう脇わきに添そい寝ねした。彼女らの精気を吸って傷が早く治りそうな気がした。

「……他の皆はどうしている？」

　ツルギが尋たずねたのは、イスクルジッキとの戦いで救い出した訓練生たちのことだった。

　命と尊厳を脅おびやかされ、機械部品のような扱いを受けた彼らだが、救出されたことでなし崩し的にツルギたちの脱だつ出しゆつ行こうに加わることとなり、結局は王国同盟への亡命を果たした。

「皆元気にやってるわよ。とりあえず今は『魔女の悪行マレフイキア』が引き受け先になって、保護って名目で監かん視し中。二重スパイを警戒してるのよ。その疑いが完全に消えてから、それぞれ身の振り方が決められていくでしょうね」

　ちなみにツルギの救きゆう援えんのために飛び出したナカウ＝ヒデヨミは、イスクルジッキとの戦いで大破したジープごと森林中の巨きよ木ぼくに激げき突とつし、全治一カ月のケガを負った。

　ツルギの指示を受けたユズハによって無事救助され、今は他の訓練生と共に生活しながら、傷を癒いやしている。

「もう少ししたらリハビリに入れるそうだけど、アンタのこと伝えるのは慎しん重ちようにした方がいいわね」

「その上に、お前が死んだという表向きの方便を伝えたら、ショックで自害しかねんからな。それだけお前のことを心の支えにしている者は多いんだ」

「そうよ、今日だってウソ報告でカサンドラ猊下にギャン泣きされて、良心が押おし潰つぶされそうになったんだからね。あの人おぼこいから簡単に信じるのよ」

　さりげなく今日の報告を付け加えるミコ。

　しかし……。

「彼女には強くなってもらわなきゃ困る。ミタマシロと違って、この国はまだ王を必要としてるんだから。オルトドクスの民たみは王に支えてもらうことを望んでいる。法王である彼女は、そんな民の期待に応こたえる義務がある」

　ツルギは冷たく突き放すような言い方をした。

　彼女がか弱い少女であることはわかっているが、彼女もまた王であるということをツルギはより重視していた。

　王に要求される資質は数多いが、強さ、という資質もたしかにその一つ。

　今のような、戦乱の火種をすぐ隣となりにおく危険な時代ではなおさらだ。

「ミタマシロは王を必要としない、か……」

　ユズハが呟く。

「ツルギのお父様は本当に、王がいない、王を必要としない世界を望んだんだろうか？　そのためにみずから処しよ刑けい台だいへ登ったんだろうか？」

「望んだのは民だ。我わが父はそれを受け入れただけだ」

　半はん死し半はん生しようでホテルに担かつぎ込まれてから一週間。ツルギは寝たきりという退たい屈くつ極まる時間を紛まぎらわせるために、看病に当たるユズハやミコと、それはたくさんのことを語り合った。

　話題の大半は、この世界の未来のことだった。

「民が自分で自分の生き方を決める。そんな時代の到とう来らいを我が父は感じた。あの人はそれを認め、だからこそ死を選んだ。民が主となる世界に王は邪じや魔まだから」

「そしてお前は、自分の役割をなくして手もち無ぶ沙さ汰たになったわけか。では、これからどうするんだ？」

「どーしよっかなー？」

　ミタマシロ滅めつ亡ぼう直後に『ラーゲリ』に入れられたのは、ツルギにとって好都合なこともあった。

　意味を奪うばわれ、何に使っていいかわからない時間をとりあえず『スパイの技術を学ぶ』という目標に費やすことができた。

　しかし『ラーゲリ』を追われた今、ツルギはその当座の目標すら失った。

　この大きく開けた世界で、彼は何をすべきか。

「どうせなら、もう少し『ラーゲリ』を利用すればいいんじゃない」

「ん？」

　ミコの言い出すことに、ツルギは首を傾かしげる。

「せっかくスパイ技術を学んだんだから、それを使って陰かげから世界に関わってもいいと思うのよ。そうすれば、ツルギくんが表おもて舞ぶ台たいに立って世界が混乱するリスクを避さけつつ、ツルギくんのこの世界での役割を模も索さくできるかなーって……」

「そう言ってキミは、裏の世界から僕ぼくに機人連を滅ほろぼさせる気なんだろう？」

「たはははは、バレたー？」

　イタズラを見み咎とがめられた子供のように苦笑いするミコ。

　機人連に対する憎ぞう悪おと、ツルギの妃になって彼に尽くそうという気もちが混在するようになった彼女の、精一杯の妥だ協きよう案あんであるのだろう。

「……ま、それもいいかもな」

「えっ、マジで？」

「機人連は、これ以上ながらえさせてもロクなことがない集団だ。今回の騒そう動どうは、そのことを証明する騒動でもあった」

『ラーゲリ』で行われた所業、イスクルジッキが行った所業、それ以外の多くの場所から伝え聞こえてくる機人連の所業。

　それらすべては、機人連という為い政せい体たいに為政体たる資格がないことを示していた。『平等』という理想に溺おぼれ、現実を見ず、自分たちの保身ばかりに権力を使う。

　そんな政体に、世界を進歩させるなどとてもできないだろう。

「我が父が予見した新しい世界を、機人連が作るというならそれでもいい。だがヤツらは実際のところ、そんなことできないどころか、実現の障害ですらあるようだ。ならばそんなものは潰してしまった方がいい」

　まるで「道みち端ばたに落ちたゴミは始末した方がいい」というかのような気軽さでツルギは言った。

　機人連と王国同盟。思想を異とする二勢力は今後ますます対立を深め、『必要なる不平等レシヤチーハ』『魔女の悪行マレフイキア』による諜ちよう報ほう戦せんを激化させていくことだろう。

　その戦いに介入し、勢力のバランスを崩くずし、『必要なる不平等レシヤチーハ』と機人連を壊かい滅めつにまで追い込むことも、ツルギならば可能かもしれない。

「やっぱりツルギくん大好き！　……で、ユズハちゃんはどうするの？　元・機人連の忠実な下げ僕ぼくさんとしては？」

　ミコのお馴な染じみとなった毒舌が飛ぶが、ユズハの方もそれを軽く聞き流せる間あいだ柄がらとなっていた。

「……私は、身分や階級などといったもので人が人を虐しいたげる世の中が嫌いやだった。それを機人連が変えてくれると信じたから機人連に従った。期待は見事に裏切られたがな。私は私の望む世界が本当にあるかどうかを確かめるために、ツルギの隣にいることにする」

「へぇ、何で？」

「人が他人を見下さず、敬い合って助け合う世界に一番近いところにいるのが、ツルギだと思うからさ」

　結局この二人は、これからもツルギと共にあるようだった。

　添い寝していた二人が唐とう突とつにベッドから降りる。

「しかし、ツルギもしばらくは満足に動けまい。このケガだからな」

「その間すっごく暇ひまになりそうね。だったら空いた時間を使って……」

　ユズハとミコの尻がモゾモゾ動く気配に、ツルギは気づいた。

　やがて大ケガで動けなくなっている彼の顔の上に、二枚の布切れが落とされた。

　体温のぬくもりが移る、湿しめり気けの香かおる布切れ。

　それが二枚。

「こ、これはまさか……!?」
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　何とか動く首を振ふって、顔の上に乗った二枚のパンツを振り落とすと、そこには既すでに目も眩くらむほどに淫いん靡びな裸ら形ぎようで、夫を見下ろす二人の皇こう妃ひが。

「私の体で……」

「ウチのお腹なかで……」

「「跡あと取とりを作ってみる？」」

　ミタマシロの血統を残さないと誓ちかったツルギの、壮そう絶ぜつな葛かつ藤とうがここに始まった。







あとがき







　はい。

　ご無ぶ沙さ汰たしております、前作からご存知の方。そして初見の方は初めまして。

　岡おか沢ざわ六ろく十じゆう四よんです。

　前作『悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!』から大分間が空いての再登場となりました。時間はかかったものの、再び読者の皆さんに自作をお目にかけることができて嬉しいです。

　今回お送りした『亡ぼう国こく王おうの剣つるぎとスパイヒップ』はタイトルにもある『スパイ』をテーマに練ねり上げた作品で、国家の裏で蠢うごめくインテリジェンスとバイオレンスを楽しんでいただけたらと思います。

　それはさておき、前作『悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!』は製作サイドで『ちまみれ』の略称で呼ばれてたんですが今回も略称が欲しいところ。

　タイトル考案時は、他の多くの作品もそうであるように色んな案が出て何度も話し合いが重ねられたんですが、後半部分の『スパイヒップ』だけは初期からあっさり決まりました。

　うん。

　そこでこの辺をクローズアップしてスパイの『ぱい』。さらにヒップをあえて日本語に翻ほん訳やくし直して『しり』。




　併せて『ぱいしり』と略すのはどうでしょうね!?




　はい、ウソです。お願いですからやめてください。

　ともかくも楽しんで読んでいただき、ツルギ、ユズハ、ミコなど本作品のキャラたちと長い付き合いになれば幸いです。

　最後に謝辞。

　本作作成のきっかけを下さり、そして協力くださった担当のＯ様。超美麗なイラストを提供くださったアジシオ様。本当にビックリするぐらいイメージ通りのイラストでした。

　デザイン、製本、営業、流通、その他色々な本作に関わった多くの皆様。そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様。

　本当にありがとうございました。

　またこの本を書くにあたってヒントとインスピレーションをくださった、多くのスパイ小説、スパイ映画の制作者の方々にも、ありがとうございました。
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